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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







　カン！　カン！　カン！　カン！

　砦の中に警戒の鐘かねを叩く音が響ひびき渡るのと同時に、待機所の小屋の中から、弓を持ち鎧よろいに身を固めた完全武装の兵士たちが飛び出してきた。

　砦の中央にある、石を積んで作られた指揮所からは一人ひとりの男が飛び出してきた。下か尉いの位を示す青い房を兜かぶとにつけた下級指揮官らしい男は、見張り台の上にいる兵士を見上げると叫さけんだ。

「シムールか？」

「判別できません！　北ほつ方ぽうの谷より一騎近づいてきます！」

「一騎だけか？」

「一騎だけです！」

　見張りの兵士の返事を聞いた指揮官は、振り返る。そこには、後から出てきた、『上じよう佐さ』の位を意味する緑色の房をつけた兜をかぶっている、年上の帝国軍の上級指揮官らしい男がいた。下級指揮官は上官に報告する。

「燎りよう原げん上じよう佐さ、前線視察の最中に、ご心配かけて申し訳ありません。どうやら大事ではなさそうです」

「ふむ……」

　燎原上佐と呼ばれた上級指揮官は、興味深そうに部下に聞いた。

「庸よう虎こ下か尉い。お前はどう見る？」

　庸虎と呼ばれた下級指揮官は、一礼して答えた。

「はっ！　おそらくシムールではない、と思われます。シムールは集団戦を得意とします。一騎での単独行動は、まずありえません」

「軍使かもしれんぞ？」

「いえ、シムールから軍師が来るのは、一番最初に赤い矢を届けるとき、その一回だけです。

　その後の交渉は一切ありません。シムールは降伏すら認めないのです。戦いを始めれば、とことん戦う。それがあいつらの流儀です」

　上級指揮官の燎原上佐は、満足そうな表情を浮かべた。

「お前の予測は、おそらく正しい。お前に、この達たつ知ち砦とりでを任せたのは正解だな。あの騎兵は我々が出した物見の兵に違いない……だが、確実に正体がわかるまでは、警戒を解いてはならん。これは基本中の基本だ」

　燎原上佐はそう言うと、自分が立っている砦の北ほつ方ぽうに延びる谷を見下ろした。

「シムールが県都延えん声せいを攻めるためには、このアシャウ谷を通るか、ルナル高地をぐるりと回り込んで、東から攻めるしかない。だが、東の荒地は、馬が走り抜けるには向いていない。延声を攻めるとすれば、間違いなくここを通るだろう。この達知砦は、県都延声を防衛する重要な拠点だからな」

「肝に銘じております！」

「うむ」

　燎原上佐がそう言ってうなずいたとき、再び見張りの声が飛んだ。

「北方からの一騎は、我が軍の物見と判明！　緑の帯が見えます！」

　砦の中にほっとしたような空気が流れるのを見て、庸虎下尉は砦の城壁に隠れて外を窺うかがっている弓兵の指揮官に声をかけた。

「兵士の顔を確認するまで、弓の狙ねらいを外すなと言え！　帝国軍の鎧よろいを身に着けた敵の物見の可能性もある！」

「了解しました！」

　部下が的確な指示を出したことに、燎原上佐は満足そうな表情を浮かべた。

　やがて、北から走ってきた騎兵を見ていた見張りの兵が声を上げた。

「顔を確認！　侘タ瑠ル徒ト方面の偵察に出ていた、一番隊の宴えん志し伍ご長ちようです！　間違いありません！」

　燎原上佐は庸虎下尉を見て言った。

「偵察報告を聞きたい。すぐに、指揮官室に来るように伝えろ」

「了解しました！」

　砦とりでの中央にある指揮官室は、シムールが得意とする火矢の攻撃を防ぐために、石を積んで作られている。

　石積みの壁にはいくつか明かり取り用の窓が作られているとはいえ、室内は薄暗い。

「宴えん志し伍ご長ちよう、入ります！」

　そう言って室内に足を踏ふみ入れた偵察員が、戸惑ったように立ち尽くしているのを見て、燎りよう原げん上じよう佐さが労ねぎらうように言った。

「偵察、ご苦労だった！　ああ、動かんでいいぞ。太陽の下を走ってきたんだ、そう簡単に目が慣れるわけがない」

「はい、ありがとうございます……」

「目が慣れたら、机のところに来て、この地図の上で、どこを、どう走り、どっちの方角に何を見たのか、それを教えてくれ」

　宴志伍長はしばらく目をつぶっていたが、やがて目を開いて、数回まばたきをした後で、小さくうなずいた。

「もう大丈夫です、お待たせして申し訳ありませんでした」

「そうか、では、ここに来て、地図を見てくれ」

「はい！」

　机に近づいた宴志伍長の体から土つち埃ぼこりと汗の混じった匂いがしたが、燎原上佐は顔色一つ変えずに、宴志伍長の横で地図を覗のぞき込んだ。

「伍長は北側の偵察に向かったそうだな」

「はい、私は北域、特に侘タ瑠ル徒ト方面の偵察を命ぜられましたので。この達たつ知ち砦を出た後、アシャウ谷を抜けて、そのまま北域行路を北に向かいました」

　宴志伍長は達知砦に人差し指を当て、その指を北に引いた。

「谷を抜け、盆地の真ん中で、タリム川が西に大きく曲がる、セラムの曲がりを抜けたところで商人の馬車を見かけましたので、声をかけました……」

「商人だと？　そんな場所で？」

「はい、その男は侘瑠徒の街の商人で、今は延えん声せいに家族ともども避難しているそうです。侘瑠徒を包囲していたシムールがいなくなったので、侘瑠徒に行って、家財道具を持って帰ってくるつもりだと申しておりました」

　庸よう虎こ下か尉いは怪け訝げんな顔になった。

「その商人はどこを通って、そこまで行ったのだ？　北域行路は封鎖されている。この達知砦の下を通った者はいないぞ？」

「はい、私もそのことを疑問に思い、問いただしますと、その商人は、東の荒地を抜けてきた、と申しておりました」

「東の荒地を？　あそこは一抱えもある岩がごろごろ転がっているし、アレチイバラが生い茂っていて、とても馬車などで通り抜けることなどできんはずだが？」

「ええ、ずいぶん苦労したらしいです。通り抜けられそうな場所を探すだけで丸一日かかった、とかで、夕べはセラムの曲がりにある渡し場の小屋で一泊したそうです」

「そうまでして……まあ、侘タ瑠ル徒トにある全財産を取りにいくのだから、それくらいの苦労は当然ということか……」

　庸よう虎こ下か尉いはつぶやくように答えた。

「商人と別れた私は、その後、北域行路をさらに北上し、ロンドの荒地の手前で西に逸それ、侘瑠徒の街の周辺が見渡せる高台に上りました」

　宴えん志し伍ご長ちようは、地図の上に置いた指を、北から西に向かって走らせた。

「ほぼ、このあたりだと思います。ここからは侘瑠徒の城壁のさらに向こうまで見渡すことができます」

「侘瑠徒の様子はどうだった？　シムールの軍勢は？」

　宴志伍長は首を振った。

「おりません。一騎も見当たりませんでした。侘瑠徒の街は、実にのんびりしたものです。城門も開いておりますし、城内からは賑にぎやかな楽曲が流れておりました」

「楽曲だと？」

「士気を鼓こ舞ぶするための勇ゆう壮そうな軍楽か？」

「あ、いえ、どちらかというと、祭りのときに旅芸人が奏でるような曲でした。それと、偵察中に侘瑠徒の城門から、数台の馬車が出入りする様を確認しました。入る馬車の荷台は空で、出てくる馬車は荷物が満載されており、おそらくは避難民が城内から家財道具などを運び出しているものと思われます」

「ふむ……」

　燎りよう原げん上じよう佐さは考え込んだ。

「私が聞いた話とずいぶん違うな……侘瑠徒の守備隊は帝国に反旗を翻ひるがえし、シムールに寝返ったと聞いている。

　シムールに与くみしたのなら、侘瑠徒に残された帝国臣民の財産は、すべてシムールのものになる。侘瑠徒の住民がのこのこと取りにいけるはずがない」

「その件ですが、セラムの曲がりのところで出会った商人が、こう言っておりました。侘瑠徒の守備隊は、自分たちは帝国軍の軍人であり、帝国皇こう帝ていに反旗を翻してはいない。反乱を起こしたのではなく反乱軍にされてしまったのだと言っているようです。だからこそ、攻めてきたシムールと戦い、侘瑠徒の街を守ったのだと……」

　庸虎下尉が小声で聞いた。

「燎りよう原げん上じよう佐さにお聞きしたいことがあるのですが、よろしいでしょうか？」

「うむ、何だ？　差し支えない範囲でなら答えるぞ？」

「……今の宴えん志し伍ご長ちようの話ですが、それと同じことを私も延えん声せいで聞きました。侘タ瑠ル徒トの守備隊が押し寄せたシムール三万を撃退したのは本当のことのようですが……ならば、彼らのやったことは賞賛され、帝国軍の範となるべきことではありませんか？　多額の褒ほう美びを与えられ、昇進は間違いありません。なのに、侘瑠徒の守備兵たちが帝国に反旗を翻ひるがえした、というのはどうにも理屈が合いません。本当のところはどうなのでしょうか？」

　燎原上佐は眉まゆをひそめると、つぶやくような声で答えた。

「……彼らにその意思があろうと無かろうと、帝国中ちゆう枢すうは彼らを反乱軍にせざるを得ない。彼らの功績を褒ほめ称たたえることは、今の摂政の政敵である月つき原はら弦げん斉ざいの功績を褒め称えることになってしまうからだ」

「そんな理由で！」

　絶句する庸よう虎こ下か尉いを見て、燎原上佐はさらに声を潜ひそめた。

「侘瑠徒を守るために戦ったのは、帝国の守備兵だけではない。弦斉閣かつ下かと誼ぎを結んだシムールのシャン族も共に戦った。

　帝国の長い歴史において、シムールと帝国軍が肩を並べて戦ったことなど一度も無い。

　シムールとの融和を図はかり、帝国の負担を減らし国を豊かにする。月原弦斉閣下のその方針は間違ってはいなかったのだ……だが、それゆえに、帝国の中枢は死んでもそれを認めるわけにはいかんのだ」

　燎原上佐はそこで言葉を切ると、ゆっくりと言った。

「お前は『西せい陵りようの米』ということわざを知っているか？」

「はい、乾いた西陵の地は米を作るのには向いていません。適材適所でなければ、物事は上う手まくいかない、という意味のことわざです」

「うむ、今はそういう意味に取られているが、そのことわざの本来の意味は違う。

　これは初代皇こう帝ていの頃にあった出来事を基にした故事成語なのだ。

　その頃、西陵を治めていた国司は、領民に麦を作らせて西陵の地を豊かにし、領民に慕われ、名を上げた。しかし、その次にやってきた国司は、先代の国司の名声を妬ねたんで、領民に育ちかけた麦を抜いて、米を作れと命じた。

　自分の畑の麦を抜いた者に恩賞を与え、抜かなかった者は厳しく罰した。

　そして次の年、西陵の農民は、こぞって稲を植えた。だが、乾燥した西陵の地で稲が育つはずもなく、農地は枯れた稲で埋め尽くされ、領民の半分が飢えて死んだ。だが、領民はこう言った。『麦を植えれば刑死は必定、米を植えれば餓死は半定』とな。

　役人が決めたことに逆らえば必ず殺される、言うことを聞けば、半分は生き残れる。

　長いものには巻かれろ。上の人間には逆らうな。というのが、この『西陵の米』ということわざの本来の意味なのだ」

　庸よう虎こ下か尉いははっとしたように目を見開いて、燎りよう原げん上じよう佐さを見た。

「それはつまり……」

「そうだ。今、この延えん喜ぎ帝国を治めているのは菰こ野もの盛せい元げんだ。そして月つき原はら弦げん斉ざいは、反逆者として獄に繫つながれることになった。形勢は明らかだ。軍人が上職から受ける命令は、皇こう帝てい陛へい下かの勅ちよく命めいに等しい。そこに疑問を抱いてはならない。命令が正しいかどうかではない。命令に従うことが正しいのだ」

「西せい陵りようの米……ということですね」

「そういうことだ……」

　燎原上佐はそう言ってうなずいた後で、地図の上にある侘タ瑠ル徒トの街を指差した。

「偵察の結果、侘瑠徒の周辺にシムールの軍勢の姿が無いということが明らかになったが、連中がシムール側に寝返ったという可能性は捨てきれない。

　シムールと共に延えん声せいに攻めてくる前に、侘瑠徒を攻め落としておくべきなのだろうが、現状の兵力ではそれは難しい。

　都から来る予定の援軍が遅れているが、あと十日もすれば到着するだろう。それまでの間、面倒かもしれんが、この達たつ知ち砦とりでからの偵察は毎日行ってくれ。もし異常があれば、早馬を出すのと同時に、狼煙のろしを上げて急を知らせるように」

「かしこまりました！」

　敬礼する庸虎下尉を見て、燎原上佐はふっと表情を緩ゆるめた。

「命令ばかりしていたのでは、なんだな……何か足りないものや、欲しいものはあるか？」

　庸虎下尉は、隣にいる宴えん志し伍ご長ちようと顔を見合わせてから、勢い込んで言った。

「食料を多めに……特に、塩を頂けませんか？　先月から配給が減らされてしまって、食事が味気ないし、どうにも力が出ません。汗をかいた兵には、ちゃんと塩を食べさせないと、いざというときに戦えません！」

「うむ、塩か……確かに、塩は大事だな。わかった、私から軍務局のほうに要請をしておこう」

「ありがとうございます！」

　庸虎下尉と宴志伍長は、声を揃そろえて頭を下げた。




　守備兵たちが整列する中、視察を終えて指揮官用の馬車に向かった燎原上佐の鼻を、兵士たちの体から立ち昇る埃ほこりと汗の混じった匂いが、つん、と突いた。

　──これが、前線の匂いだ。これが、軍人の匂いだ。

　私の前線視察に、軍務部の参さん謀ぼうどもは誰一人ひとりとして同行しなかった。彼らにとって出世とは、汗の匂いと土埃の匂いから少しでも遠くに離れることを言うのだろう。

　燎原上佐は、延声の軍務部にある、将軍の執務室を思い浮かべた。

　──香を焚たき、色鮮やかなと布を張り巡らし、執務室の中に寝椅い子すを置いて、昼間から女と酒を飲んでいるあの将軍閣下と、その参とり謀まきどもは、それが英雄豪ごう傑けつの印だと思い込んでいるのだろう。

　馬車に乗り込んだ燎りよう原げん上じよう佐さが、窓越しに敬礼する庸よう虎こ下か尉いに答礼するのと同時に、馬車が走り始めた。

「お疲れ様でした、閣かつ下か……」

「いや、いい」

　馬車に乗っていた少年従兵が差し出す水筒に、燎原上佐は軽く首を振った後で、じっと窓の外に広がるアシャウ谷を見ながらつぶやいた。

「西せい陵りようの米か……」

「は？　何か？」

　慌あわてて聞き返した少年従兵を見て、燎原上佐は首を振った。

「いや、何でもない、独り言だ……」







　　　第一章「憂国の義士、侘瑠徒に起つ！」







　街の広場に陣取った、からくり人形芝居の一座の楽隊が、戦いのシーンに流れる、勇ゆう壮そうな、それでいてどこか哀愁を帯びた音楽を奏でていた。

　からくり人形芝居の一座の馬車には、いつでもどこでもすぐに小屋がけができるように、組み立て式の人形劇の舞台が組み込まれている。

　その舞台の前に、荷物を取りに来た侘タ瑠ル徒トの住民たちが鈴なりになって、舞台上で繰り広げられる人形劇を見守っていた。

　誰も皆、興味津しん々しんという顔つきである。

　それもそのはず。今、舞台の上で演じられている人形劇は、この侘瑠徒で起こったシムールとの攻防戦を題材にした演目なのだ。

　人形劇や大衆演劇の演目に、人々の興味を引きそうな実際の出来事を題材にしてわかりやすく脚色した、際きわ物ものと呼ばれるものがある。

　噂うわさ好きな街の人々の覗のぞき見趣味を満足させる、いわゆるニュースショーの再現フィルムのようなものであるが、脚色が優れたものは繰り返し上演され、定番になることもある。

　日本で言うところの『忠臣蔵』や『八百屋お七』などの芝居の演目も、元をただせば、こういった事実を元にした際きわ物ものであり、それが定番となって今に伝わっているわけである。

　そう考えれば、シムール来らい寇こうという実に七十年ぶりの大事件。しかも、三万の大軍を、侘タ瑠ル徒トに立て篭こもった、たった二千の兵で撃退してのけた、という事実が演目になり、こうやって上演されるのは、必然と言ってもいいだろう。

　舞台の上には、黒い布の表面に赤い細い紐をたくさん縫い付けた幕が、ベルトのように上から下にぐるぐると回る舞台装置が置かれている。それを背景にして、ニヒルな微笑ほほえみを浮かべた不良っぽい若者の人形が動き回っていた。

　いくつもの赤い紐がひらひらと動きながら、上から落ち続けるその背景は、どうやら侘瑠徒の街に降り注ぐ火矢を表現しているらしい。

　舞台の袖に座った弁士が、よく通る声で情景を説明する。

「侘瑠徒を包囲したタッケイ族とユルム族！　なんとその数、三万余！

　この全軍がついに侘瑠徒に向かって火矢を放った！　侘瑠徒の街を焼き尽くさんとばかりに、ざああっと音を立てて降り注ぐ炎の雨！　あたりはまさしく地獄の業火そのもの！　侘瑠徒の街は、そのまま炎に包まれ、焼け落ちる！　誰もが思ったそのとき！

　賢者、伏ふせ龍たつがにやりと笑った！

　者ども騒ぐな驚くな！　我に必勝の秘策あり！　この世の天地万物、すべて火水木金土の五行に極めり！　火は瓦かわらを焼くことはできぬ！　瓦はこれ土よりつくりし物！　火に土をもって対するは、これ必定！

　このことあろうかと、我々は寝る間も惜おしんで、侘瑠徒のすべての家屋の板屋根に、土を練って塗り固めておいたのだ！

　見よ！　シムールの火矢は、土の上にて燃え尽き板屋根に燃え移ることはない！　さあ兵士よ、立ち上がれ！　火矢を射掛けるシムールどもに、お返しの矢をお見舞いするのだ！」

　すると、舞台の袖から、弓を持ったきりりとした二枚目の人形が登場した。

　弁士とは違う、二枚目っぽい声がその人形のセリフを話し始める。

『シムールを懲こらしめる、その役目、この泉せん野や晴せい凛りんにお任せあれ！　我こそは、あの北ほく擾じようの役えきで、押し寄せるシムールの軍勢を、たった一人ひとりで食い止めた、弓きゆう聖せい霜そう弊へい経けいの遠縁にあたる帝国随一の弓の名手なり！』

「おお、晴凛か！　お前の弓さえあれば、シムールなど恐れるものか！　さあ、鬼神も泣いて逃げるその弓で、シムールどもを懲らしめろ！」

『承知！』

「その一言を残し、城壁に上った晴凛は、雲うん霞かのごとく押し寄せるシムールの大群を見て、不敵に笑った」

『えーい、下っ端どもを射止めるには矢が足りぬ！　かくなるうえは、百人に一人ひとりの隊長を選び出し、一矢のもとに射止めてみせよう！』

「言うが早いか晴せい凛りんは、目にも留まらぬ早業で、つるべ打ちに矢を放つ！　つがえては放ち、つがえては放ち、目にも留まらぬその速さ！　兵に紛まぎれた隊長を、ものの見事に選び出し、ばったばったと射落とした！　隊長を倒された下っ端どもは、どうしていいやらわからぬままに、右往左往の繰り返し！

　いつしか火矢はぱったり途絶え、シムールどもは盾の向こうに逃げ帰る！」

　やがて、弁士の名調子が続いている舞台の袖に少女の人形が登場した。

　シムールの民族衣装を身にまとい、プラチナブロンドの長い髪と青い目を持つ美少女の人形だった。

　弓を持った晴凛役の人形が、その美少女の人形の前にひざまずいていた。

『ミーネ姫！　暴ぼう虐ぎやくなるシムールの軍勢は、我が弓の前にもろくも崩れ去り、蜘く蛛もの子を散らすように逃げさりました！』

『うむ、見事なり晴凛の腕前！』

『ありがたきお言葉に打ち震える思いに存じます！　そもそも、この争いの元凶は、シムールが秘宝、山よりいでし赤塩を我が物にせんとし、南域の無法者、黄おう蕃ばんを持ってシャン族の村を襲った総そう督とくにあり！　愚かなるは、我が帝国人にして、お褒ほめの言葉は心に痛し！』

『いいえ違います、愚かなのは我がシムールも同じ！　侘タ瑠ル徒トに攻め寄せたるは、シムールの誇りを言い立てて帝国と戦いを望むタッケイ族と、戦に紛れて略りやく奪だつを企たくらんだユルム族！　いずれも劣らぬ愚か者です！

　我がシャン族は、前の総督、月つき原はら弦げん斉ざい殿の言葉を信じ、帝国と誼ぎを結んだ！　ここでこうやって、侘瑠徒を共に守りしは、弦斉殿のお言葉を信じていたからこそ！

　私たちが勝てたのは、弦斉閣かつ下かのやってきたことが間違っていなかった証拠です！』

　総督府の建物の前で、広場から流れてくる人形芝居のセリフを聞いていた晴凛が、恥ずかしさと、照れと、苦々しさが入り混じった、何ともいえない表情でぼやいた。

「……それにしても、あの芝居がかった……芝居なのだから当然と言えば当然なんですけど……言い回しは何とかなりませんかね？　聞いていると背筋がかゆくなりそうで……」

　晴凛の言葉を聞いた伏ふせ龍たつは、肩をすくめて答えた。

「そう言うな。アイリーンたちの一座のおかげで、侘瑠徒の街に帰ってきた人たちに、ここでどんな戦いがあって、なぜ、俺たちが反旗を翻ひるがえすことになったのか、それをいちいち説明せずにすんでるんだ。

　あそこで人形芝居を見て、事情を知った人たちは、みんな、俺たちの味方になって、延えん声せいに帰っていくわけだ。

　戦いに加わらねえ商人や農民や職人。そういった兵隊じゃねえ人たちを味方につけるってのは、大切なことなんだぜ。

　味方についてくれるから、こうやって、侘タ瑠ル徒トにいながらにして、延えん声せいの街の様子とか、帝国軍の動きとか、そういった情報が全部手に取るようにわかるんだ」

　晴せい凛りんはうなずいた。

「ええ、確かに、あの人形芝居は、よくできていますからね。たった一日で脚本と人形を作って、通しで一回稽けい古こしただけだなんて、とても思えません……問題は、僕の人形がずいぶんと二枚目になっちゃっているってことなんですけど」

「芝居に脚色はつきものだ、細けえことを気にすんじゃねえよ」

　伏ふせ龍たつが苦笑いを浮かべたとき、広場に置かれたからくり人形芝居の舞台のほうから、ミーネがぱたぱたと駆かけ寄ってきた。

「晴凛！　もうすぐ人形劇が終わるぞ！　集まっている人に挨あい拶さつする準備をしろ！」

「ああ、はい……わかりました」

　気の乗らない様子で答えた晴凛を見て、ミーネが怪け訝げんな顔をした。

「どうした？　どこか具合でも悪いのか？」

「あ、いや、あの人形劇の後にあそこに出ていくというのが……ちょっと」

「どうしてだ？　晴凛の活躍ぶりをみんなに知ってもらえるのだ、嬉うれしいではないか！」

「あの劇で僕の役をやっている人形が、二枚目すぎますよ。あの人形劇を見た後に、僕がのこのこ顔を出したら落差がありすぎて、みんな失望しちゃうんじゃないかと……」
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「ふむ……」

　ミーネは小さな顎あごの下に右手を置いて、ひょこっと首をひねった。

「確かに、あの人形はカッコイイ美男子かもしれんが、どうにも、こう、のっぺりしている。人形よりも本物のほうが、わしは好きだな。しっかりしているというか、頼れる、というか……」

「え？」

「いや、何でもない！　何も言ってないぞ！　いいから早く来い！」

　照れたように赤くなるミーネの後ろをついてきたミリンがいつもの口調でちくりと言った。

「まったくもウ。この山やま猫ねこは、最近サカリでもツイタみたいに恥ずかしいセリフを、ぽろぽろと」

「うるさい！　晴せい凛りんは、我がむ……」

　ミーネは『婿むこ』と言いそうになって、慌あわてて言い換えた。

「……我がシャン族の一員となるのだからして、褒ほめてもいいのだ！　ミリンのように、人を褒めたことのない行かず後ご家けと違って、わしは人を褒めるのだ！」

「失礼ナ！　わたくシだっテ、ちゃんと人を褒めます。姫様のことだッテ、いつも『人の言葉がわかる賢い山猫』とか『ちゃんと二本足で立って歩ける』と褒めています」

「ちっとも褒めとらんではないか！」

「褒めて欲しけレば、褒められるような行いをすればいいのデす」

　ミリンはそこで言葉を切ると、広場の人形劇の舞台のほうに視線を投げて、言葉を続けた。

「あの人形の姫様は、自分がシャン族の姫であることを自覚してイます。物腰も言葉遣いもおしとやかで、実に素晴らしい。この山猫を置いていって、あっちの人形の姫様を連れて帰りたいくらイです！」

「人形などと一緒にするなーっ！」

　ミーネはそう言ってミリンをにらんだ後で、はっと、目を見開いた。

「……今、何と言った？　帰るとき……と言ったか？」

「はい、姫様の手紙のお返事が先ほど届きました。エオル王が各部族の長を集めて大族長会議を開くそうです。ついては、晴凛殿を連れて一度帰ってこい、とのことです」

「そうか！　晴凛を連れてか……うむ、わかった！　お披ひ露ろ目めもせねばならんしな！」

　ミーネが顔を輝かせたとき、広場の舞台のほうから流れてくる曲が、どこか陰気で物悲しいものに変わった。

　その曲が流れ始めたのを聞いて、伏ふせ龍たつが晴凛に言った。

「ほら、延えん声せいから偽物の詔しよう書しよを持った県令の秘書官が登場するときの曲が流れ始めた。もうすぐ劇が終わるぞ。劇が終わったら、集まっている人に挨あい拶さつしなくちゃいけない、早く行け」

「はい、わかりました……とはいえ、人の前に立って、何か話すのって苦手なんですよ。どうにも、こう伏ふせ龍たつさんとか、あの劇の弁士の人みたいな、立て板に水のように話せないんですよ。頭の中で言葉を探しちゃうんです」

　その言葉に、伏龍は穏やかな笑えみで答える。

「それは、お前が誠実なのと、慣れていないせいだ」

「誠実……ですか？」

「そう、お前は言葉を信じている。相手に噓うそを言いたくない、相手を傷つけたくない、そう思ってるから言葉が出ねえんだ。

　俺が人前でぺらぺら話せるのは、俺が言葉ってものを、心のどこかで信じていないからだ。その場その場で、聞こえのいい言葉を並べて、相手を自分のいいように動かそうって思惑が俺の心の中にあるからだ。

　あと、弁士が、立て板に水のごとく、ぺらぺら話せるってのは、ありゃあ訓練だ。何度も何度も台本を読んで、先輩の弁士の語りを聞いて、自分の中に作り上げた、いわば芸だ。一朝一夕に真ま似ねしようったって、そうはいかない。

　お前は、あの人たちの前に立って、いつも通りに自然体で話せばいいのさ。さあ、早くミーネ姫と一緒に挨あい拶さつしてこい」

「わかりました」

　晴せい凛りんがどこかほっとしたような微笑を浮かべたとき、晴凛の右手を、ミーネが、ぐい！　と引っ張った。

「行くぞ晴凛！　街の人々に、しっかり挨拶するのじゃ！　お前はこの侘タ瑠ル徒トの王なのだ！」

「侘瑠徒の王？　いえ、そんなつもりは……」

「お前はもはや帝国の役人ではない！　帝国と決別した今、お前の肩書きは、この侘瑠徒の城主ではないか！　何を恥じることがある。胸を張れ胸を！　さあ行くぞ！」

　ミーネに半分引きずられるような形で、町の広場に向かって行く晴凛を、弟を見るような優しい目で見送っていた伏龍の眉まゆが、すっと寄った。

「何の用だ……」

　ふわん、と甘い香りが漂う。

「あら、用が無ければ、話しかけてはいけないの？　世の中には、会話を楽しむってこともあるんじゃないかしら？」

　澄ました顔でそう言うのは、からくり人形芝居の一座と共にいたはずのアイリーンであった。伏龍が愛想のないそぶりを見せるのには彼女も慣れているので、別段気にした様子もない。

　一方の伏龍は『今から苦虫嚙かみつぶします』とでも言いたそうな表情だった。肉を食べたがっていたミーネの前に野菜ばかりの膳を差し出したときの表情にも似ている。

「俺は楽しくねえ……」

　と、言いかけた伏龍の言葉が止まった。

　伏ふせ龍たつの目は、アイリーンの右手首に巻かれた包帯に釘くぎ付づけになっていた。

「お前、その手……」

「え？」

　と言いながら、アイリーンは左手でそっと包帯を隠そうとする。

　その手を逆に摑つかんで、伏龍は問いただす。

「ちょっと待て、何だこの包帯は？」

「こ、これは……その……」

「お前、まさか馬ば鹿かなことを考えたんじゃねえだろうな？」

「……馬鹿なことって、何？」

　聞き返すアイリーン。だが、伏龍の視線から逃げるように、目は伏せたままだった。

「何ってお前、手首に包帯って言やあ、決まってるだろ」

「決まってるって……？」

「決まってるだろ、馬鹿なことだ！　自害とか！」

「……心配してくれるの？　わーうれしいわあ」

　詰め寄る伏龍に、アイリーンはいかにも棒読みで答えた。

「そりゃ……って、誤魔化すな。真ま面じ目めに答えやがれ！」

　少し語気が強くなる。

　だが、アイリーンは、

「……ぷ」

　何やら、噴き出しそうであった。

「何がおかしいんだ？」

「……」

　ぷるぷる震え出す。

「おい？」

　そこまで、であった。

「ぷっ！　っは、あはははは、もうダメ、おっかしー我慢できない！」

　アイリーンはいきなりけらけらと、鈴を転がしたように笑い出した。

「な!?　お前、何がおかしい!?」

「だ、だってー、まさかこんなにマジになるなんてー！」

「はあ!?」

「この包帯は、何でもないわよ。ちょっと捻ねん挫ざしちゃっただけ。

　ここ二日、あんまり寝ないで、あの人形の衣装作ってたから、ちょっと疲れたのね。夕べ、とうとうくらっときて、そのとき手をついたのはいいけど、ひねっちゃったの。それだけよ」

「……本当か？」

　あまりにけらけら笑うものだから、伏ふせ龍たつは少々機き嫌げんが悪い。アイリーンを見る目が、少し鋭くなってきている。

　それに気付いているのかいないのか、アイリーンはにまっと笑えみを浮かべて、しなをつくり伏龍にもたれ掛かる。

「本当よ。ホントに、ただの捻ねん挫ざだってば……もしかして、手首切ったかと思った？」

「べ、別に……手首切って自害でもされたら、寝覚めが悪いと思っただけだ」

　伏龍は『いま俺は苦虫嚙かみつぶしてます』とでも言いたげな表情で、言葉を吐き出した。

「そうだよ、考えてみりゃあ、お前は自害するようなタマじゃねえ」

「まあひどい。私だって思い詰めたら命を絶つ……かもしれないわ。もしかすると、ひょっとすると」

「そんなわけねえだろ、あるわけねえ。お前に限って」

「そうね。なのにそう思ったってことは、いつも邪じや険けんにしてること、ちょっとは気がとがめてたのかしら？」

「うるせえな！　そんなわけねえだろう！」

　そんな伏龍に、アイリーンはしばらくもたれ掛かったままだったが、やがて、笑みを柔らかいものに変えてる。

「うふふ。私の、勝ち」

「何だよそれ、勝った負けたって何のことだよ、わけわかんねえ」

「いいの！　私の中で勝手に、今日きようは勝った、今日は負けたって決めているんだから！」

　アイリーンはそう言うと、広場に集まっている人々の前で挨あい拶さつをしている晴せい凛りんとミーネに視線を移して、少し真ま面じ目めな声で聞いた。

「これからどうするつもり？」

「さあてな。本当はもうちょっと情報が欲しいところだが……まあ時間もねえし、こっちがばらまきたい情報もあるからな。

　でもまあ、とりあえず、あの、手紙を持ってきた姉妹の商人を延えん声せいに戻したのは正解だった。侘タ瑠ル徒トの街が安全だって話を、あっという間に、逃げてた商人たちに広めてくれたからな。

　もっとも、話が広がったとたん、延声の県令が北域行路を封鎖するとは思わなかったが」

「いま侘瑠徒に来てる商人は、封鎖されてるところを大回りして、延声の東にある荒地を馬車で通り抜けてきたんでしょ？　すごい根性ね」

「誰だって、自分の財産を取り戻すためなら本気を出す。まして商人なら、なおさらってことさ」

　伏龍はそう言うと、広場に集まっている人々の様子を、目を凝らして見つめた。

　晴凛の挨拶が終わり、今はミーネが、小さな袋に入れたシムールの赤塩の欠片かけらを人々に配っているところだった。

　半信半疑の顔つきの人々が、袋の中にあるローズピンクの小石のような塩の塊かたまりを取り出し、恐る恐る舐なめて、驚きの声を上げる。

「赤塩を貰もらった人って、みんな同じことするのね」

　そう言って笑ったアイリーンを見て、伏ふせ龍たつはうなずいた。

「みんな、白くて湿っている海の塩しか見たことないからな。シムールの赤塩なんてのは伝説だと思ってたところに、本物を見せられちゃ、誰だって驚くさ。あの塩はシャン族が馬に舐めさせるために持っていたものだから、あまり大量には配れないけど、ひとかけらでもあれば納得させるには十分だ。赤塩目当てに、総督がシャン族を襲ったということを裏付ける物的証拠だからな…」

　そして、伏龍は言葉をそらんじるようにつぶやいた。

「まず民を味方につけよ。民は大地にして、官兵はその上に乗る馬にすぎぬ。馬は大地を踏ふみつけ、生えてくる草を貪むさぼり食う。しかし、大地が枯れれば草は生えぬ、大地が動けば馬は逃げ散る、というわけさ」

「何それ？」

「俺が通っていた錬れん涯がい塾で教わった言葉さ」

「錬涯塾って、革命家の養成機関なの？」

「よせやい、ただの学習塾だ。その中に過去の歴史から社会の動きを読むって講座があったんだよ。その講座で、過去の王朝がしでかした失敗を研究して、同じ轍てつを踏まないようにする、ということを教わったんだ。

　それと、街に来た商人から面白い話を聞いた。夕食の席で会議を開くから、みんなに伝えておいてくれ」

　アイリーンは嬉うれしそうに、ふふふっ、と笑ってからうなずいた。

「わかったわ」

「何だよ、なにがおかしいんだ？」

「悪巧みしているときの、あなたって、ス・テ・キ」

「うるせえ」

　顔を赤くしてそっぽを向く伏龍を見て、アイリーンはもう一度「うふふふふっ！」と笑うと、広場に向かって歩いて行った。




　その日の晩。総そう督とく府の大広間では、夕食をかねた会合が開かれていた。

　シャン族向けの羊の焼き肉や、腸詰の炒いため物や、小麦粉を練って伸ばした麵めんをゆでて炒めた帝国風の麵料理や、デザートのハミウリなどが、部屋の中央に山盛りに置かれている。

　食事を取る人間は皿を持ってそれぞれに好きな料理のところに行って、食べたい分を自分で取る。この食事の方法は、給仕する人間がいない、という理由で始まったのだが、帝国人もシャン族もそれぞれに好きなものが好きなだけ食べられる、というので、評判がよかった。

「晴せい凛りん！　この肉は美う味まいぞ！　食え！」

　晴凛の皿の上に、ミーネが羊肉をどさりと載せた。

　彼女が『肉』と言ったら、焼いた肉と決まっている。その厚さも、親指の長さほどもありそうだ。小間切りにしてから焼くのではなく、塊かたまりのまま焼いてから『食べやすい大きさ』に切ったものが、ミーネのお気に入りだ。にじみ出た脂が、キラキラと輝いている。

「こんなに厚い肉は食べられませんよ！」

「何を情けないこと言っているのだ。肉というのは、こうやってかぶりつくから美味いのだ！」

　ミーネはそう言うなり、自分の皿の上に載せてある、晴凛の皿の上の肉よりもさらに一回り大きな肉に口を、あーん、と開けて、そのまま、がぶり、と食いついた。

「もひゅひひゅうもはは、ほもひひぇ」

「肉を口に入れて話すナと、何度も言っているデしょうが、この山やま猫ねこが」

　あくまで無表情に淡たん々たんと思ったことを言うミリンの小言を、いつものように聞き流したミーネは、もぎゅもぎゅと咀そ嚼しやくしていた羊肉を、ごきゅんと嚥えん下げして微笑ほほえんだ。

「今日きようの肉の火かげんは、ちょうどいい！」

「……はあ。人の話を何も聞いちゃいやがらないのデすね、この山猫め」

　ため息をついたミリンを見て、ミーネが言った。

「そうやって眉み間けんに縦ジワ立てたままだと、早く老けるぞ」

「大きなお世話でス！」

「わしが心配してやっているのに、ますますシワを立てるとは。ミリンの腰が曲がり始めるのも、時間の問題だのう。ああ可哀かわい想そうに。嫁に行くより先に腰が曲がるのか」

「何てこと言いやがるのデすか！」

「さあ晴凛、行かず後ご家けに付き合っていたら、せっかくの料理が冷めてしまうぞ」

「料理って……肉しかないですよ？」

「焼いて、切って、塩を振る。立派な料理ではないか。さあ食え食え！」

　切り口からじわじわにじみ出る脂を見て、晴凛は少し引きつった。こちらの食べ物にも慣れてきたが、今日きようのこの肉は、いくら何でも分厚すぎだ。

「しっかり食わねば、働けんぞ。ましてや、お前はこの侘タ瑠ル徒トの街の王なのだ」

「いや、ですから王じゃないですってば」

「何を言う。王がちゃんと食わないようでは、下の者たちも不安になるではないか。わしだって、お前がちゃんと食わなければ、病気なのかなと心配になるではないか」

「だから王じゃないって……いやもういいです」

「ほれ、食え食え」

　そう言ってミーネは自分がかじっていた極厚の肉を、晴凛に突き出す。

　ミーネの顎あごの構造は一体どうなっているのか。不思議なくらいに大きくかじりとられた嚙かみ口からは、やっぱり脂がじんわりとにじみ出てきている。

　そこから、光る糸のようなものが、曲線を描いてミーネの口に繫つながっている。

　はしたないことに、この姫様の唾だ液えきだった。きらめくそれは、ミーネの性根そのものに、透明な輝きをしている。

　ミーネはそれに気がついていないのか、にこやかに肉を突き出している。

「ほれ、しっかり口を開けろ」

「い、いや、自分の皿がありますから！」

　しばしそのきらめきに目を奪われていた晴せい凛りんは、なぜか顔を赤くして、自分の皿の上に山積みにされた羊肉にかぶりついた。

　そんなこんなで、わいわいと賑にぎやかな夕食時間が過ぎ、みんなが落ち着いてデザートのハミウリを食べ始めた頃。

　伏ふせ龍たつが立ち上がった。

「さて、それなりに腹も膨ふくれて、落ち着いたと思うので、これから会議を始めよう。

　と、言ってもそんなに堅苦しく考えないでいい。ここにいるのは、みんな仲間だ。いわば同じ穴のムジナみたいなものだ」

「山やま猫ねこもイマスね」

「行かず後ご家けもおるぞ」

「うるさいでス」

　そんな主従を横目に、伏龍は苦笑いを浮かべた後で、言葉を続けた。

「さて。まずはちょっといい話から始めようか。こいつは、延えん声せいの守備隊に納品している商人から聞き込んだ情報だ。

　帝都から来るはずの帝国軍の応援部隊は遅れている。何でも武器や防具という肝心な装備が揃そろわないらしい」

　それを聞いた一同は顔を見合わせた。攻めてくる相手が遅れているのだから、確かにいい話だ。だが、そんなことがあるのだろうか、と。

　伏龍は、みんなが訝いぶかしがるのも当然だ、と前置きしてから、その説明に入った。

「一線部隊の装備は、毎日使っているから手入れしているだろう。でも有事の際の……この場合の有事ってのは、シムールの蜂ほう起きなど、だな……動員兵用の予備装備は倉庫に入れっぱなしだ。普段使わないんだから、まあ、入れっぱなしで当たり前だわな。

　だが、倉庫に入れっぱなしの装備が、すぐに使えるわけがない。なんせ、全軍を動員するのは、七十年ぶりだ。剣だって錆さびちまっているだろうし、鎧よろいだって手入れしてなきゃぼろぼろになっちまう」

　龍りゆう飛ひが怪け訝げんそうな顔で聞いた。

「手入れしていなかったんすか？」

　侘タ瑠ル徒ト守備隊の十人隊長をしている龍りゆう飛ひからしてみれば、装備というのは毎日手入れするのが当たり前である。なぜほったらかしにしていたのか、訳がわからない。

「そりゃあ北ほく擾じようの役えきのすぐ後なら、誰だって保管している武器や防具の大切さは見に染みてわかっているだろうよ。でもな、平和が十年二十年と続いてくれば、そういったものの重さはだんだん失われていく。

　倉庫に積んであるだけの品物になっちまうというわけさ。規則では、いつでも使えるように手入れすることになっているし、そのための予算だって組まれている。でも、使わないもののために手間も金も使うことはない、と考えるようなやつが出てきても無理はない」

「そりゃあ、そうっすねえ」

「役所の怖いところは、そういうのが踏とう襲しゆうされるってことだ。役人だってみんながみんな悪人じゃねえ。積極的に悪いことをしよう、なんて思ってるやつはいねえ。ただ、そういった悪いことがとがめられないまま常態化して「当然のこと」になっちまうと、今までやってきたことだから、という理由で簡単に見過ごすようになる。今までそうやってきたんだから、それで上う手まくいってきたんだから、自分のところで波風立てることはない、というわけさ。

　かくして、帝国軍の倉庫に保管されていた装備品は、どれも使い物にならなくなっちまっていた、ということらしい。

　軍務省は都の周辺の刀鍛か冶じと鎧よろい職人を集めて、大増産を命令した。延えん声せいの刀鍛冶まで都に呼ばれたそうだ」

　話を聞いていた人形芝居一座の那な刳ぐりが目を見開いた。

「延声は最前線の街だぞ？　最前線の鍛冶屋ってのは、戦いが始まれば武器の補修や手入れに必要不可欠だ！　その、一番必要にされる鍛冶屋まで呼び集めようっていうんだから、都の慌あわてぶりがわかるな」

「ああ、とりあえず一番装備が整っている緑軍を再編成して、延声に向かわせることになったらしい。だが、補給物資、特に糧りよう食しよくとか馬の飼料とかが、どうにも集められないので、現地で買い集めることになったらしい」

「へえ、天下の帝国軍が買い食いですか」

　あきれたように答えた龍飛を見て、伏ふせ龍たつは苦笑いを浮かべた。

「市場の駄だ菓が子し屋じゃねえんだ、買い食いってのはねえだろう……とはいうものの、まあ似たようなものかもしれねえな。

　食料でも何でも、あるところにはあるんだ。でも、それをかき集めるには時間がかかる。とりあえず、目先の分だけでも買い集めようってことだろうな。

　そういうわけで今、市場で米や麦、馬の飼葉とかがむちゃくちゃ値上がりしてるって話だ……さて、ここからが本題だ」

　伏ふせ龍たつはあらためて、その場にいる面々を見渡してから、ゆっくりと言った。

「援軍の到着が遅れれば遅れるほど、俺たちのいる、この侘タ瑠ル徒トに攻めてくるのが遅れるということだ。そして、時間が経たてば経つほど、俺たちの噂うわさは帝国中に広がる。

　俺たちが何で反乱軍になっちまったのか、本当の話が伝わるんだ。

　それでどうなるのか、俺にもわからねえ。でも、そうやって話が伝われば、必ずどこかで動くやつが出てくる。

　俺たちに直接力を貸してくれなくたっていいんだ、帝国内のどこか別のところで、世直しの声を上げてくれれば、それだけでいい。

　その時間稼ぎのために、俺は一人ひとりの役人に目をつけた。

　延えん声せいの守備隊の装備品や食料を調達している軍務局の課長だ。こいつは五年の任期を終えて、もうすぐ都に戻るらしい。

　都に戻って、もっと美お味いしい、つまり楽で裏金が入るような役職につくためには、都にいるもっと偉い人たちに贈り物……要するに賄わい賂ろを贈らなくてはならない。こいつは今、金を欲しがっているってことだ。

　そこでだ、何とかこいつを焚たきつけて、延声の守備隊が備蓄している食料を売らせようと思うんだ」

「軍が備蓄している食料を売る？　常識的に考えても、そんなことするわけがないと思いますけど……」

　声を上げたのは、人形劇一座の脚本家、零れい二じだった。

「延声の街は、シムールに攻められたとき、この北域の拠点となる重要な都市です。籠ろう城じようすることを前提に防衛計画が定められているはずです。

　備蓄食料は篭城戦を行うときの基本中の基本です。それを無視して備蓄食料を売るなんてことは、まずありえないかと……」

　伏龍はにやっと笑った。

「そう、まず、ありえない。だから、その『ありえないこと』を、ありえるようにするにはどうしたらいいのか、その台本を考えて欲しい」

「台本だって？」

「そう、観客の心を摑つかんで動かすように、この軍務局の課長の心を動かす方法を考えて欲しいんだ」

　零二は腕を組んで考え込んだ。

「心を動かす台本ねえ……そいつが金を欲しがっているってことが間違いないのなら、方法はある。欲望を刺激する言葉をささやけばいいんだ。そうすれば、あとは自分の欲望で勝手に転がってくれる……問題はそいつに言葉を届けることができる人間がいるかどうか、だな。軍に納品している商人が、こっちの仲間になってくれればいいんだけど」

「わかった、それは例の蒼あお橋はし商会の姉妹を通じて、何とかしよう」

　伏ふせ龍たつはそう言ってうなずくと、もう一度その場にいる人々を見回した。

「他人頼みと馬ば鹿かにされるかもしれねえけど、今の俺たちはあまりにも無力だ。無力な人間が、他人の力を借りることは、恥ずかしいことでも何でもねえ。

　というわけで、晴せい凛りん、お前はミーネ姫と、シャン族の族長イシル様のところに行くんだ」

　いきなり話を振られた晴凛は目を白黒させた。

「え？　何で話がいきなり僕のところに来るんですか？」

「無力な人間が他人の力を借りるのは当然だって言っただろう？　シムールの力を借りるのも、その一つってことさ。

　戦いなんかやりたくはねえ。でも、もし攻められたら、そいつを押し返すくらいの力は持ってねえとな。最初から話し合って物事の決着がつくことなんかありゃしねえ。話し合いってのは、殴なぐり合って決着がつかねえときに、初めて出てくる選択肢なんだ。

　俺は帝国軍を相手にする。だから、お前はシムールを相手にしてくれ。シムールの王様とサシで話をしたことがある帝国人なんざ、お前くらいのものだからな」

　伏龍の言葉を聞いた人々の中から驚きの声が上がった。

「シムールの王と？」

「すげえ、どうやったら、そんな人と話ができるんだ？」

　晴凛は慌あわてて顔の前で両手を振った。

「あ、いや、僕がシャン族の宿営地にいたときに、たまたまシムールのエオル王がお忍びでそこに来たので、話をしただけです。僕はそんな大物じゃありませんから！」

　晴凛の言葉を聞いて、ミーネが不満そうに叫さけんだ。

「何を言う！　晴凛は大物だ！　エオル王は言っておったではないか。晴凛の顔を見に来たと！　あれは。間違いなく王がお前に会いに来たのだ！」

　ミリンがぼそっと言った。

「あれハ……殺しニ来たンですけどネ」

「うるさい！　殺したくなるくらい、大物だということだ！」

　晴凛は一生懸命ミリンに言い返すミーネを見て、なだめるように微笑ほほえみかけた。

「僕が大物かどうかはわかりませんけど、イシル様のところに行ってご挨あい拶さつはしないといけませんね。例の、息子になる話をちゃんとしておかないと」

「うむ！　今度は、宿なし職無しの風来坊ではない。侘タ瑠ル徒トの王として、堂々と会いに行けるからな！」

「肩書だけで、中身はあんまり変わってませんけどね」

　やけに嬉うれしそうなミーネに晴凛はきょとんとした後、そう言って肩をすくめた。




　食事が終わり、集まった人々がそれぞれの宿舎に戻った後の大広間で、皿や鉢などを片付けながら、アイリーンが微かすかに苦笑をうかべてつぶやいた。

「それにしても、晴せい凛りんくんは大変よねえ……」

　机の片隅で、会議で決まったことや出席した人間が聞き込んだ内容を、帳簿に書きつけてまとめていた伏ふせ龍たつがうなずいた。

「ああ、なんせ敵のど真ん中に行くわけだからな、容易じゃねえだろう。唯一の味方はシャン族の族長イシル様だけだしな……」

「それも怪あやしいわよ？」

　書きかけた筆を止めて、伏龍が顔を上げた。

「どういう意味だ？　まさか、シャン族が裏切るとでも？」

「違うわよ、ミーネ姫はイシル様の末娘よ。男にとって、年を取ってからできた娘って、特別らしいわよ。その娘を帝国人に取られた、となれば、ちょっと風向きが変わってもおかしくはないわね」

「そ、そんな個人的なことで、族長たる者が心を変えるわけがないじゃないか……」

　不安そうに答えた伏龍を見て、アイリーンはいたずらっぽい表情を見せる。

「わかんないわよ。父親にとって、娘の彼氏は仇きゆう敵てきなんだから」







　　　第二章「侘瑠徒の王」







　草原に、百を超える数の、色とりどりの大包建タオパイクーが並んでいるのが見えた。

　その中央にある大包建はひときわ大きく、光り輝いている。

　遊牧民であるシムールは、定住することはない。都市は物資の貯蔵用の倉庫代わりに使うだけで、国家としての機能はすべて、この百を超える大包建の中で処理される。

　この百数十の大包建は移動する都市であり、シムールの都なのだ。

「すごい数の包建パイクーだ……」

　晴凛が思わず上げた感嘆のつぶやきに、ミーネが自慢げに言った。

「どうだ、すごいじゃろう！　あれが我がシムールの都エルソムだ。

　我がシムールの王は、春夏秋冬と、それぞれの季節によって、都を開く場所を変える。あの色違いの大包建は、それぞれの部族の色を意味するのじゃ」

「じゃあ、あの青い包建に……」

「うむ、青は我がシャン族の族色じゃ。あそこに父、イシルがおる！」

　晴せい凛りんは、包建パイクーの群れの中に、赤い包建と黄色い包建があるのに気がついた。

「えーと、あの赤と黄色の包建はもしかして……」

「うむ、赤はタッケイ族、黄色はユルム族の包建じゃ！」

「タッケイ族とユルム族って、侘タ瑠ル徒トで戦った相手じゃないか！」

　驚く晴凛を見て、ミーネは不思議そうに答えた。

「大族長会議はすべての支族が集まる会議じゃ。タッケイもユルムも来るのが当たり前ではないか。何をそんなに驚いておるのじゃ？」

「だって、タッケイ族とユルム族の連合軍と戦って、まだ十日も過ぎていないんですよ？　敵同士じゃないですか！」

「ああ、そのことか、それなら安心せい。あの戦いはタッケイとユルムが旗を巻いた。つまり、わしらの勝ちということでケリがついておる。それを蒸し返すような恥知らずはおらん。それに、この神聖なる都エルソムで血を流す争いを起こせば、その一族はシムールから放逐され、呪のろわれし者として滅ぼされる。そんな馬ば鹿かもおらん。だから、お前は堂々と胸を張っておればよいのじゃ！」

「はあ……」

　晴凛は気の進まないような顔でうなずいた。

　──まいったな。イシル様に会いに行く、と聞いたから、てっきりシャン族の宿営地に行って挨あい拶さつするだけかと思ったら、いきなりシムールの都で開かれる大族長会議に顔を出せ、だもんなあ……。

　ミーネが元気づけるように、背中を、ぱん！　と叩たたいた。

「そんな顔をするな！　これは族王エオルからのご指名だ。身の安全はエオル王が保障している！　胸を張れ胸を！」

「あ、はい……」

　気弱そうに微笑ほほえむ晴凛を見て、ミーネは思った。

　──いかんな。弓の名手で霜そう弊へい経けいの孫、という触れ込みなのに、このように気弱な素振りでは、シムールの他の族長から見下される。やはり、龍りゆう飛ひを連れてきて正解だったな。

　ミーネは、一行の後ろのほうで心細そうに背中を丸めて馬に乗っている大男に声をかけた。

「おい！　龍飛！　もうすぐシムールの都だ！　お主は晴凛の従者という触れ込みなのだから、ちゃんと前に出て晴凛の後ろについておれ！」

「はあ……」

　龍飛はため息をつくと、とぼとぼとした足取りで馬を歩かせて、晴凛の横にやってきた。

「龍飛さん、ご面倒をかけます」

　晴凛が頭を下げると、龍飛は慌あわてて首を振った。

「いえ、晴凛の兄貴に頭を下げてもらったんじゃ申し訳ねえ。あっしが気が進まねえのは、別に晴せい凛りんの兄貴の従者になったことでも、こうやってシムールのど真ん中まで来たことでもねえんでさあ」

　龍りゆう飛ひは、そこで言葉を切ると、自分の顔を指差した。

「何で、俺は顔にこんな色を塗られて、んでもって、牛の角を頭につけなきゃいけねえんですか？」

　龍飛の顔は赤い顔料が塗られ、目の周りには黒い縁取りが描えがかれている。おまけに頭にかぶっている帝国の兜かぶとには牛の角が生えていた。

「晴凛は見た目が貧弱だ。迫力が無い！　龍飛も見て思うだろう？」

「そういうことは、本人の目の前で言わなくても…一応、気にしてるんですよ……？」

　そんな晴凛のつぶやきをよそに、ミーネは言葉を続けた。

「だから、強そうな大男、つまりお前を後ろに従えて迫力を補うのだ。晴凛が『俺はこんな強そうな大男ですら従えることができるのだ！』というところを見せつけてやるのじゃ！」

「その辺の理屈は伏ふせ龍たつの兄貴からも聞きました。まあ、言ってることはもっともだと思いやす。でも、わざわざこんな格かつ好こうしなくても……」

　不満そうな顔をする龍飛を見て、ミリンが言った。

「帝国軍は我がシムールの仇きゆう敵てきでス！　帝国兵の格好のまま都に入れるワケがありまセン！　侘タ瑠ル徒トの兵は帝国軍とは縁を切ったノだ！　ということを示す必要ガあるのでス！」

　ミリンはそこで言葉を切ると、冷たい目で龍飛を見て付け足した。

「図体ばかりでかくテ、役に立たないデクノボウなのですカラ、せめて格好だけも強くシテやろう、とイウ親切心デス」

　龍飛はむっとしたようにミリンをにらみつけたが、ミリンは涼しい顔で、

「ソウソウ、せめてそれくらいの顔をしていなさイ」

　と、答えただけだった。




　その頃、シムールの都の中にあるタッケイ族の大包建タオパイクーでは、いそいそと料理を作るシャールの姿があった。その横では、タッケイ族の族長、スンタタがぼやいているところだった。

「まったくもう、何を好き好んで、帝国人などの嫁になろうというのだ！　タッケイ族にはいい若者がいっぱいいるではないか。いや、タッケイにこだわることはない。お前の美しさと、その弓の腕前があれば、他の部族でも大歓迎だろう。せめて、同じシムールの若者の嫁になろうとは思わんのか！」

　汁物の様子を見るために蓋ふたを開あけて鍋なべの様子を見ていたシャールが、蓋をかちん！　と閉めて、スンタタに向き直るときっぱりと言った。

「思いません！」

「お、お前……」

　たじろぐスンタタにおたまを突き付けて、シャールは言った。

「私は弓きゆう神じんに誓いを立てたのです！　この私を負かした男の下に嫁に行くと！　弓神への誓いを破ることは、私が今まで生きてきたすべてを否定し、無に返すことになります！　たとえ兄者といえど、いえ、タッケイの族長たるスンタタ殿からのお言葉といえど、それに従うことはできません！」

　きっぱりと言い切ってから、シャールはふと思いだしたように鍋なべの蓋ふたを開き、おたまを突っ込んで中の汁をすくい取る。

「その話はこれまでです。それより兄者、味見をしてくれませんか？　今度はいい味だと思うのです」

　今度は汁の入ったおたまを、スンタタに突き出した。
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　スンタタはしばらく言葉を探すように、口の中でもぐもぐと何かつぶやいていたが、やがて大きく「はぁああ」とため息をつくと、がっくりと肩を落とし、そのまま包建パイクーを出ていった。

　シャールはおたまの中身を、小皿などを使わずそのまま舐なめる。そして少し味が薄いだろうかと首を捻ひねってから、力なく去っていった兄の後ろ姿を思い浮かべた。

　──スンタタ兄さまの言うこともわかります。

　でも、私は誓いを立てたのです。その誓いを破ることはできません。

　シャールの脳のう裏りに、城壁の上で微笑ほほえむ晴せい凛りんの面影が浮かんだ。

　──それに……あの方も悪い方ではなさそうですし……聞いた話だと、帝国に反旗を翻ひるがえし、己の王国を作るために旗揚げしたとか。あの方の国を作るために、この私の弓の腕が役立つかもしれません。

　と、そのあたりから、シャールの意識がだんだんその先に進み始める。

　──夫婦で力を合わせて、弓で国を作る……ああ、なんてすばらしいことでしょう！

『シャール、お前の矢が皇こう帝ていの脳天を貫き、国作りが成ったよ！』

『いいえ、あなた様の弓も素晴らしくございました』

『お前の弓が無ければ、新しい国を作ることはできない。お前がいなければ、私は……』

　──そんな風に言われたら、どうしたらいいのだろう。いやどうするもこうするも、嫁として、妻として……！

　シャールの妄もう想そうは、いきなり包建パイクーに飛び込んできたメンミの声で途切れた。

「お姉さま！　大変です！　鬼です！　鬼が来ました！」

「お、鬼ぃ？」

　ぴょんこぴょんこと飛び跳はねるメンミの頭には、色とりどりの飾り紐が揺ゆれている。

「ええ、疫やく病びよう神がみの霜そう神じんが鬼を連れて、このシムールの都に殴なぐり込みをかけてきました！　鍋なべで料理なんかしている場合じゃありません！　ささ、弓を持ってどうぞご出陣を！」

「霜神が……鬼を連れて？」

　そこまでつぶやいたとき、シャールの目がはっと見開かれた。

「あの方が来られたのですね！」

　あの方とはもちろん、霜神の生まれ変わり、ということになってしまった晴せい凛りんのことである。

　だが、メンミは大きく頭を振った。

「あの方って誰のことですか？　いえ！　そんな方はいません。それはすべてお姉さまの気のせいです！　妄想の中にしかいない、架空の存在です！　やってきたのはシムールの疫病神、霜神です！

　普通の人間に見えますけど、あれは正体を隠す仮の姿！　お姉さまの矢を眉み間けんに撃ち込めば、きっと醜い霜神の姿を表します！　さあ、問答無用で眉み間けんに矢を！　ぶすーっと！　ざくーっと！　やっちゃってくださいまし！」

　必死に言いつのるメンミの言葉を、シャールは右から左へと聞き流して、頰ほおを染めた。

「こうやって、私の下へわざわざ会いに来てくださるということは……私を嫁に娶めとる、ということに違いありません！　ああ、どうしましょう！」

「違います！　何でそうなっちゃうんですの、お姉さま！　目をお覚まし下さい！　気をしっかりと持って！　霜そう弊へい経けいの孫を射殺し、シムールに永久の平和をもたらして下さいませ！」

　と、弓を差し出すメンミ。

　その弓を一いち瞥べつしてからシャールは、

「メンミ！」

　と強い口調で名を呼んだ。メンミは元気よくそれに応える。

「はいっ！　お姉さま！」

　だが、その後シャールの口から出たのは、メンミの魂をも震わせる大音声であった。

「馬ば鹿か者もの！　このエルソムの地では、一切の争いごとをしてはならぬ。大地に血を落とし、穢けがしたものはテンジンに背そむくものとして滅ぼされる。このシムールの掟おきてを、お前は忘れたのか！」

　シャールに怒鳴りつけられたメンミは、身体からだを強こわ張ばらせ、目を見開いた。

　一呼吸ほどの間があって。

　その見開かれた目に、見る見るうちに涙の粒が湧わき上がってきた。

　そして、メンミは一気に泣き崩れた。

「う……え、え、え、えぇえええええええええええん！　いやぁ！　お姉さま、いやですぅううう！　何でお嫁に行くなんて言うんですかぁあああ！　いやぁ！　いやぁ！　いやぁあああ！」

　その大声に驚いたのだろう。警護の兵士や、隣の包建パイクーにいたタッケイ族の長老や随行の者たちがやってきた。

「どうした？」

「何か困ったことでもあったのかね？」

「あ、いえ、困ったこと、というか……むしろ困った子ですので……」

　シャールは、様子を見に来た周りの人たちに、一生懸命言い訳を始める。

「うぇぇえぇぇぇ！　お嫁になんて行かないで下さい、お姉さまぁぁぁぁぁ！　私を一人ひとりにしないでぇえぇぇぇえぇぇぇ！　いやぁああぁぁ、捨てないでええええええ！」

　捨てないでとか、穏やかではない。

　泣きわめくメンミは、おたまを持ったままのシャールにしがみつく。

　足下に転がった弓と、握り締めたおたまと、心配げな顔で包建を覗のぞき込む人々の顔と、自分の胸に顔を埋めて号泣するメンミとの間で視線をさまよわせるシャールは、一体どうしたらいいんだろうこの状況、と頭を抱えたくなった。

「いやいやいや、お姉さまがお嫁に行くなんていやあ！　この大きくて柔らかなお胸が他の男に取られるなんていやあぁぁぁぁ！」

　何やらとんでもないことを口走りながら、メンミはいやいやいやと頭を振る。胸をぐりぐりと揺ゆさぶられながら、

　──本当に、どうしろと言うんだ、この状況……。

　シャールが何かいい手はないだろうかと悩み始めた、その頃。

　シムールの都、エルソムに足を踏ふみ入れた晴せい凛りんたち一行は、案内の兵士たちと共にエオル王のいる王包建の前に立っていた。

　晴せい凛りんの前に建っている大包建タオパイクーは、他の大包建の三倍はあった。

　包建というのは組み立て式の家である。

　そう聞くと、大概の人間は、簡単な骨組みの上に布を張ったテントのようなものを思い浮かべるだろう。

　だが、シムールなどの遊牧民が建てる移動式の家は、キャンプで使われる布張りのテントとは比べ物にならないほどの強度を持っている。

　革かわと布、という材質の違いもあるが、基本的な構造がそもそも違うのだ。

　包建の壁面は細い板を×字に組んだフェンスのようなもので作られている。これの外側に革を張り、天井は中央に建てた柱からコウモリ傘のような支えを放射状に伸ばして、内側にも革を張っている。

　ぴんと張り詰めて堅く張られた革は、その厚さもあって、まるで樹脂製のパネルのような感触である。

　遊牧民は二泊三日のキャンプに来ているわけではない。一か所に三か月以上留まることだってある。

　その間、家として生活を支えなければならないのだから、それなりの耐久力が求められるのは当然である。

　だが、今、晴凛の目の前にあるエオル王の大包建は、そういった普通の遊牧民が暮らしている包建とは比べ物にならない規模だった。

　まず、壁の高さが違う。

　普通の包建の壁は晴凛の背の高さほどだが、目の前にある包建の壁面はその倍はある。直径は普通の包建が四つ並ぶほどあるだろうか。

　そのサイズの円筒形の包建が五つ、サイコロの五の目のように寄り添うように建てられている。

　そして、何より、目を引くのはその外壁である。

　エオル王の大包建は金色に輝いていた。

　なめした革の上に金きん箔ぱくを貼ったものを、外壁に使っているのだろう。大包建全体が日の光を浴びて、直視できぬほどの輝きを放っている。

「す……げえな」

　龍りゆう飛ひがつぶやいた。

「遠くから見たときもびっくりしたけど、こうやって目の前に立つと、もっとすげえ……さすがはシムールのてっぺんに立つ王様の家だぜ」

「王の家は先祖の家でもある。この包建の真ん中には、祖霊を祀まつる祭壇が置かれている。ここはエオル王だけの家ではない。代々のシムールの王、シムールの祖先の家でもあるのじゃ！」

　ミーネの言葉を聞いていた晴凛は、小さくうなずいた。

「そうか、つまりここは王様の王宮と寺院を兼ねているようなものなんだ。

　帝国でも、皇こう帝ていの先祖が祀まつってあるお寺は、豪ごう華か絢けん爛らんな建物だよね。それと同じようなものだって考えると納得がいく」

　ミーネは不満げに足元の草を蹴けった。

「それにしても、いきなりエオル王のところに引っ張ってこられるとはな。我がシャン族の包建パイクーに顔を出して、父と会うのが楽しみだったのにな……」

　ミーネがそう言ってちょっと顔をしかめたとき、目の前の大包建タオパイクーの入り口の天幕がするすると巻き上げられ、中から、シムールの礼装である白い民族衣装に身を包んだ、二は十た歳ちくらいの若い女性が四人現れた。

　先頭に立つ女の人は二十代半ばだろうか、品のよさと落ち着いた雰囲気を持つ、端正な顔つきの美女だ。

　その女性は右手を胸に当てて左手を下に伸ばし、小さく会え釈しやくした。

　流れるように優雅なその姿勢は、シムールの女性が賓ひん客きやくを迎えるときの正しい礼法だった。

「ようこそ、いらっしゃました」

「こ、こちらこそ」

　ミーネは慌あわててその礼法を真ま似ねたが、その動きはぎこちなく、お世辞にも優雅とは言えなかった。侘タ瑠ル徒トの街に現れた巨大な霜そう弊へい経けいの像のほうが、よっぽど滑なめらかに動いていただろう。

　後ろについていた、ミリンが小声でぼやくようにつぶやいた。

「……ああ、恥ずかしい。いくら教えても、普段、まったくやってないから、こういうときに恥をかくのです」

　ミーネは顔を赤くしてミリンをにらむと、小声で言い返した。もちろん、ミリンは礼法にかなった仕草を滑らかにこなしている。

「うるさい！」

　若い女性はそんなミーネとミリンを見て、優雅に微笑ほほえんだ。

「お待ちしておりました、侘瑠徒の王、泉せん野や晴せい凛りん様。そしてシャン族の姫、シャン・クム・ミーネ様、私はシムール十二支族の族王エオルの妹サイト・ラク・ウィンと申すものでございます。

　私は、この王包建における、祭さい祀しをつかさどる巫み女こ長をしております。

　王包建は王の住まいであり、祭祀を行う場所でもあります。そのどちらにも、刃物や弓矢、こん棒といった武具を持ちこむことは許されません。どうぞ、こちらの巫女にお預け下さい」

　ウィン、と名乗った女性の後ろに立っていた巫女の一人ひとりが進み出る。そして、晴凛たちの前に立ち、両手を差し出した。

　晴凛は背負っていた弓と矢筒を、そしてミーネは腰の短剣を外して差し出した。

　だが、シムール語のわからない龍りゆう飛ひは、怪け訝げんな顔のまま立ち尽くしている。

　巫み女こが龍りゆう飛ひにシムール語で話しかけた。

「ここは祖そ霊れいを祀まつる神聖な場所です。恐れ入りますが武具をお預かりします」

　若い女性に両手を差し出されて戸惑う龍飛を見て、すかさずミリンが要点だけを通訳した。

「武器を預かルと言っていまス。さっさと腰の剣と、抱えてイるバカでかい鉾ほこを渡しなサい」

「ええっ？　シムールの本拠地に丸腰で乗り込むんすか？　そいつはちょいと心細すぎやしませんか、晴せい凛りんの兄貴……」

「大丈夫だよ、龍飛さん。この都では一切の争い事が禁じられているんだそうだ。郷に入いれば郷に従えです。この女の人に武器を渡して下さい」

「はあ、晴凛の兄貴がそう言うのなら、従いやすが……伏ふせ龍たつの兄貴から、晴凛の兄貴の身の安全については、絶対気を抜くなって言われてやすんで」

　龍飛はそう答えると、若い巫女に肩に担かついでいた鉾を渡した。

　その鉾を受け取った巫女は、思わずよろけた。それなりに重いものとは思っていたようだが、それをはるかに上回る龍飛の鉾の重さなのだ。

「おっと、気を付けてくれよ。こいつは俺専用の業物でね。通常の鉾の二倍の重さがあるんだ。見た目じゃわかんねえけどな」

　巫女はびっくりしたように眼を見開いた後で、あせったように鉾を持ち直し、ぎこちなく微笑ほほえんだ。

　晴凛たち一行が武器をすべて渡したことを確認したウィンは、再びにっこり微笑んで言った。

「では、これよりエオル王のもとにご案内いたします。どうぞ、王包建パイクーの中にお入りください」

　晴凛たちはウィンの後について、王包建の中に足を踏ふみ入れた。

　王包建の中は不思議な明るさに満ちていた。

　屋根として張られている革は外壁の革よりも薄いのだろう。天井全体がぼんやりと光っているように見える。

　足元は地面ではなく、板をならべた上に、目が詰んだ厚手の毛織物が敷き詰められている。

　足元のふわっとした敷物を踏ふみしめながら、晴凛は思った。

　──さすがはシムールの王宮だけのことはあるな。

　基本的な作りはシャン族の大包建と変わらない。でも、こっちのほうが全体に手が込んでいて、敷いてある毛織物も品質が段違いだ。

　晴凛の考えていたことに気がついたのだろう。ミーネが足下に敷かれている毛織物を見て、つぶやくように言った。

「これは、アズラ族の織った毛織物じゃな。シムール十二支族の一つ、アズラ族は、北の高地が本拠地じゃ。寒い土地であまり草も伸びぬが、その代わり羊の毛が長く、毛織物を作らせればシムール随一の腕前を持っておる。

　シャン族も、包建の床にはアズラの敷物を敷いておるのだが……これほどの上物ではないな」

　王包建パイクーの中には白い着物を着た人間が何人もいて、それぞれに忙せわしげに歩きまわっている。簞たん笥すのような家具の引き出しから、巻かれた羊皮紙のようなものを取り出して机の上で広げ、そこに書かれた文字を難しい顔で読んでいる者もいる。

「ここは公事所です。シムールの各支族の中で決着がつかなかった揉もめ事を、双そう方ほうの言い分を聞いて王が裁定を下す、その手助けをしています」

　つまり、昔の裁定の記録を調べて、その結果を王にお教えするのが、あの人たちの仕事ですね」

　ウィンの言葉を聞いて、晴せい凛りんは思った。

　──帝国と変わんないな。

　帝国の都にもこういう裁定所があって、そこでいろんな争いごとの裁定を下している。シムールも帝国も同じなんだ。人が生きていく上で、争い事ってのはつきものなんだな。

　エオル王のいる場所は、王包建の一番奥にあった。

　皮を張って作られた壁で仕切られた入り口には、がっちりとした体形の警備兵が二人並んでにらみを利かせている。

　武器も鎧よろいも身に着けてはいないが、精せい悍かんな顔つきと二の腕から肩にかけて盛り上がる筋肉は、その警備兵が素手で充分戦えるだけの技術を身につけていることの証だった。

　ウィンは晴凛たちに振り向いて言った。

「この壁の向こうにエオル王の私室があります。公式な謁えつ見けんの部屋ではありません。今夜開かれる大族長会議の前に、エオルはあなたたちにぜひ会っておきたい、と申しておりました」

　そして、ウィンは緊張した顔つきの晴凛を見て、にこっと微笑ほほえんだ。

「そんなに堅くなることはありません。正式な謁見は会議のときに行われます。これは、その前にエオルが個人的に話をしたいだけなのです。エオルと話をするのは、初めてではないとお聞きしましたが……」

「あ、はい、以前、シャン族の宿営地で、お会いしたことがあります……」

「シャン族の？　あんなところまで！」

　ウィンは目を見開いた後で、はあ、とため息をついた。

「ああ、あのアホ兄め……」

　その言葉に晴凛はぎょっとする。今、エオル王のことを、アホとか言った？

　晴凛の視線に気が付いたのか、ウィンは軽く咳せき払いをして姿勢を正した。

「こほん……兄はお気に入りの側近を護衛兵として数名だけ連れて、姿をくらます癖くせがあります。いいかげんに王としての自覚を持ってくれと、何度も言っているのですけれども……」

　晴凛の後ろのほうでミリンがつぶやいた。

「ウィン様のお気持ち、よくわかります。うちにも山やま猫ねこがいて、困り果てております」

　晴凛はまたぎょっとした。




　エオル王の私室は、王包建パイクーの中に建てられた、小さな包建だった。

　もともと、包建には壁が無い。

　中央に立つ一本の柱ですべてを支えた一つの大部屋。それが家なのだ。

　そのため、個室を作る、という概念が無い。

　遊牧民特有のあけっぴろげな他人を意識しないという価値観は、こういった生活によって長い間に作られたのかもしれない。

　もし、包建の中に個室を作るとすれば、このように包建の中に小さな包建を建てる、という考えになるのは当然のことなのだろう。

　エオル王の私室の包建の中は、王包建の豪ごう華か絢けん爛らんな外見とは正反対で、実に簡素なものだった。

　壁面も床も、装飾らしい装飾はほとんどない。

　しかし、中に置かれた家具や調度はきれいに磨かれて艶つやを放っており、見た目は地味だが、手のかかった高価な品物であることが見て取れる。

　寝椅い子すに身体からだを持たれかけさせて、巻かれた羊皮紙に目を通していたエオル王は、部屋の中に入ってきたウィンと晴せい凛りんたちを見て微笑ほほえんだ。

「ああ、無事に着いたか、よかった」

　そう言いながら立ち上がったエオル王は、晴凛に近づいて笑った。

「元気そうで何よりだ。しかし、こんな形で再び君と会うことになるとは、思ってもいなかったな……」

「私もです……」

　エオル王は、晴凛の肩を、ぽん、と叩たたくと、ミーネとミリン、そして龍りゆう飛ひたちを見回して言った。

「堅苦しい挨あい拶さつは抜きだ。儀式なんぞは夕方からの会議だけでたくさんだ。君たちも適当にその辺に座ってくれ」

　目を白黒させている龍飛に、ミリンが通訳した。

「楽にシろ、と言っている。その辺に座ればイイ」

「はあ？　あ、いや、だってよ、この人はシムールの王様なんだろう？　いわば帝国の皇こう帝ていみたいなものだ。皇帝っていえば、お前、俺みたいな身分の兵隊だったら近づくどころか、姿を見ることだってできやしねえ。ましてや、その前に座るなんて、とんでもねえ！」

　ミーネが不満そうに言った。

「エオルが王なら、晴凛だって王だ！　引け目を感じることはないぞ！」

「ふむ……」

　エオル王は興味深そうに晴凛の顔を見た。

「侘タ瑠ル徒トの王、それがお前の選んだ道か？」

　晴せい凛りんはエオルの顔を正面から見返して答えた。

「選んだ、と言われればそうなのかもしれません。でも、実際のところは、そうならざるを得なかった、ということだと思います」

「ふん、正直だな」

「それだけが自分の取り柄だと思っていますから……」

　エオル王はうなずいた。

「確かに、正直であることは美徳だ。特に他人から信頼を勝ち取るためには、必要不可欠と言ってもいい要素でもある……まあ、立ち話もなんだ。適当に座ってくれ、俺も座る」

　エオル王はそう言うとさっきまで座っていた寝椅子に腰を下ろした。

　晴凛とミーネが前に置かれた丸い敷物の上に座ると、タイミングを計っていたようにウィンが言った。

「飲み物を持って参りましょう」

「ああ、頼む」

　ウィンが出て行くのを見送ったエオル王は、晴凛を見てにやりと笑った。

「侘瑠徒の王にならざるを得なかった、というその辺の理由は私も知っている。こう見えてもシムールの王だ。帝国の情勢については、いろいろと情報が入ってくるからな」

「あ、はい」

　晴凛は、すっかりエオルの雰囲気に吞のまれていた。

　それは、年齢と経験の浅さから来る人間としての格の違いもあるが、エオルの持つ人扱いの巧みさも大きかった。

　エオルがこの若さでシムールの王になった理由の一つが、この人じん心しん掌しよう握あくの巧みさなのだ。

　エオル王は晴凛の顔を見ながら、ゆっくりと言葉を続けた。

「帝国の権力者から、反乱の濡ぬれ衣ぎぬを着せられたとき、君の前にはシャン族のもとに逃げ込み、シムールの客人として生きるという道もあったはずだ。

　常識的に考えれば、それが一番確実で一番楽だ。帝国の力はシムールには届かないのだからな。だが、君はそれをしなかった。君が選んだ道は、不確実で先の見えない、実に困難を極める道だ。知らずにそれを選ぶ者は愚か者だ。知っていてその道を選ぶ者はもっと愚かだ。大たい愚ぐと呼んでしかるべきだろう。

　だが、その大愚の道こそが、大たい賢けんに通じる唯一の道なのだよ。

　小こ賢ざかしい人間は楽で安全な道を選ぶ。その道は、そいつ一人ひとりだけが生き延びることができる細い道だ。誰もついていかないし、誰も救うことができない小人の道だ。

　君が選んだ道こそが、王道に続く道だ。その証拠に、君は今、間違いなく侘瑠徒の王だ。違うかね？」

「え、ええ、そうかもしれません」

「だが、その道を行く者には、とてつもない重圧がかかる。それは、自分を信じてくれる仲間たちの運命だ。一国を背負うということは、国民すべての未来を背負うということだ」

　エオル王はそこで言葉を切ると、晴せい凛りんに両手を広げて、にやっと笑ってみせた。

「くそ重い責任を背負わねばならない、逃げたくても逃げ出せない、王様の気分はどうだね？」

「正直言って、あんまり嬉うれしくありません」

「そうだろう、なってみればわかる。できることがいかに少なく、できないことがどれほど多いのか！　なのに、世間の連中は王様になれば何でもできると勘違いしていやがる……タッケイの馬ば鹿かどもと、こすっからいユルムは一緒になって帝国を滅ぼせとわめき、他の支族はそれに引っ張られて一戦交える気満々だ。帝国と事を起こしたがっていないのは、サイトとシャン、そしてエスタルの三支族だけだ」

　と、そこまで言ってからふと気付いたように、エオル王は肩をすくめると小さく頭を下げた。

「すまん、思わず愚ぐ痴ちが出た……」

「あ、いえ、シムールの中にもいろんな意見の支族がいるってことは、ミーネからも聞いていましたから」

　エオルは小さくため息をついてから、言葉を続けた。

「シムールは帝国と長い間争ってきた。仇きゆう敵てきと呼んでもいいだろう。そのため、シムールと帝国の間には交渉ができる余地すらなかった。侘タ瑠ル徒トに月つき原はら弦げん斉ざい殿が来られるまではな。

　弦斉殿が、シャン族との間に誼ぎを結ぶ、という話を持ちかけてきたとき、シムールの中にはそれを歓迎する空気が満ちていた。真っ向から反対したタッケイやユルムのような強硬派もいたが少数派で、ほとんど発言力が無かったのだ。だから、シャン族の族長イシルは弦斉殿と誼を結ぶことができたのだ。

　シムール全体との交渉は無理でも、その一支族が交渉の窓口になれば、シムールと帝国とがもし偶発的な衝突を起こしても、それが全面衝突になる前に対処できる、と考えたのだ。

　まさか、そのシャン族が全面衝突の引き金を引くことになるとは思わなかったがな」

「あれは、我々が悪いのではない！　あの新総そう督とくの馬ば鹿かどもがいかんのだ！」

　嚙かみついたミーネを見て、エオル王は慌あわてて顔の前で両手を振った。

「ああ、いや、シャン族が悪いと言ったわけではない。誤解しないで欲しい。

　しかし、帝国と誼を結び、共存の道を歩き始めたシャン族が帝国軍の襲撃を受けた、という事実は、シムールの空気を一変させたのは事実だ。

　タッケイ族とユルム族は、ここぞとばかりに吠ほえたてた。見ろ！　帝国と手を結ぼうとしたシャン族ですら帝国は攻撃するのだ！　他の支族にはもっと容よう赦しやなく攻めかかってくるだろう。帝国とは絶対に相容れない！　敵対あるのみ！　というわけだ。

　シムールの王とはいえ、シムール全体の空気を変えることはできん。私にできることは、とりあえず御ぎよすることができるくらいまで、空気の圧力を下げることだった……」

「それで、タッケイ族とユルム族に、侘タ瑠ル徒トを攻めさせたのですね？」

　エオル王は悪びれる様子もなくうなずく。

「ああ、そうだ。血の気の多いタッケイと抜け目のないユルムが組めば、侘瑠徒は一日で落ちる。その勢いを駆かって延えん声せいも攻め落とすことができれば、あとの戦いはかなり楽になる。帝国の迎撃体勢が整う前に南に下るのもいいし、東の小都市群を配下に納めることもできる。そんな風に考えていたのだが……シャン族のイシルの抜け目の無さに負けた。

　まさか、シャン族を二つに割って、侘瑠徒の防衛に振り向けるとは思わなかった。おかげで、帝国との全面戦争になるはずだった侘瑠徒攻略は、シムールの支族同士の仲間内の争いになってしまった。タッケイの戦士たちも、帝国軍相手なら敵てき愾がい心しんを燃やし、徹底的に戦っただろうが、同じシムールを相手にしたのではそうもいかない。あげくの果てに、霜そう神じんの像を使って脅おどかされ、タッケイ族は総崩れになるわ、ユルムの族長ハグロラは転んで鼻を折るわで、旗を巻いて逃げ帰ってきた」

　ミーネは面白そうに笑った。

「なんと！　ハグロラは鼻を折ったのか！　侘瑠徒で旗を巻くときに、タッケイのスンタタだけがやってきた理由がそれでわかった！」

「うむ、帝国など鎧がい袖しゆう一いつ触しよく！　一気に揉もみつぶしてくれる！　と景気のいいことを言っていたタッケイとユルムが意気消しよう沈ちんしてしまったので、その尻しり馬うまに乗っかって拳こぶしを振り上げていた他の族長どもは、その拳の置きどころに困っていたのだ。そうしたら、ちょうどいいところに置きどころがやってきた、というわけだ」

　エオル王はそう言うと、にやっと笑って晴せい凛りんを見た。

「え？　は？　置きどころって……僕たちのことですか？」

　驚く晴凛を見て、エオル王は、当然だ、という風にうなずいた。

「シムールの族長たるもの、帝国に屈するわけにはいかない。かといって帝国との戦いの先陣を切るつもりもない。タッケイとユルムの後ろからついていって、美お味いしいところだけを頂こう、としか考えていなかったのだからな。

　どうにも引っ込みがつかないところに、帝国でもない、かといってシムールでもない、という、あいまいな連中が来てくれたのだ。こいつを利用しない手はない、というわけだ」

「あの……それってつまり、どういうことですか？」

　エオル王は、晴凛とミーネを見て、ゆっくりと言った。

「夕方から、この王包建パイクーの奥の間で、シムール十二支族のすべての族長を集めた大族長会議が開かれる。帝国に反旗を翻ひるがえし帝国と決別した独立勢力、侘瑠徒の王として、私は君を紹介するつもりだ。

　君に族長どもを説得してもらいたい。

　帝国と全面戦争になれば、多くの戦士が死ぬだろう。シムールの国力は落ち、その回復には長い年月が必要になる。

　帝国が七十年の平和を満喫していたように、シムールもまたこの七十年、平和を享きよう受じゆしていたのだ。本音を言えば、誰だって戦いたくはない、ということだ」

「それって、つまり僕たちに、帝国とシムールの間に入って戦争を止めろ、ということですか？」

「簡単に言ってしまえばそういうことだ」

「む、無理です！」

　晴せい凛りんは思わず叫さけんだ。

「そんなことできっこありません！　だって、僕には何の権限もないんです！　こうやって、シムールの王様と話をしているのさえ、何かの間違いじゃないかって思っているくらいです！　ましてや、帝国の偉い人なんか、話をするどころか会ってもくれないに決まっています！」

　エオルは静かに聞いた。

「会ってみたのかね？」

「え？」

「帝国の偉い人に会ってみたのかね？　と聞いている」

「いえ、会っていません。でも、決まってます！　なぜなら、僕には何の身分も実力も後ろ楯だてもないんです！　僕は、たまたま弦げん斉ざい様の雇こ人じんになったから、役人の身分をもらえただけの若造なんです！」

「違うな……」

「違っていません！　こうやって、侘タ瑠ル徒トの王なんて肩書きでここに来ていますけど、本当は何の実力もない、ただの若造なんです！」

　エオル王は晴凛をにらみつけた。

「馬ば鹿かにするな！　ただの若造にシムール三万騎が負けたというのか！　お前は、タッケイとユルムの連合軍三万を、見事に退けてみせたのだぞ！　死人も出さず、たった二千の兵力で！

　実力も何もない、ただの若造にそんなことができるものか！　お前はやってのけたのだ！　それが実力だ！　それが実績だ！

　帝国がお前を反乱軍にした理由は、ただ一つ！　お前を恐れているのだ！　お前を認めたくないのだ！　だからお前を敵にして葬ほうむろうと企くわだてたのだ！

　お前はさっき、自分には後ろ楯も何もない、と言ったな？　無ければ作ろうと、なぜ思わんのだ！　この私を後ろ楯にしようと、なぜ思わんのだ！

　シムールの族長を仲間につければ、それがどれほどの後ろ盾になると思う？」

「そ、それは……」

　絶句した晴凛を見て、エオル王は静かに言った。

「だが、シムール十二支族の中で、君たちを認めているのはシャン族だけだ。他の支族長に認められるかどうかは、君次第だ。

　ここで、シムールの族長たちから認められれば、我々はもう二度と侘タ瑠ル徒トを攻めることはないだろう。侘瑠徒はシムールの脅きよう威いから解き放たれる。それどころか、シムールとの協力関係を作ることができる。この利点は計り知れないはずだ、違うかね？」

「そ、それは……はい、それは確かにそうです、どうもありがとうございます！」

「いや、礼には及ばんよ。私は場所を与えるだけだ。結果を出すのは君の仕事だからな。自分の未来は自分の力で、もぎ取りたまえ」

「うむうむ、そうじゃ、エオルの言う通りじゃ！　安心しろ、晴せい凛りん！　わしは、お前の実力を族長どもに見せつける秘策を持っておる！　お前は、すべてをわしに任せて、どーんと構えておればいいのじゃ！」

　──大丈夫かな？　ミーネ姫の『秘策』って、めちゃくちゃ不安なんだけど。

　でも、シムールの族長に、どんなことをアピールすれば効果的なのか、それを知っているのは、きっと僕よりミーネ姫のほうだしなあ。

「はあ……それはどうも、ありがとうございます……」

　晴凛が胸の中に湧わき上がる不安を抑え付けながら、そう言ってミーネに頭を下げたとき。

　飲み物の入った器を載せた盆を捧ささげ持った巫み女こたちを従えて、ウィンが戻ってきた。

「お話が弾はずんでいるようですね」

　笑えみを浮かべて、ウィンが飲み物を差し出す。と、

「ところで、兄様？　勝手にシャン族のところまで、ひょこひょこ出かけたりしていたようですわね？　後で私もゆっくりとそのときのお話を伺うかがいたいと思うのですけれども？」

　エオル王の頰が引きつった。どうやら、この妹巫女が苦手なようである。







　　　第三章「ミーネの秘策」







　シムールという部族がこの東大陸の北西部に広がる草原地帯に勢力を持つようになったのは、今から数百年前の寒冷期にさかのぼる。

　例年よりも気温の低い年が続いたため、今よりも北の高原地帯に暮らしていたシムールの先祖たちは、少しでも草の茂りのよい放牧地を求めて遊牧民同士が争うようになった。

　このとき、辺境の部族の中に一人ひとり、戦いの巧みな族長がいた。

　彼は次々に他の部族を打ち負かして支配下に置き、彼らを率いて、南のタリム川の流域に広がる広大な草原にやってきた。

　このときの族長こそが、シムールの祖王イシュランである。

　シムールは豊かなこの地で繁栄を続け、三代目の族王、タライムのときに、タッケイ、ユルム、シャン、サイト、エスタル、アズラ、ロクト、ドルム、スホイ、タロサ、コンクート、カルビンの十二支族に別れたと言われている。

　今、このシムールの都エルソムには、その十二支族それぞれを率いる十二人の族長が集まっていた。

　シムール全軍が動員される大きな戦いや、族王が代を譲ゆずるときなど、シムールの命運を決する重大な決定がなされるときに行われる大族長会議が、今、王包建パイクーの奥の間で開かれていた。

　大きな王包建の中に建てられた小さな包建。その中には、中央の柱に飾られた祖そ霊れい廟びようを囲む形で十二人の族長がぐるりと丸く座っている。

　すっかり日は落ちており、包建の中にはいくつもの灯とう明みよう皿が置かれ、羊の脂を燃やす匂いが辺りに漂っている。

　十二人の族長それぞれが自分たちの支族を意味する色の衣装を着ており、ゆらゆらと揺ゆらめく灯明皿の上で燃える燈とう芯しんの炎に照らされて陰影が動く様は、どこか神秘的ですらあった。

「侘タ瑠ル徒トを攻め落とし、その余力を駆かって延えん声せいをも落とす！　タッケイとユルムがそう言っていたから、わしらは大遠征に賛成したのだぞ！」

「そうだ！　七十年前の大遠征のとき、我がシムールは帝国をさんざんに打ち負かし、帝都に迫るところまで行った！　霜そう弊へい経けいの邪じや魔まさえなければ、帝国などあのとき消えてなくなっていたかもしれんのだ！」

「あのとき、我がシムールは十八の城市を支配下に置いた！　そこに蓄えられた穀物と財物のおかげで、シムールすべての民が潤うるおい、豊かに暮らすことができた！　だが、あれから七十年。気がつけば、ほとんどの城市は帝国に奪い返され、我がシムールの支配下の城市はわずか二つ。シムールの民は赤貧にあえいでおる！　だからこそ、あの栄光を再び、というタッケイとユルムの言葉に乗ったのじゃ！」

「それが、何じゃ！　三万の軍勢で侘タ瑠ル徒トを包囲しておきながら、それを落とせずにおめおめと逃げ帰ってくるとは！」

　居並ぶ族長たちが、口々にタッケイ族の若き族長、スンタタを責めるが、スンタタは何も言わず、じっと耐えていた。

　口を真一文字に結び瞑めい目もくする姿は、修業している高僧に似ていた。

　侘瑠徒攻略に失敗した責任は、ユルム族のハグロラにもあるのだが、鼻を折ったハグロラは顔に包帯をぐるぐる巻きにしているため、怪け我が人を責めるわけにもいかない、という気分が、スンタタへの集中攻撃になっているのだ。

　見るに見かねた他の支族の族長が、スンタタをかばった。

「過ぎてしまったことを、いつまでも責めても仕方なかろう。帝国に対し、赤き矢を送り付けて全面戦争を宣告し、戦端を開くことに同意したのは我々なのだ。

　今、我々がここに集まっている理由は、この戦いをどうするのか、帝国に正面から挑いどむのか、それとも鉾ほこを収めるのか、そのどちらを選ぶのか、それを決めるためであろう？」

「鉾を収めるなんてことができるわけがない！　すでに各支族は戦闘態勢に入り、部隊の編成を終えている！　対する帝国も軍隊を総動員しているというではないか！　こうなれば、当初の予定通り、大軍をもって帝国に襲いかかり、これを蹂じゆう躙りんする以外に道は無い！」

「しかし、その当初の予定では、すでに侘瑠徒は陥落し、帝国北部の要よう衝しよう延えん声せいも我々の手に落ちているはずではなかったのか？　まず延声を支配下に納め、帝国の出方を見る。それが今回の侵攻作戦の骨こつ子しだったはずだ！」

「うむ、俊足を誇ほこる我が騎馬兵が、枯野に燃え広がる野火の焼炎のように帝国の都市を蹂躙し、帝国の準備が整わないうちに領土を広げていく。それが我がシムールの戦い方だ。

　しかし、我々は、その最初の侘瑠徒侵攻でつまずいてしまった。このまま戦いを強行すれば、損害が大きくなるばかりだぞ？」

「では、どうすればいいのだ！」

　族長たちが言い争っている中で、何も言わずにじっと話を聞いていたのはスンタタだけではなかった。十二支族の中で、最大の人数を誇るエスタルの族長、ラングもまた、目を閉じて無言で他の族長の意見を聞いていた。

　シムールの族長は、戦いのとき一族を率いる司令官とならねばならない。戦いの中に身を投じることが求められるために、あまり高齢の者が族長になることはない。

　だが、戦うことにあまり関心のないシャン族やエスタル族では、族長が高齢になっても、そのまま族長の地位に留まることが多い。エスタル族の族長ラングは、シャン族の族長イシルよりもさらに年上で、族長の最長老となる。

　その最長老がゆっくりと口を開いた。

「これは、何だな。一番いいのは、無かったことにすることだな……」

　その、とぼけた言葉を聞いた族長たちは、一いつ瞬しゆん、絶句した。

　はた、と会話が止やんだ中で、ラングは言葉を続けた。

「運がいいことに我々は、まだ帝国の正規部隊と戦ってはおらん。我々が戦ったのは、侘タ瑠ル徒トの守備兵と、そして侘瑠徒に立てこもったシャン族の一派だけじゃ。

　いわば、身内の喧けん嘩かしかやっておらん。今なら、帝国への宣戦布告も何もかも、知らん顔してしまえば無かったことにできるのではないかな？」

　ラングの言葉が終わるのと同時に、族長たちが一斉に反論を始めた。

「そ、そんなことができるわけがありません！　鍛か冶じ屋に注文を出すのとはわけが違うのですぞ！　見込み違いだったので無かったことに、なんてことができるわけがありません！」

「そうかのう？　やってみなけりゃわからんのじゃないか？」

「賽さいは投げられたのです！　一度戦いの旗を掲げてしまえば、その旗を降ろすわけにはいかんのです！」

「とはいえ、ずーっと戦い続けるわけにはいかんじゃろう？　どっか、切りのいいところで終わらせねば、くたびれてしまう。めんどくさいことは、早めに終わらせるに限る。んでもって、やらんでもすむのならやらんほうがいい。これは真理じゃぞ？」

「シムールの誇ほこりをどう考えているのですか！　仇きゆう敵てきである帝国と一戦も交えずに、敵の軍門に降くだれとおっしゃるのか！」

「一戦も交えておらんのだから、勝ちも負けもあるまい。軍門に降るというのは、負けることじゃ。お前の言っていることは意味が通らんぞ？」

「すべての支族は、戦闘態勢を整え、進軍の号令を待っております！　今さら、とり止やめることなどできません！」

「本当か？　夏を控えて、みんな馬や羊の育成に忙しい季節じゃ。本気で戦争に行きたがっとるやつは、そんなにおらんのじゃないか？　戦に行くぞ！　と言われて喜ぶやつが、本当に喜んでおるとは思えんのだがのう？」

　ラングは族長を一人ひとり一人論破していった後で、素知らぬ顔で論争を見守っていたエオルに向き直った。

「おい、エオル。黙だまっておらんでお前も何とか言え！　お前のことだ、きっとよい知恵を持っておるのじゃろう？　お前はいつも最後の最後まで何も言わん。

　確かに、族王は、族長の論が出尽くしてから、決をまとめる、というのがシムールのしきたりだ。だが、お前は、普段は、しきたりなど頭から無視しているくせに、都合のいいときだけ、しきたりを持ち出して逃げやがる。

　今度もそれでいくつもりじゃろうが、そうはいかんぞ。さあ、さっさと言うんじゃ！」

　エオルは、仕方ない……という風に肩をすくめると、ゆっくりと立ち上がった。

「確かに、我々は十二日前にここで合議し、決を取り、帝国と戦端を開くことを決めた。

　シムールは戦いの民であり、いつでも戦いに赴おもむくことができる。我々はそう信じていた。だが、考えてみれば、この七十年間、全シムールが足並みを揃そろえたことなど一度もないのだ。

　準備のできている支族ということで、真っ先にタッケイとユルムに動いてもらったのだが、その結果は諸君らも見ての通りだ。

『言う』だけの安易さと、『やる』ことの難しさ。我々はそれを知っているつもりで知らなかったのかもしれない。

　何十万という大軍を意のままに操る……物語の中の英雄は、いとも簡単にそれをやってのける。だが、実際にそれをやるとしたら、優秀な兵士と伝令を育てあげ、訓練を繰り返し、指揮官の意図するものを確実に読み取る参さん謀ぼうを要所要所に配置しなくてはならない。

　だが、物語に書かれているのは、勇ましいことだけだ。そんな地道な努力など、一行も書かれてはいない。

　我々は、物語だけを読み、戦とはそういうものだと思い込んでいたのだ。

　大遠征を決したとき、この七十年の平和を前に戦の準備を忘れ、惰だ眠みんを貪むさぼった帝国軍など恐るるに足らず！　と我々は大見栄を切った。

　だが、我々もまた、七十年の平和を前に戦の準備を忘れ、惰眠を貪っていたのではないのか？

　今回の騒動は、我々にそれを気付かせてくれたのだ。

　戦とは勝つ見込みがあって起こすものだ。見込みが無くなってもなお、戦を続けようとするのは愚か者だ」

　エオルの言葉を聞いていた族長の一人ひとりが声を上げた。

「大遠征を取り止やめる、というのはいい、わしもそう思う。我々は急ぎすぎたのだ、ということもな。だが、問題は起こしてしまった戦をどうやって止めるか、ということだ。

　帝国は兵を集め、北に向かって進軍を開始したと聞く。こちらが止めた、と言っても、相手がはいそうですか、では我々も止めます、と言うとは限らんではないか！」

「そうだ！　おそらく帝国の侵攻が始まるに違いない！　やられる前にやる！　これしかない！」

「それでは、元のもくあみだ！　なし崩しに戦争を始めて、勝てるとでも思っているのか？」

「ではどうすればいいのだ！　帝国と我々は仇きゆう敵てきだ！　いまだかつて、ただの一度も話し合いをしたことなどない！　七十年の平和と言っているが、それは単に大規模な戦闘状態が続かなかっただけで、最前線での小こ競ぜり合いは継続したままだ！

　七十年間、戦は続いているのだぞ？　帝国に話を持っていくことなどできるものか！」

「そうだ！　シャン族はそのために、帝国の総そう督とくと誼ぎを結んだのだ！　だが、それは帝国の騙だまし打ちのための餌えさでしかなかったではないか！」

　エオルは再び論争を始めそうになった族長たちをなだめるように両手を挙げた。

「確かに、戦をやめたぞ、と帝国に言いたくても、帝国と話ができる人間がいない。それがラング殿の言うところの『無かったことにする』の一番難しいところだ。

　だが、もしそれができる人間がいたら、話は違ってくる。そうは思わんかね？」

　エオルはそこで言葉を切ると、包建パイクーの入り口に向かって声をかけた。

「侘タ瑠ル徒トの王、泉せん野や晴せい凛りん！　シャン族の姫、シャン・クム・ミーネ！　入ってきたまえ！」

「失礼します！」

「まったく……長い間待たせおって！」

「姫様っ！」

　ミリンが、後ろから、ぺしん！　とミーネの頭を叩たたくと、その場にいた族長たちが息を吞のんだ。何しろ姫、つまり族長の娘の頭を従者が叩いてみせたのだから当然だ。

　その視線に気付いたのだろう、ミリンは顔を赤くして下を向いた。

「あ、申し訳ありません！　つい、いつもの癖くせで……」

　それはつまり、族長の娘の頭をいつもひっぱたいているということを証明したに過ぎない。

　むっとしたように顔を上げたミーネは、次の瞬しゆん間かん、居並ぶ族長の中にいる父親のイシルの視線に気がついて、慌あわてて表情を取り繕つくろった。

　なんだかんだ言っても、やはり父親は怖いらしい。

　エオルは晴凛を招き寄せると、その横に立って話を始めた。

「彼の名前を聞いた方も多いだろう。こちらのミーネ姫率いる千人のシャン族と共に侘瑠徒に立て篭こもり、その弓の腕前と霜そう弊へい経けいの像を使った計略で、押し寄せたタッケイとユルムの連合軍三万騎を退けた、知恵と勇気を兼ね備えた若者だ。

　彼は帝国の官かん吏りという身分を持ちながら、前の総そう督とく、月つき原はら弦げん斉ざいの意を継いでシャン族に身を寄せ、シムールと帝国の橋渡しのために働いていた。

　だが、帝国は月原弦斉を失脚させ、シムールとの対決姿勢を打ち出した。シャン族の宿営地が襲われたのも、その一つだ。

　彼はその帝国の方針に対し反旗を翻ひるがえして戦うことを選択し、自らが侘瑠徒の王として立つことを決意したのだ。

　帝国人でもない、シムールでもない、侘瑠徒の王、という立場。これを利用しない手はあるまい！　私は彼にこの戦いの結末を預けたいと思うが、いかがだろうか？」

　族長たちから上がったのは、不満と疑念の声だった。

「そんな若僧を信じろと？」

「帝国は身分にうるさいと聞くぞ？　その若者は王族か何かの血筋なのか？」

「どこの馬の骨ともわからん若者など使者に立てても、帝国からナメられるのが関の山だ！」

「誇ほこり高きシムールは、このような若者に頼るほど落ちぶれてはおらんぞ！」

「何じゃ、その貧弱な身体からだは！　とうてい王の器ではあるまい！」

　その言葉を聞いたミーネがわめいた。

「何をぬかすか！　このクソじじいどもめ！　こう見えても、この晴せい凛りん、弓を射れば百発百中！　あの霜そう弊へい経けいの生まれ変わりと称たたえられ、軍を率いらせれば、たった二千の軍勢でタッケイとユルムの精せい鋭えい三万を追い散らすほどの才を見せたのだぞ！

　人を計るには腕と才、これを見ろとわしは父から教わった！　貧弱な身体が信用できんと言うのなら、腕相撲で強ければいいのか？　どんな馬ば鹿かでも力が強ければいいということか？」

　ミーネはそこで言葉を切ると、晴凛の身体が貧弱だと馬鹿にしたスホイの族長を見て、言葉を続けた。勢揃ぞろいした族長たちの中でも、頭一つ飛び出た巨漢だ。

「うむ、お前を見ていると、間違ってはいないようだ。スホイの族長は腕っ節さえ強ければ馬鹿でもつとまるという証拠だな」

「な、何だと！」

　ミーネは激げつ昂こうするスホイの族長を鼻で笑った。

「戦いとは力だけで勝つものではないのだ！　晴凛は、頭と、そして道具を使って勝ったのだ！

　その力の片へん鱗りんをとくと味わうがよい！　見よ！　化薬の力！」

　ミーネはそう叫さけぶと、目の前にあった灯とう明みよう皿に駆かけ寄った。

　手には、いつの間に持ち込んだのだろう、爆竹の束があった。

「やめろ！　ミーネ！」

「うわ！　何をする気ですか、この山やま猫ねこ！」

　晴凛とミリンが飛びかかるより早く、ミーネの持っていた爆竹の導火線が、しゅっ！　と火を噴いた。

「轟とどろけ！　化薬の響ひびき！」

　その、ミーネの言葉が終わらないうちに、

『ぱぱぱぱん！　ぱんぱん！　ぱん！』

　という耳をつんざく破裂音が、包建パイクーの中に響き渡った。

「うひゃあ！」

「ひえええ！」

「おわああ！」

「ひぃいい！」

　今まで一度も耳にしたことのない破裂音を聞いたシムールの族長たちは、驚きよう愕がくのあまり腰を抜かして、その場にひっくり返った。

「わはははは！　見ろ！　晴凛！　偉そうなことを抜かしてふんぞり返っていた族長どもめ！　腰を抜かしたぞ！」

　手を叩たたいて喜ぶミーネを止めようとした晴凛の前に、すっと誰かが立った。

「え？」

　その人影は問答無用でミーネの頭にゲンコツを食らわせた。

『ごん！』

　鈍にぶい音が包建パイクーの中に響ひびいた。

「な、何をする！　って、ち、父上？」

　頭を押さえたミーネが顔を上げるのと同時に、シャン族の族長イシルの怒鳴り声が包建に響き渡った。

「この……大馬ば鹿か者ものーっ！」




　散らかった敷物や倒された灯とう明みよう皿がすっかり片付けられ、元通りになった包建の中で、晴せい凛りんとミーネ、そしてイシルが居住まいを正して座っていた。

　イシルが目の前に両手をついて頭を下げた。

「このたびの不始末、親として誠に申し訳ない。ミーネには私からよく言って聞かせる。この無礼、何とぞお許し願いたい」

　晴凛とミーネも同じように頭を下げた。

　イシルの言葉は続いていた。

「ミーネに悪意があったわけではございません。先ほどの轟ごう音おんをあげて破裂したものは、爆竹という、帝国でここ最近発明された道具であり、細い竹の中に化薬という薬を詰めたものでございます。晴凛殿は、侘タ瑠ル徒トの戦いにおいて、この化薬を用い、タッケイ族の度ど肝ぎもを抜き、勝利を得ました。単なる道具を戦いにいかす機転。その才を皆様方にご説明するために、やってのけた悪戯いたずらにございますゆえ、その真意を汲くみ取って頂ければ、と存じます」

　イシルの隣で頭を下げているミーネは、族長たちに聞こえないような小声でささやいた。

「……伏ふせ龍たつのせいだ」

「え？」

　晴凛は思わず小声で聞き返した。

「あの爆竹は伏龍がくれたのだ……晴凛のすごさを、族長どもに見せつけてやれって」

「見せつけてやれって……見せるにしても、時と場合によります」

「むう……」

　ミーネは下を向いたまま不満そうにほっぺたを膨ふくらませた。

「族長どもが晴凛を馬鹿にするから、ついカッとなってやったのじゃ」

　ぼそぼそつぶやくミーネを見て、イシルが無言でゲンコツを食らわせた。

　ごん！

「うにゅう……今は反省しておる……」

　イシルは顔を上げて、族長たちを見まわした。

「とはいえ、この不始末は、晴せい凛りん殿には無関係でございます！　彼は我がシャン族のもとで暮らし、その間に弓きゆう聖せいルデルより、龍りゆう射しやの位を授さずかるほどの腕前！　侘タ瑠ル徒トが攻略されたときも、まず女子供を先に逃がし、己は街に留まるという、信を重んじ義に厚い男にございます！

　帝国と誼ぎを結んだシャン族の欲目と思われるかもしれませぬが、この男、帝国人にしておくには惜おしい才の持ち主にございます！」

　イシルの言葉をさえぎるように、スホイの族長が言った。

「そこが問題なのだ。その男の才と腕は充分に理解した。その力のほどもわかっている。だが、どうしても信じることができんのは、彼が帝国人である、というその一点なのだ！」

「晴凛殿はシムールとの平和を願っております。しかも、今では帝国に反旗を翻ひるがえす我らが同志ではありませぬか。これが信用に値しないと？」

　イシルの弁舌にスホイの族長は言葉に詰まったようにそっぽを向くが、代わって他の族長が口を挟はさむ。

「たとえそうだとしてもだ、彼はシムールではない。シムールではない者に、シムールの行く末を預けるということに、どうしても踏ふん切りがつかんのだ」

「し、しかし、生まれと育ちだけは、どうしようもありませんぞ？　それをどうしろと言うのですか！」

　イシルは聞き返したが、族長たちは難しい顔のまま答えようとはしなかった。

　その様子を見ていたエオルは、胸の中でつぶやいた。

　──族長たちも理屈ではわかっているのだ。だが、感情が納得しないのだろう。

　いかに、シムールの衣装を着ようとも、晴凛の外見は帝国人そのものだ。

　たとえ、彼が心の中でいかにシムールを愛していようと、それは目に見えない。つまるところ、人は外見に流される……。

　──ここまでか。

　侘瑠徒を緩かん衝しよう地帯に使い、シムールの全支族の兵力が私の元に集まり、私の意のままに動かせるまでの時間稼ぎにしようと思ったのだが、やはり荷が重すぎたようだな。

　エオルが口を開こうとしたそのとき。

　ミーネが叫さけんだ。

「わかった！　ならば晴凛をわしの婿むこにする！　族長の娘の婿となれば、晴凛は帝国人ではない！　シムールの一人ひとりじゃ！　何の問題も無かろう！」

　晴凛は目を見開いた。

「ちょっと待て！　婿だなんて聞いてないぞ！　イシル様の養子になるという話は聞いたけど……」

　そして、晴凛は気がついた。

「もしかして、イシル様の息子になるって、そういうことなのか！」

　ミーネは赤い顔でうなずいた。

「う、うむ、これはアイリーンから授かった秘策なのじゃ！」

　イシルが真顔で聞いた。彼にしてみれば初耳である。えへん、と胸を張る未姫を一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんと見やってから、

「晴せい凛りん殿、これはどういうことなのですかな？」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　えーとですね……」

　晴凛がわたわたしながら説明しようとすると、今までずっと黙だまったままだったタッケイ族の族長スンタタが初めて口を開いた。

「いや、待たれよ！」

　その場が、しん、と静まり返った。

　居並ぶ族長たちは、スンタタの思い詰めたような顔を見て思った。

　──さすが。シムールの誇ほこりを背負って立つと言われるタッケイ族のスンタタだ。シムールの純血を守るために異議を唱えたか。

　──族長の娘が帝国人の婿むこを娶めとるなど、とんでもないことだからな。

　だが、その後に続くスンタタの言葉を聞いて、族長たちは驚きよう愕がくした。

「晴凛殿！　シムールの婿になるのなら、タッケイ族の長、このスンタタの妹、シャールを娶られよ！」

「な、何だってーっ！」

「気は確かかスンタタ！」

「偉大なるタッケイの一族に帝国人の血が入るのだぞ！」

　族長たちは血相を変えてスンタタに詰め寄った。

　驚いたのは、族長たちだけではなかった。

「いったい、どうなってるんだ？　何でスンタタは、僕に妹と結婚しろと……って、ああっ！　妹って、あの子か！　あの侘タ瑠ル徒トの戦いで矢合わせした！」

　晴凛の言葉を聞いてミーネがわめいた。

「馬ば鹿か者もの！　何をうろたえておる！　お前はわしの婿だ！　あんな、弓しか使えん、ガサツな女など、お前の嫁になどなれるわけがなかろう！　とっとと断れ！　三み行くだり半はんを突き付けるのじゃ！」

「三行半というのは、結婚した後で離縁するときに使うものです。結婚する前に突き付けるものではありません」

　しれっと答えたミリンに、両手をばたばた振りまわしてミーネがわめいた。

「うるさいうるさいうるさい！」

　途方に暮れる晴凛に、イシルが真顔で聞いた。

「晴凛殿、うちのミーネはまだ十三になったばかりですぞ。一体何を考えているのですか！」

「あ、いえ、何を考えていると言われましても……」

　ミーネが晴せい凛りんの腕に抱きついた。

「わしのことだけを考えているに決まっている！　そうだろう？　晴凛、そうだと言え！　言わんとぶん殴なぐるぞ！」

　そこにスンタタがやってきて、生き真ま面じ目めな表情のまま言った。

「あいや、お待ちを！　我が妹シャールは、弓の腕だけでなく最近は料理の腕も上げております。家庭を支えるのに必要なのは、まず料理！　ですから我がシャールこそが、晴凛殿の嫁に……」

「噓うそだっ！　信じるな晴凛！　耳をふさげ！」

　族長会議の場は、大混乱になった。

　口々に言いたい放題のことを言いまくるミーネとスンタタ、そして族長たちを見て、エオルは両手を叩たたいて笑った。

「いやあ、面白い。こんな面白い会議は初めてだ！」

　エオルの脇わきに立って、大騒ぎをしている面々を眺ながめていたラングが、ため息をついた。

「面白がっておる場合ではなかろう。どうやって収拾をつけるつもりだ？」

「なに、面白いものは、みんなで面白がれるようにすればいいだけのことだ」

　エオルはそう言うと、一歩進み出た。

「晴凛殿が、帝国人であることに納得いかないのなら、シムールの族長の娘、もしくは妹を娶めとり、シムールの縁者となれば問題は無い、ということだな。

　そのことに真っ先に異議を唱えていたスホイの長は、どうだ？　異存はあるか？」

　スホイの族長は慌あわてて頭を下げた。

「いえ、晴凛殿にそれほどの覚悟があるのなら、この私も見る目を改めます。異存はございません！」

　エオルは他の族長を見まわした。

　今の騒ぎで気が削そがれ、もはや反対する気もなくなったのだろう。誰も反論しそうにない。

「よろしい！　族長会議のいい余興だ！　かくなるうえは、この地で、シャン族のミーネとタッケイ族のシャール、そのどちらが晴凛殿の嫁として出来がいいか競ってみせよ」

　ラングが叫さけんだ。

「エオルよ！　そりゃあちょっと悪ふざけが過ぎるぞ！」

「いや、ふざけてなどおらん。その証拠に見るがいい、ミーネは本気だぞ？」

　ミーネは晴凛の首にしがみついて、スンタタを威い嚇かくしていた。その後ろでは、ミリンが頭を抱えている。
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　そして、エオル王は晴凛を見て、にやりと笑った。

「どうする、晴凛。いっそのこと二人ふたりとも嫁にするか？　シムールでは嫁は一人ひとりと決まっているわけではない。甲か斐い性しようがあれば、三人まで娶めとることができるぞ？」

「はあ……」

　困り果てる晴せい凛りんを見て、ミーネがわめいた。

「晴凛にそんな甲斐性があるものか！　こいつが養えるのは、わし一人ひとりがやっとじゃ！　こいつの妻はわし一人で充分じゃ！」

「はっはっはっ、そうかそうか、わかった！」

　エオル王は面白そうに声をあげて笑った後で、その場にいる族長たちを見まわして言った。

「晴凛殿の妻となるということは、侘タ瑠ル徒トの王の妻ということだ！　王のもとにやってきた客人をもてなすのは妻の役目！　嫁取り合戦の種目は羊一頭を使った、おもてなし料理とする！　準備にかかる時間を考えて、勝負は明あ日すの夕刻！　この王包建パイクーの前の広場で行う！　審査員はここにいる族長たちとするが、関係者であるシャン族のイシルとタッケイ族のスンタタは、審査には加わらぬものとする。そして最終裁定者である晴凛殿は、今夜はこの私の包建に泊まるように！　よいな！」

「ははっ！」

　族長たちが一礼した。

「はい、承知しました！」

　同じように頭を下げながら、晴凛は思った。

　──いったい、どうなっちゃうんだ？







　　　第四章「料理対決」







「肉だ！」

　次の日の朝。シャン族の族長用の青い大包建タオパイクーの中で、ミーネが叫さけんだ。

「肉しかあるまい！　焼肉！　それも、こーんなでっかいやつを丸ごと焼いて、塩を振ったやつじゃ！　豪ごう華かで美味！　まさしく客人をもてなすにふさわしい料理であろう？」

「いいかげん肉から離れなさい！　本当の山やま猫ねこみたいですよ？」

「むう……」

　冷たく言い放つミリンを見て、ミーネはむくれた。

「いいではないか！　わしは肉が好きなのだ！」

　ミリンはミーネの鼻先に右手の人差し指を突き付けた。

「エオル王が何と言ったのか、覚えていますか？」

「にゅ？」

「エオル王は、侘タ瑠ル徒トの王の妻として客人をもてなす料理を作れ、と言ったのです！　つまり、作るのはお客様のための料理なんです！　自分のための料理じゃありません！　そこを勘違いしないように！」

「わかった……」

　ミーネはふてくされたように頰ほおを膨ふくらませて渋々うなずくと、腕を組んで考え始めた。

「うーむ、客が喜ぶ料理か……そもそも、どんな客が来るのかわからんのでは、もてなしようがない。

　あ、いや、違うな。つまり、どんな客でも喜ぶような料理、ということか……」

「そうです、相手の立場に立って考えることが大切です」

「それはつまり……もし、わしが客なら、何を喜ぶか、ということか……」

　ミーネは顔を上げて目を輝かせた。

「ならば肉だ！　焼肉だ！　でっかくて厚いやつ！」

　すぱーん！

　ミリンの平手打ちが、ミーネの後頭部に決まった。

「最初に戻っただけじゃないですか！」

「うー」

　頭を押さえてミーネはうなった。

「もう少し頭を使いなさい、この山やま猫ねこめ。単に焼いただけでは、王の妻の料理としてあんまりだとは思わないのですか？」

「う、むう……つまり、手の込んだ豪ごう勢せいな料理ということか？」

「微び妙みように違う気もしますが、単に焼いただけよりはそのほうがよいです」

「なるほど、見ただけですごい、豪ごう華かだとわかるような料理にすればいいのだな……」

　そして、ミーネは目を大きく見開いて叫さけんだ。

「ならば、肉だ！　羊をまるごと、焼いてやるのだ！」

　ずげしっ！

　ミリンの手刀がミーネの後頭部に炸さく裂れつした。

「だからそこから離れなさい！」

「うー……」

「あなたが作った料理は晴せい凛りん殿も食べるのですよ？　というか、最後に決めるのは晴凛殿なんです。エオル王はああ言いましたけど、客をもてなす、というのは名目で、要は妻として夫に、どれだけ美お味いしいものを作ってあげられるのかを競え、という意味だと思います」

「そうか、わしの作った料理を食べるのは、晴凛なのだな……」

　ミーネの脳のう裏りに、侘タ瑠ル徒トで夕食を食べたときの光景がよみがえった。

　ああ、あのときの肉は美う味まかった。こう、焼き加減といい塩の振りぐあいといい。

　ミーネははっと目を見開いて、首をぶんぶん、と振った。

　──そんなことはどうでもいい！　問題は、あのときの晴せい凛りんは、わしの好きな焼肉を喜んではおらんかった、ということだ。

　肉が嫌いなわけではないと思うのじゃ。何だかんだ言っても、肉は好きのようだし。

　では、なぜ、晴凛は喜ばなかったのじゃろう？

　──そうじゃ、あのとき、わしは食い付いていた肉を差し出した。そうしたら、晴凛はこう言いおった。

『こんなに厚い肉は食べられませんよ！』

　──わしは、

『何を情けないこと言っているのだ。肉というのは、こうやってかぶりつくから美う味まいのだ！』

　──と言って、がぶり、と食い付いた。うん、あの肉は美味かった……分厚くて、脂たっぷりで。

　ミーネは目を見開いた。

「そうじゃ！　厚さじゃ！　肉の厚さ！　それを晴凛は嫌いやがったのじゃ！」

　ミーネの言葉を聞いたミリンはうなずいた。

「あんな厚い肉を、しかも骨付きのまま抱え込んで食い付く、なんて食べ方を喜ぶ人間はいません。喜ぶのは山やま猫ねこくらいのものです」

「うるさい、あれが一番美味い食い方なのだ！　……とは言っても、実際に晴凛は嫌がっておったしのう……どうすれば、晴凛が喜んでくれるような肉料理ができるのじゃろう？」

　ミーネが再び腕を組んで考え込んだ、その頃。




　そこから少し離れたタッケイ族の大包建タオパイクーの中では、族長スンタタの妹、シャールがタッケイ族の長老の妻たちから料理の手ほどきを受けていた。

「小麦粉は白くきめの細かいものが上質です。そして、練る前に必ず一度ふるいにかけておきます。そうしないと、ダマができて上う手まく練れません」

「う、うむ、わかった。小麦粉はふるいにかける……と」

　心に刻み込むようにつぶやきながら、シャールは小麦粉をふるいにかける。

　が、力を入れすぎて、もうもうと粉が舞い上がる。

「う、うわあ!?」

「姫様、子どもをあやすような心もちで、優しく、ですわ！」

「こ、子ども!?」

　と、ふるいを動かすと、またもうもうと粉が。

「そんなに力を込めては、子どもが怪け我がをしてしまいますわ！」

「ぬ、ぬう……」

　そんなやり取りがあったものの、どうにかふるいをかけ終わる。

「練るときは手早く、そしてしっかりと力を入れる。小手先だけで練ったものは、コシがありません」

「わかった、力を入れるのだな」

　慣れない手つきで、木鉢の中の小麦粉を練っているシャールを見て、タッケイ族の長老の妻たちが言った。

「はい、小麦粉を使った料理は帝国では定番と聞いています。晴せい凛りん殿は帝国の方でございますから、帝国風の料理で勝負するのがよろしいかと存じます」

「こうやって小麦粉を練っておけば、それを薄く伸ばし肉と野菜を細かく刻んだものを包んで油で揚げればラビオルに、蒸せばマグートに、スープで煮ればワニタムに、と料理の幅が広がります」

「練ったものを、丸棒でさらに薄く平たく伸ばして細く切って肉スープで煮れば、ラグマンもできますわ」

　小麦粉を練って、肉と野菜を細かく刻んだものを包む、というのは、要するにギョウザのようなものをイメージすると理解しやすいだろう。

　中に入れる香辛料や野菜の組み合わせを変えて、油で揚げたり、蒸したり、スープで煮たりすることで、料理のバリエーションが広がるわけである。

　そして、ラグマンというのは練った小麦粉を細く麵めん状にしてスープで煮て食べる、という形式の料理の総称であり、簡単に言ってしまえば煮込みうどんのことである。

　生き地じを手で転がして細長く伸ばしてから切って作ったり、塊かたまりを削って細長く平たい形状にしたりすることもある。

　いわゆる『すいとん』とか『小麦団子汁』に近い食感の食べ物で、うどんの麵の食感とはほど遠いものが多い。

　小麦粉に塩を加えて練り、生地を寝かせてコシを出す、という文化は、いわゆる『餅もち』の食感を好む米食文化から来ている。そのため、小麦を主食にする文化の社会では、麵にコシを出そうとは思わなかった、という説もあるが、日本における讃岐さぬきうどんの弾力は、外国人の間にも評判がいいところを見ると、それも少々疑問である。

　ともあれ、今、シャールは、このシムールの食文化に、新しい風を吹き込もうとしていたことには違いない。

　小麦粉を練る手を止めて、シャールはつぶやいた。

「そうか、小麦粉を練るところから、すべてが始まるのだな。これが基本というわけだ」

「その通りでございます。さすがはシャール様、ご理解が早い」

　長老の妻たちは、互いの顔を見合わせて微笑ほほえんだ。

「無教養で礼儀知らずのシャン族の山やま猫ねこなぞに負けてたまるものですか！」

「あの娘のことです、どうせ羊肉の丸焼きを作って、得意顔でもするのではありませんか？」

「ええ、審査するのは、年寄りの族長と帝国人の晴せい凛りん殿だということがわかっていないのでしょう。脂べっとりの肉の塊かたまりなんかを喜ぶはずがございません」

　どうやらシャン族の『山やま猫ねこ姫』の名は、タッケイ族の女たちの間にも鳴り響ひびいているらしい。

　小麦粉を練り終わったシャールはそれをまとめながら、長老の妻たちに振り向いた。

「晴凛殿は、先日の侘タ瑠ル徒トの戦いで、我がタッケイ族の敵でした……タッケイ族の戦士の中には晴凛殿の矢で傷ついた者も数多い。

　奥方たちの縁者にも、晴凛殿に傷を負わされた者がいるはずだ。いわば、晴凛殿はそういった縁者の仇かたきになる。私は族長であるスンタタの妹でありながら、その、仇のところに嫁に行こうという女だ。タッケイの人たちからみれば、恨うらみこそすれ、このように親しくしていただける理由がない。なぜ、私は皆々の応援をいただけるのか？」

　長老の妻たちは互いの顔を見合わせた後で、にっこり笑った。

「そうですね、姫様の言う通り、私たちの縁者は、あの晴凛という方の放った矢で、みんなひどい目にあっております。腕を射ぬかれたり、肩を射ぬかれたりして、みんな包帯だらけ……でも、あの方の射た矢の矢じりは鋭く尖とがっていたけど、返しがついていない錐きりのような矢じりで、抜くのが容易だったのです。

　普通の矢じりは深く刺さったら抜けなくて、抜くときに傷口が大きく広がってしまいます。その傷がもとで腕が使えなくなったり、化か膿のうして死んでしまったりすることがよくありますよね。その矢傷を見て気がついたのです。あの方は最初から殺すつもりが無かったんだって」

「……殺すつもりがなかった？」

　怪け訝げんな顔をするシャールを見て、長老の妻たちはうなずいた。

「ええ、そうです。あの方の弓の腕前は天下逸いつ品ぴんですわ。矢合わせに負けた姫様なら、よくおわかりかと」

「ああ、あの方の矢は先を読む。どこに逃げても逃げる方向と場所がわかっているかのように、逃げた先に飛んで行く。あの矢から逃れることはできない」

「そう、傷を負ったうちの甥おいっ子もそう申しておりました。絶対届かない、狙ねらえない場所にいたのに、矢が飛んできたって……ですから、それだけの腕前があるのに、どうしてあの方の矢は眉み間けんや喉のど笛ぶえに刺さらなかったのかしら？」

　シャールは目を見開いた。

「最初から腕や肩を狙っていた……ということ？」

「そうですわ。殺すつもりなら、最初から頭や喉や、心臓を狙ったはず。あの方にはそれができたはず。なのに、あの方はそれをしなかった。狙いにくい腕や肩を、それも返しのない尖った円えん錐すいの矢で狙ったのです」

　別の妻がうなずいた。

「あの晴凛殿という若者は、残忍さのない慈じ悲ひ深い若者だと思います。人を殺すことを何とも思わない冷れい酷こくで残ざん酷こくな人間なら、わざわざこんなめんどうくさいことをするはずがありません」

「そうですわ、あれは戦争だったのです。矢を射合って、一人ひとりでも多くの敵を殺す。そういう戦い方をしても誰も文句を言わない、本当の戦争だったのです。

　その、本当の戦争で、敵に情けをかけるような男は軟弱なだけだ！　という人がいるかもしれません。でもそれは間違いです」

　その妻は言葉をそこで切ると、シャールの顔を見つめて言葉を続けた。

「姫様はさっき、晴せい凛りん殿の矢は先を読む矢だ、とおっしゃいましたわね？　その通りです。あの方は先が読めるのです。戦いの行く末を見たのです。こうして、タッケイ族の娘を嫁に取ることを見越して、後に恨うらみつらみを残さぬように、タッケイ族の若者の命を取らなかったのです」

　シャールの顔が輝いた。

「つまり、晴凛殿は私を嫁にするつもりで、そんなことを!?」

「ええ、そうですとも、そうに違いありません！」

「ああ、どうしましょう。私はもう、お返事を頂いていたのですね！」

　シャールはそう言うと、手に付いた小麦粉がそのまま顔に白くつくのも忘れて、真っ赤になった頰ほおに両手を当てた。
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「ええ、そうです。姫様が嫁入りを申し出たのは矢合わせの後。そしてあの方が返しのない矢じりを使ったのが、その次の日」

「すぐにお返事をなさっていたのよ」

「だから、あの山やま猫ねこが婿むこにすると言ったときに、あの方はうんと言わなかったのよ」

「心は姫様にお決まりだもの。うんと言うはずがありませんわ」

　だが、長老の妻たちのこの推理は少し間違っていた。

　晴せい凛りんがタッケイ族の指揮官の手足を狙ねらったのは事実である。だがそれは、単に後に恨うらみを残さないため、だけではない。

　あのとき、晴凛は伏ふせ龍たつから『死人を出すな、怪け我が人を出せ』と指示されていたのである。

　死人は放置されるが、怪我人は放置できない。運んだり手当てをするために、人の手が必要になるのだ。怪我人を作るというのは、圧倒的な兵力の差を少しでも縮めるための作戦だったのだ。

　そして、円えん錐すい形の矢じりは少しでも飛距離を延ばすための工夫である。

　平たい刃物状の矢じりは殺傷力は強いが、先端が大きくなるために空気抵抗を受けやすい。円錐形の先端を尖とがらせた、いわゆるスパイク状の矢じりは工作が簡単で、空気抵抗を受けないために遠くまで飛ぶ。

　飛距離を優先して、晴凛はこの形の矢じりを選択したのだ。

　タッケイ族の恨みを買わずに済んだ、という点では、この選択は間違っていない。しかし、その結果、シャールは晴凛の気持ちを大きく誤解することになった。

　練った小麦粉を板の上に置いたシャールは、気合を入れて丸棒を手に取った。

「ならば、この勝負、絶対に負けられません！　あの方の気持ちにお応えしなくては！」

「で、姫様、何をお作りになるおつもりですか？」

「ラグマンを作ります！　この小麦粉を伸ばし、細く切って温かい肉汁で煮た、身体からだに優しい、ほっとできて腹持ちのよい母親の味！　それで勝負です！」

　献立を決めたシャールがびしっと丸棒を突き出す。

　その陰では、包建パイクーの外に立ったメンミが目に涙を浮かべて、入り口の隙すき間まからシャールを見つめていた。

　──許しませんわ、お姉さまがお嫁に行くなんて！　そんなこと、あってはなりません！　どんな手を使ってでも、私が引き止めます！　そう……例えば、料理に毒を盛ってでも！

　メンミはその胸に物騒な決意を秘めて小さくうなずくのだった。




　シャン族の包建では、かまどの前に立ったミーネが難しい顔で、羊肉の薄切りを焼いていた。

「うにゅぅう。いかん、薄切りにすれば食べやすくなると思ったのだが、ちょっと焼き加減を間違えると、火が通りすぎて肉汁が流れ出てしまって、ぼそぼそじゃ。

　あの、焼いた肉の香ばしさと、嚙かみ締めるとじゅわっと中から染み出る肉汁こそが焼肉の美う味まさなのじゃ。何とかならんものかのう？」

　そんなことをつぶやきながら、焼き上がった肉をひょいひょいつまみ食いをしていたミーネの目が、ぱちっと見開かれた。

　──ん？　今の肉は？

　ミーネは慌あわてて、かまどの上に渡した鉄てつ串ぐしの上に載っかっている薄切り肉に目を落とした。

　今、わしがつまみ食いした肉は薄切りだったが、嚙かみ締めるとちゃんと肉の味がして、焼肉の香ばしさもあったぞ？

　そこにあったのは、薄切り肉が重なったまま焼けたものだった。鉄串に通すときに無造作に載せて広げなかったために、重なって焼けていたのだ。

「ふむ……」

　ミーネは焼いている肉を、しげしげと見た。

　──薄切り肉は確かに晴せい凛りんの言うように食べやすい。だが、火加減を間違えると、すぐに焼けすぎて固くなってしまう。

　でも、こうやって重ねて焼くと、表面は焼けても、合わさったところは柔らかくて肉汁もたっぷりある、その上、間に挟はさまった部分に振った塩が肉汁に合わさって、絶ぜつ妙みような味になっておる。

　今まで、焼いた肉の上に塩を振って香草を振りかけて食っておったが、表面にしか味がついておらんので、肉の中にある肉汁と一緒に味わうためには大きく食いちぎらないといけなかった。だがこうやって、肉と肉の間に味を封じ込めることができれば、これはすごいごちそうになるかもしれんぞ！

　ちょっと考えてからミーネはおもむろに、かまどの脇わきに吊るしていた肉の塊かたまりを薄く削そぎ切りにし始めた。肉の厚さは小指の爪の半分ほどだろうか。とにかく、たくさん削ぎ切りにする。

　そこに、木の鉢を持ったミリンがやってきた。

「ウィンさんに臼うすを借りて、干した香草を挽ひいて粉にしてきました……って、何をやっているのですか？」

「うむ、薄切りの肉に塩と香草の粉を振って、重ねて焼いてみようと思うのじゃ。それも一枚や二枚じゃなく、何枚も何枚も重ねて肉の塊のようにすれば、食べやすく味もつきやすいと思うのじゃ！」

　積み重ねた薄切り肉を見て、ミリンはうなずいた。

「ふむ、なるほど。やりたいことはわかります。でも、それを焼くのは難しいんじゃないかと思いますよ」

「にゅ？　なんでじゃ？」

「ひっくり返すとき、きっとバラバラになるでしょうね。もともと薄切り肉を重ねただけなのですから」

「ああ、そうか。このままの状態で火の上で肉を炙あぶれば、バラバラになって落ちてしまうのか……」

　ミーネは手元の肉の塊かたまりをじっと見つめた。

　──どうすれば、肉がまとまるのだろう？　落ちないようにするには……。

　ミーネは、いつもかぶりついている羊の骨付きの炙あぶり肉を思い浮かべた。

　──あれが落ちんのは骨付きだからじゃな。肉は筋でしっかり骨にくっついておる。

　ミーネは手元の重ねた肉を見て、はっと目を見開いた。

「そうか！　骨じゃ！　この肉を骨の周りに巻き付ければ、炙っても落ちんぞ！」

　ミリンは、ほう、と、ちょっと感心したようなため息をついた後で言った。

「山やま猫ねこのくせに、結構な知恵を思いつきましたね。

　けれども、骨では短すぎます。かまどに乗せることを考えて、長くて太い鉄の串くしを用意して、それに肉を巻いたらどうでしょうか？　それをかまどの上に載せて、そして下から炭火で炙りながら、まんべんなく火が通るように、こう、ぐるぐると回すのです」

「おお！　それは美う味まそうじゃ！　やってみよう！　ミリン、鉄串を探してきてくれ！」

「わかりました、二、三心当たりがありますので、当たってみましょう」

　ミリンはそう言うと、一礼して包建パイクーを出た。

「さて、と……鍛か冶じ屋の包建はどこかしら？」

　あたりを見回してそうつぶやいた後で、ミリンは後ろを振り返って微笑ほほえんだ。

「箸はしにも棒にもかからないような料理を作ると思っていたら、これはなかなか楽しみになってきましたね。あの山猫……本気です」

　ミーネが鍛冶屋からちょうどよさそうな鉄の串を借り受けてしばらくすると、シャン族の包建の周りに肉の焼ける香ばしい匂いが漂い始めた。

　その匂いに誘われて、ふらふらとやってきたのは龍りゆう飛ひだった。

　彼は晴せい凛りんの護衛としてついてきたものの、肝心の晴凛はエオル王の包建にいる。することもなく、ぶらぶらとシムールの都を歩いていたところ、この匂いを嗅かぎつけたのだ。

「なんか、美味そうな匂いっすねえ……」

「おお、龍飛か！」

　かまどの炭火の上でじゅわぁといいながら、ぐるぐると回り続け焼けている肉の塊を見て、龍飛は怪け訝げんな顔になった。

「これ、何の肉っすか？　牛っすか？」

「シムールは牛を食わん、羊に決まっておる！」

「え？　いや、だって、この太さが足だとしたら、牛ぐらいのでっかい羊ってことになりやすぜ？」

「ああ、そのことか。よく見ろ、これは足ではない。鉄串に薄く切った肉を巻き付けて焼いているのだ」

「え？　ああ、本当だ。骨じゃねえ」

　龍りゆう飛ひは納得するようにうなずいた後で、もの欲しそうな微笑ほほえみを浮かべた。

「それにしても、美う味まそうに焼けていますねえ。どうっすか、一口味見をさせていただけやせんかねえ？　あ、いや、がぶりと一口！　なんてことは言いやせん。その、いい具合に焼けているところの上っ面つらだけを、こう削って……」

　黙だまって話を聞いていたミリンが、龍飛をにらみつけた。

「匂いにつられてやってきて、一口食わせろ、とは、ずいぶんとあつかまシいデスね、このノラ犬は。山やま猫ねこでももう少し遠えん慮りよしまス」

「え？　あ、あはははは、ダメっすか？　いやあ、実に美味そうなもんで、一口ぐらい食わせてもらえねえかなあ、とか思っていたんすけどね？」

　まるでイタズラが見つかった悪ガキのような、あけっぴろげな笑いを浮かべた龍飛を見て、ミーネは思わず言ってしまった。

「仕方ない、一口だけじゃぞ？」

「え？　いいんすか？　ホントっすか？」

「姫様！」

「いいのじゃいいのじゃ！　毒見をさせるだけじゃ！　誰かさんが香草と間違えて毒草を粉にしたかもしれんしのう」

「なんてことを言いやがりマスか、この山猫ハ！　人が苦労して臼うすを回していたことも知らないデ！」

「それに……えーと、龍飛は帝国人じゃ。侘タ瑠ル徒トの王の妻となれば、帝国人の味覚も知らねば意味がない。そうじゃろう？」

「それはそうですケド。こいつハ、侘瑠徒の食堂の味シカ知らないと思いマスよ。侘瑠徒の食堂は、シムール風の味付けですカラ当てにはなりマセン。帝都の味を知っている人間に聞かないと意味がありマセン！」

　龍飛はむっとしたように言い返した。

「おい、見み損そこなうな。こう見えても正せい剛ごう龍飛、生まれは帝都……からちょっと離れた、長なが門と里りって小さな町だ。自慢じゃねえが、新兵訓練は帝都の緑軍統括で受けた、バリバリの精せい鋭えいよ！　帝都で半年暮らしていたんだぜ？　帝都の味を知らねえわけがねえだろうが！」

「へえ、そうナンですか」

　ミリンはちょっと見直したようだった。

「そうか、帝都で暮らしたことがある、というのが本当なら、そいつは心強い。待っておれ、今、肉を下ろして、お前が食べる分を切り取ってやる！」

　ミーネはそう言うと、手に厚手の手袋をはめて肉の塊かたまりを下ろした。

　こんがりと焼けた肉の隙すき間まから、溶けた脂がぷちぷちと小さな透明な泡を吹いている。その一番外側によく切れるナイフを当てて、前後に動かしながら肉を削そぐように切っていくと、剝はがれた断面から、半透明になった肉汁が流れ落ち、白い湯気と香草と肉の匂いが入り混じった香りが立ち昇る。なんとも、暴力的に食欲を刺激する香りだ。

　じゅる……。

　龍りゆう飛ひは思わず涎よだれをすすった。

　切り取った肉を皿に取ったミーネは、横にあった小さなフォークを添えて龍飛に差し出した。

「食ってみろ」

「うひゃ、ありがてえ！　いただきやす！」

　龍飛はそう答えると、皿に飛びついた。

「うほ、こいつは美う味まそうだ、うは、熱っふ、ふは、ふは、ああう、うめ、うめえ！」

　肉を食いちぎった龍飛は目を見開いた。

「あ、嚙かまねえのに、肉は口の中でバラけやすね、これ。おう、こんがり焼けてんのに汁気たっぷりで、嚙むと塩と香草の混じった肉汁が浸しみ出してきて、うはあ、すっげえ美味い！」

「そうか！　美味いか！　よしよし！」

　ミーネは龍飛を見て嬉うれしそうに笑いながら、表面を削いだ肉の塊かたまりをナイフで指差した。

「中がまだ生焼けのこの肉を炭火の上に戻せば、またそこがこんがり焼ける。

　この焼き方だと、いつも焼きたての炭火に炙あぶられた一番香ばしい部分だけを食べることができる、というわけじゃ！」

「そうか！　そういうことになるな、さすがはミーネ様だ！　いつも焼肉にかじりついてるからこそ、考え出せる料理っすね！」

　──よし！　帝国人の龍飛にも好評じゃ。晴せい凛りんはこれを食べたら何と言うかのう。

『美味い！　さすがは姫様、やっぱり僕の妻は姫様しかいません……』

　なんて言って、わしを熱のこもった眼まな差ざしで見つめてきて　──。

　──うむぅ、そんなことになったら、どうしたらよいのじゃ、わしは。いやどうするもこうするも、嫁として、妻として……！

　頰ほおを赤らめ妄もう想そうに耽ひたっているミーネを、ミリンが気味悪げに見つめる。その視線に気付いたミーネは取り繕つくろうように、

「こほん。うむ、肉についてのこだわりは、わしの右に出るものはおらんだろう」

　と、胸を張る。

「別に褒ほめ言葉になってないって気付いてないのですかね、この山やま猫ねことノラ犬は」

　ふう、とため息をつくミリンには気付かず、ミーネは、

「ところで龍飛は帝都にいた頃はどんな料理を食べておったのだ？」

　そう言うと、焼けた表面をもう一枚削って、龍飛の皿に載せた。

「おかわりじゃ、食え」

「あ、こりゃどうも！」

　龍りゆう飛ひは首を前に出すような格かつ好こうで頭を下げると、肉を食い始めた。

「あふあふ、いやあこの肉はやっぱうめえっすねえ……そうっすねえ、帝都にいた頃は独りもんの新兵だったっすから、そんなに高い料理屋に行ったことはねえんすけど。あれっすね、牛ぎゆう椀わんの店にはよく行っていたっすよ」

「牛椀？　何だそれは？　どんな食い物だ？」

「牛の肉を薄切りにして、豆とう醬しようって茶色いしょっぱい汁と、麦ばく芽がで作った水飴あめで作った甘くてしょっぱい汁でタマネギとかと煮るんす。そいつを米の飯の上にかけたもんでさあ。その汁で味がついた飯と一緒に食うんですが、安くて美う味まいってんで、そればかり食ってやしたねえ」

「甘くて……しょっぱい？　帝国には甘い料理があるのか？」

「ええ、甘いって言っても、はちみつみたいな甘さじゃねえんです。何と言うか、ほんのり甘いって感じですが、これがまた後味がいいんでさあ。

　そういえば、水飴と酢を混ぜた甘酢ってのもありますよ。甘くて酸っぱいんです」

「甘くて酸っぱい？　それは食後に食べる果物の、すもも、みたいなものなのか？」

「えーと、ああいった果物の甘酸っぱさとは、これまたちょっと違うんですよ」

　ミーネは考え込んだ。

「うーん、わしは料理というと塩味のものしか食ったことがないから、お前の言う味が想像できんが……帝国にはいろんな味の料理があるんだなあ」

「そうっすね。帝国って広いっすから、いろんな地方の食いもんとか調味料とかが入ってくるんでさあ。なんで、甘いのとかしょっぱいのとか酸っぱいのとか辛いのとか、いろんな味が混じっている料理が多いっすね」

「そうか、帝国の料理とは、そういうものなのか。わかった、礼を言うぞ！」

「あ、いえ、こんな美味い肉食わせてもらって礼を言われちゃ、立つ瀬がありやせん。ごちそうさまでした」

　龍飛は慌あわてて頭を下げた。

　包建パイクーを出ていった龍飛を見送ったミーネは自信ありげに胸を張った。

「今の龍飛の言葉で、わしはさらなる美味さに気がついたぞ！」

「この焼き肉で勝負するのではないのですか？」

「焼き肉はこれでいく！　だが、これだけではいかん。龍飛も言っていたではないか。いろんな味が混ざっている料理が多い、と！　わしはこれから、この肉につける帝国風の特製ソースを考える！　今夜の対決は、それで勝負じゃ！」




　大きな夕日が、遠く平原の向こうにそびえたつ霊れい峰ほう山ざんをシルエットに染めて沈んでいく。

　気の早い星が天空に一つ、二つと輝き始める頃。

　シムールの都エルソムを夕闇が包み始めていた。

　王包建パイクーの前にある広場には野戦用の天幕が張られ、観戦武官用の折りたたみ椅い子すがずらりと並んでいる。

　それぞれの椅子の前には長机が置かれ、机を挟はさんだ向こう側には、大きなかまどが六つ据すえられて火が焚たかれている。

　右のかまどにはお湯を張った大きな鍋なべが置かれており、左のかまどには煉れん瓦がが積まれて、そこに鉄の枠が載せられている。

　タッケイ族のシャールとシャン族のミーネが、晴せい凛りんの嫁の座を争って料理対決をする。その知らせは、昨夜のうちに、このエルソムにいるすべてのシムールの知るところとなった。

　エルソムでは今までにも余よ興きようとして、各部族の代表を集めて矢合わせをしたり競馬をしたり、というイベントが開かれていたが、今回のように女同士の、しかも種目は料理、という対決は初めてである。

　各部族の族長が集まるこの時期は、長老たちの家族もこのエルソムに集まっている。

　矢合わせや競馬、というのは男たちが本気になるが、女衆たちはそれを見ているだけである。

　今回の料理対決は、そんな女衆たちにとって、格かつ好こうの娯楽だった。

　広場には各部族の戦士たちだけでなく、その妻や娘、妹、という女たちが詰めかけており、異様な盛り上がりを見せている。

　王包建の脇わきに張られた控室用の小さな包建の入り口に、ウィンが立った。

「族長の皆さま、そろそろお時間です。お席の方にお着き下さい」

「わかった。では、皆の者！　そして晴凛！　席に着くとしよう！」

　エオル王に言われて、族長たちが席に移る。

　晴凛は、白地に金の刺し繡しゆうの入ったシムールの婚礼のときに花はな婿むこが着る礼装を、身に着けていた。

「よく似合うぞ、晴凛」

　エオル王にからかわれた晴凛は、困ったように微笑ほほえんだ。

「は、はい、どうも……」

　晴凛の前に立ったウィンが、頭のてっぺんからつま先までを舐なめるように見た後で微笑んだ。

「よし、完璧！　どこに出しても恥ずかしくありませんよ、晴凛殿」

「あ、ありがとうございます」

「その衣装は祖父の結婚式のときの衣装です。エオル兄の花婿姿を見るのを楽しみにしていたのですが、先日他界しまして……」

「そ、そんな大事なものを僕のために？」

「ええ、いいんですよ。兄は父のものを着ることになっています。そういうしきたりなんです。一代過ぎたものは一族の他の人間や親しい方に譲ゆずって、着てもらうことになっているんです。ですから気になさらぬように」

　ウィンはそう言った後で、ちらりと横目でエオル王を見て言葉を続けた。

「……兄は当分着るつもりもなさそうですし」

　エオルは咳払いをすると、真ま面じ目めな顔で晴せい凛りんに言った。

「えー、あー、おほん。まあとにかく、今日きようは侘タ瑠ル徒トの王、晴凛のお披ひ露ろ目めでもある。堂々と振るまうように！」

「はい、わかりました！」

　控室代わりの小包建シヤオパイクーから族長たちが姿を現すと、広場の中に拍手が沸わき起こった。

　そして、晴凛を従えてエオル王が姿を表すと、拍手が一層大きくなった。あちこちから囃はやす声と口笛が飛ぶ。

「あれが、侘瑠徒の王となった晴凛という若者か」

「思ったより細い男だな」

「でも、利発そうねえ」

「優しそうなところが気にいったわ！」

「こうやってみると、結構いい男よ？　帝国人って、顎あごの線が細いから優しく見えるのよね！」

「ああ見えるけど、結構やり手って話よ。侘瑠徒に立てこもって、タッケイとユルム相手に一歩も引かなかったそうじゃない」

「それどころか、帝国にも反旗を翻ひるがえすなんて、結構気き骨こつがあるのかもね！」

　シムールの人々はわいわい言いながら、晴凛を見つめていた。

　一方、その反対側に張り巡めぐらされた幕の向こう側では、半分焼き上がった状態の肉を抱えたミーネとミリン。そして、あとは切るだけの状態に平たく伸ばされた小麦粉と、それを煮る肉汁の入った大きな鍋なべを足元に置いたシャール。そのそばでは、長老たちの奥方が緊張した面おも持もちで、勝負が始まるのを待っていた。

　幕の向こうで歓声が沸き上がったのを聞いて、長老の奥方の一人ひとりが好奇心に耐えられなかったのだろう、張り巡らした幕の隙すき間まに顔を押し付けて外を覗のぞき見た。

「あらまあ、晴凛様、婿むこ入りの衣装を着ているわよ！」

「ええっ！　本当？」

「ええ、あれは、エオル王の一族が着ていた婚礼衣装じゃないかしら　すっごい豪ごう華か！」

「サイト族の婚礼衣裳って金の刺し繡しゆうが映えるのよねえ！」

「ええっ？　見せて見せて！」

　遠えん慮りよを知らないオバサンたちはこういうとき強い。

　あっという間に幕の継ぎ目に群がった。

　振り返った奥方の一人が笑いながら手招きした。

「シャール様も、ミーネ様も、どうぞ！　ぜひご覧になって！　ほんと、凛り々りしいお姿ですわよ？」

　──ど、どうしよう？　見に行きたいけど……。

　ミーネとシャールは顔を見合わせた。

　こういうとき、思いは同じである。

　最初に飛びついたのはミーネだった。想いが純粋なだけあって、こういうときに逡しゆん巡じゆんしない。

「わかった！　わしにも見せてくれ！」

　となると、シャールも置いていかれるわけにはいかない。

「わ、私にも！」

　ミリンも興味があったのだろう。「仕方ありませんねえ」などとつぶやきながら、ミーネの後を追った。

　その場にいた全員が幕の隙すき間まに群がった、その瞬しゆん間かんを待ちかまえていた人間がいた。

　シャールの付き人のメンミである。

　メンミは頭につけたたくさんの飾り紐をひらひらさせながら、するするっと素早く天幕の中に入り込むと、シャールが作ったラグマンの汁の鍋なべに近づいた。

　その手には素焼きの小こ瓶びんが握り締しめられている。その栓を抜いて、そっと匂いを嗅かいだメンミは顔をしかめた。

　──うぇえええひどい臭い！　ひどいですわひどいですわ！

　それは、タッケイ族の食糧庫の中にあった、塩漬けの生魚からにじみ出た汁だった。

　メンミは最初、薬くす師しに言って毒を手に入れようと考えた。しかし、毒薬を料理に入れるだけの度胸はさすがに無かった。

　そして、次に考えたのが、何かとんでもない食材を料理にぶち込んで台無しにする、という方法だったのだ。

　食糧庫に忍び込んだメンミの気を引いたのは、一番奥にある小さな壺だった。

　少し近づいただけでも目と鼻に来る異臭を放つその壺は、南の海で取れる小魚を生のまま塩漬けにしたものだ。臭いはひどいが精がつく食べ物だと聞いた先代の族長が、大枚をはたいて旅の商人から買い求めたものだった。

　だが、いざ買ってみると、あまりにも臭いがひどいので誰も食べない。かといって高い値段で買い求めたものを捨てるわけにもいかない、という理由で食糧庫の中で眠りについていたものだった。

　──これよ！　これなら一発で、シャールお姉さまの料理を台無しにできる！

　メンミはそう考えると、そっと壺の蓋ふたを開け、その中を覗のぞき込んだ。

　壺の中に入っていた魚はとっくに分解して底に沈んでしまったのだろう。目に見えるのは灰色のどろりとした表面の液体だけだった。

　──きっと、キツイ濃い部分は底に沈んでいるはず！

　メンミは強烈な臭いのために涙がにじんできた目をぱちぱちさせながら、壺つぼの中の液体の表面を搔かき分ける。そして、その下にあったピンク色半透明の汁を、持っていた小さな素焼きの小こ瓶びんに汲くみ取った。

　今、メンミの手の中にある素焼きの小瓶の中身はそういう代物だったのだ。

　──こんなものを入れたら、絶対にこの汁は台無しになるわ！

　でも、やるしかない！　これはすべてシャールお姉さまのため！

　メンミは一いつ瞬しゆんためらったが、意を決したように目をつぶり、小瓶の中身を、どぼどぼ、と鍋なべに注いだ。

　──やった。

　ああ、やってしもうた。

　終わりだわ。これで、シャールお姉さまの料理は終わり。

　料理は失敗するわ。だから、お姉さまはあの悪魔のお嫁にはなれない。お嫁に行かないですむ。

　このことがばれたら、きっと私はお暇を出されるわ。どっかの子守女になって……ううん、料理を台無しにするような女ですもの、子守のやり手なんてないかもしれないわ。何をすることもなく、一生を終えるかもしれない。でも……でも、いいの！　お姉さまのためだもの！

　お姉さまが、あんな、あんな男の嫁になるくらいなら！

　勝敗が決した後で、きっとお姉さまは私がやったことにお気付きになるわ。きっとお怒りになるでしょうね……。

　けれども、私の気持ちもおわかりいただけるかもしれない！　このメンミの真実の愛に！

　そのときお姉さまは、私の手をとってお許し下さるのよ！

『メンミ、私は今ようやく、お前の気持ちに気付いたよ！』

『いいえ、勝手な私を、お許し下さい！』

『至らない私をこそ、許しておくれ』

『お姉さま、そんなことおっしゃらないで』

『ああ、メンミ……！』

『お姉さま……！』

　──そしてひしと抱き合う、私とお姉さま！

　……そんなことは、望んでないわ。せめてお姉さまが霜そう神じんの生いけ贄にえにならずにすめば、私はそれでいいの。

　お姉さま、さようなら。私が代わりに、冥めい府ふ魔ま道どうに落ちますわ……！

　メンミがにじんできた涙を拭ぬぐいながら天幕を抜け出たのと、エオル王の前に立ったウィンが、よく通る澄んだ声で料理対決を告げたのは同時だった。

「では、これより、族長エオルと族長様、そして我がシムールの祖霊様の前において、タッケイ族の姫シャールと、シャン族の姫ミーネの料理勝負を執とり行います！

　品目は一品！　シムールの財産である羊を使ったおもてなし料理！

　準備はよろしいでしょうか？　準備がよろしければ、両名ともに進み出なさい！」

　シャールとミーネの前に張られた幕が左右に開き、二人ふたりはゆっくりと進み出た。

　観客の大歓声が巻き起こる。

「いよっ！　待ってました！　タッケイ族の誇りシャール姫！」

「なんの！　シャン族の誇りミーネ姫も、元気さでは負けんぞ！」

　ウィンは二人に微笑ほほえみかけた。

「勝負は時の運。どっちが勝ってもどっちが負けても恨うらみっこなし！　いいわね？　正々堂々と、恥ずかしくない料理を作りなさい！」

　シャールとミーネは顔を見合わせた後で、同時にうなずいた。

「はい！」

　二人は互いに目を逸そらすことなく火花を散らす。

　──ミーネ、あなたに晴せい凛りん様を渡すことはできません。あの方も私を求めているのです！　晴凛様、待っててくださいね。

　──シャール、お前に晴せい凛りんは渡さん。ずーっと昔から晴凛はわしのものだったのじゃ！　晴凛、待ってろよ、美う味まいもの食わせてやるからな。

[image: ]

　どうやら似たようなことを考えて闘志満々になっている二人ふたりを見て、ウィンは小さくうなずくと、右手を挙げた。

「では、始めなさい！」

　シャールとミーネは、自分たちの食材が用意されている天幕に駆かけ戻った。

　ミーネとミリン、そしてシャン族の女衆は、ミーネが用意した大きな肉の塊かたまりを巻き付けた鉄てつ串ぐしをかまどの上に載せる。シャールとタッケイ族の女衆はあらかじめ伸ばしてあったラグマンの麵めんの生き地じを持って、かまどの脇わきの調理台に載せた。

「シャール様。ラグマンはゆですぎるとドロドロに溶けてしまいます。制限時間を上う手まく使って、ラグマンがゆで上がる時間と肉汁と合わせる時間を見切るのです！」

「先を読むことが大切なのは、料理も同じ！」

「私たちがお手伝いできるのはここまでです。あとはお一人ひとりで全部やらねばなりません！　頑張ってください！」

　シャールは真剣な目でうなずいた。

「わかった、頑張る！　今までありがとう！」

　一方、ミーネのほうはというと。

「肉は焼きすぎない！　味見と言いながらつまみ食いしない！

　そして、冷めないうちに全員の皿の上に行き渡るように、手際よく切るのですよ？　均等に切れるかどうか、というのは大切です！　わかってますか？

　調子に乗って適当に切り分けると、行き渡らなくて、とても困ったことになりますよ？」

　嚙かんで含めるように言うミリンに、ミーネが吠ほえた。

「えーい、うるさい！　わかっておる！」

「本当ですね？　本当にわかっているんですね？」

「わかっているから、わかっている、と言ったのじゃ！　肉の切り分けは、さっき一回やってみた！　見当がついているから大丈夫だ！　さあ戻れ！　ここから先はわし一人でやらねばならんのだ！」

「わかりました、くれぐれも怪け我がをしないように！　肉切りナイフは切れ味がいいですから、力を入れると、とんでもないことになりますよ！」

「わかった、わかった！　ほら、シャールのほうの付き人はみんな戻ったぞ。お前も戻るのじゃ！」

　後ろ髪を引かれるように、何度も何度も振り返りながら控えの天幕に戻って行くミリンを見送ったミーネは、自分に喝かつを入れるように両手で握り拳こぶしを作ると、かまどの上に置かれた肉の塊に駆け寄った。

　──おっといかん、このままでは片方だけが焦こげてしまうな。

　ミーネは鉄てつ串ぐしの先端に取り付けたクランクの取っ手を握って。

「ほーれほーれ、おいしく焼けろー、焦げるとナイフでちょん切るぞー♪」

　何やら怪あやしげな歌を歌いながら、肉をくるくると回し始めた。

　その動きを見ていた観衆と族長たちの間から、驚きの声が上がった。

「すげえ、ミーネ姫が回している、あれは何だ？」

「あんなでかい肉、見たことないぞ」

「聞いた話によると、あの肉はどうやら薄切り肉を重ねたものだというぞ」

「ほう、結構手が込んでいますな」

「ふむ、私が感心したのはあのからくりです。ああやって炭火の上で回せば、まんべんなく火が通るし、余分な脂は滴したたり落ちる」

　かまどの炭火の上に落ちた脂が、じゅうじゅうと音を立てて煙を上げるのを見て、族長の一人ひとりが言った。

「ああやって煙で燻いぶされるというのも、風味の一つかもしれませんな。いや、考えていますよ」

　広場に漂い始めた焼肉の匂いと、見たことのないほど大きな肉の塊かたまりをかまどの上で回すという光景に、族長たちも見物の人々も驚き騒ぐ。

　もう一方のかまどの前でその様子を見ていたシャールも、この匂いには驚いた。

　噂うわさに聞こえたシャン族の『山やま猫ねこ姫』のことだから、羊を本当にまるごとかまどに放り込むんじゃないかと、心のどこかでシャールもミーネのことを侮あなどっていたのかもしれない。

　ところが、思った以上に知恵を働かせ、よい料理を作り上げようとしている。

　──いいや、何を驚くことがあろうか。彼女もまた一族の姫なのだ。

　自分の料理に集中しなければ、と、シャールは深呼吸をしてから、調理台の上に麵めんの生き地じを載せた。

　これは、あらかじめ小麦粉を練って、しばらく寝かせてから平たく伸ばしたものだ。

　両手を広げたほどに広がった生地を丁寧に折り畳むと、シャールは長く真っすぐなナイフを手に取った。

　それは麵を切るために作られた特製の包丁だった。

　シャールに料理の手ほどきをしたタッケイ族の長老の妻が、ラグマンを作るために旅の商人に注文して手に入れたものである。

　シムールのナイフは、肉を切ったり皮を削そいだりするために使われることを考えているために、刃が緩ゆるやかな曲線を描えがいている。

　まっすぐに形の揃そろった麵を作るためには、そういった曲線を描いた刃よりも、直線の刃物の方が都合がいいのだ。それを知っていた長老の妻が、シャールがラグマンを作ると聞いて、以前買い求めたこの包丁を貸し与えたのだ。

　──お借りしたこの包丁、使いこなしてみせます……！

　シャールは折り畳んだ生地にその直線のナイフを当てると、一定のリズムで刃を動かし、生き地じを細く切り始めた。

　その、素人しろうと離れした手つきを見た観客の間から、またもや驚きの声が沸わき起こった。

「おお、すごいぞ、シャール姫を見ろ！」

「あれは、何だ？　何を切っているんだ？」

「ラグマンの生地らしいぞ？」

「ラグマン？　あれに入っている小麦粉の麵めんは、あんなに細くないぞ。もっとへろへろっとしたやつだぞ？」

「ああ、うちのおふくろは小麦粉を切らないで、両手で転がして細く伸ばして作ってる。あんな風に切るのは初めて見るぞ」

「そういえば、帝国の都にはああやって細く切った麵があるって、聞いたことがあるぞ」

「へえ、すげえ、あれって帝国風なのか」

「どんな味なんだろう？　食ってみたいな」

　族長たちも互いに顔を見合わせると、興味深げに言葉を交わした。

「シャール姫が作っているのは、あれはラグマンですな……」

「ラグマン、というと、汁の中に小麦を練った麵を入れたやつですか？　あんなものはごく普通に食べる家庭料理ですよ、とてもおもてなしには……」

「いやいや、よく見てください、あの麵の作り方。あれはもう家庭料理ではない。これはつまり、良き妻としての存在を見せるのと同時に、おもてなしの料理も作る、という計算があるのではないかな？」

「おう、そう考えればまさにその通り、一石二鳥ですな！」

　族長たちの会話を聞いていたエオル王がにやっと笑いながら、隣に座っていた晴せい凛りんに話しかけた。

「どうだね？　どっちの料理が美う味まそうに見える？」

「え？　あ、いや、そう言われましても、まだ、どんなものなのか見当もつきませんから……」

　晴凛が慌あわてて答えると、エオル王は、もっともだ、という風にうなずいた。

「確かに、見ただけでは味はわからん。だが、見ただけでわかるものもある」

　エオル王は、ちょこまか動き回りながら、目を輝かせて嬉うれしそうに肉の焼け具合を見ているミーネを指差した。

「ミーネが作っているのは、人目を引く宴会料理だ。大勢の人を集めて、みんなで楽しく元気に明るく食べる料理を作ろうとしている」

　そして、次に、真剣な目で、一生懸命ラグマンの生地を切っているシャールを指差した。

「シャールが作っているのは、一見すると地味な家庭料理だ。だが、手を抜かず、こだわることで、その家庭料理をおもてなしの料理に昇しよう華かさせようとしている。まさしく堅実、といってもいいだろう」

　エオル王は晴せい凛りんを見て言った。

「まさに、あの二人ふたりの性格そのままの料理だ。そうは思わんかね？　ミーネを嫁にすれば、明るくていつでも誰かがやってきてはわいわいと騒ぐ、楽しい家庭になるだろう。そして、シャールを嫁にすれば、落ち着いて隅々まで彼女の目が行き届いた、静かで堅実な家庭になるだろう。君はどっちがいいと思うかね？」

「は、はあ……」

　目の前で実に嬉うれしそうに肉の塊かたまりをぐるぐる回しているミーネを見て、晴凛は考えた。

　──確かに、ミーネ姫が家にいれば飽きないだろう。お祭り騒ぎのような毎日になるような気がする。

　でも……飽きないけど疲れそうだ。

　次に、思い詰めたような表情で、ラグマンの麵めんをきっちり切り分けているシャールを見て考えた。

　シャールという子はあの矢合わせでしか見たことはない。よく知らないけど、侘タ瑠ル徒トでいきなり求婚してきたりするくらいだし、結構思い込みが強い子なんだろうな。面倒見はいいけど、隅から隅まできっちり管理されそうで、それはそれで疲れそうだ。

「……えーと、上う手まく言えないんですけど。どっちも疲れそうだな……と」

　晴凛の返事は予想していたものの中に無かったのだろう。エオル王は一いつ瞬しゆん目を見開いた後で笑いだした。

「ははははは！」

　その哄こう笑しように、晴凛は何か的はずれなことを言ってしまったのだろうかと首を傾かしげる。

「いや、はっははっ、そうか、うん、確かにそうだ、どっちも疲れるに違いない！」

　ひとしきり笑った後で、エオル王は自じ嘲ちようするような微笑ほほえみを唇くちびるの端はしに浮かべた。

「君は素直だな……私が君に期待していた答えは、シャン族とタッケイ族、どっちを味方につけたほうが、この先自分にとって有利か。それを天てん秤びんにかけた、その結果だったのだよ。

　だが、どうやら君の意識の中にあったのは、純粋に彼女たちと自分が描えがく未来のことだけだったらしい。

　いやあ、自分が汚けがれすぎていることに気付かされるというのは、結構きついものだな」

　そう語るエオル王の背後に、いつの間にか妹であるウィンが立っていた。

「何を偉そうに言っているのですか。あなたもちょっとはご自分の未来も考えなさいな、兄様いつになったら私は甥おいなり姪めいなりの顔を見ることができるのでしょうか？」

「おおっと、これはとんだやぶ蛇へびだったな」

　ため息をつくウィンと、まったく気にしてなさそうなエオル王。

「あ、いえ、そんな、僕はそんなことにまで頭が回らなかっただけで……」

　慌あわてて首を振る晴せい凛りんを見て、エオル王は静かに言った。

「その、無防備なまでの素直さが、現在の状態を呼び寄せたのだ、ということに気付いていないのかね？」

「現在の状態……と申しますと？」

「この広場にいるシムールは、全支族の幹部や長老、そしてその家族たちだ、いわば、ここにいる人たちは全シムールの縮図と言ってもいい」

「はあ……？」

　エオル王の言わんとすることがわかりかねて、また晴凛は少し首を傾かしげた。

「わからんのかね？　この中に、君に反感を持っている人間がいるか？　君を帝国人として憎にくしみ、恨うらんでいる人間がいるか？　いや、いない。みんながみんな、ここにいる全員が、君がシャン族かタッケイ族か、そのどちらかの一員となることを認めているんだ。君は信任されたのだ！」

　晴凛ははっと顔を上げた。

　目の前にあるのは、すべて笑え顔がおだった。

　晴凛のために一生懸命料理を作るミーネとシャールを応援し祝福する、暖かな善意にあふれた笑顔の群れだった。

　晴凛は頭を下げた。

「ありがとうございます……でも、その信任は僕が自力で勝ち取ったものじゃありません！　それは……それは、ミーネ姫とそしてシャール姫のおかげです！」

「うむ、確かにそうだ。ミーネとシャールが、君の嫁になる！　などと言いださねば、こんなことにはならなかっただろう。そう考えれば君の言う通りだ。

　だが、私はこう思うんだよ。

　君は、あの二人ふたりに、そこまで慕われるに足る人間だということだ。つまりそれは君の力だ。

　君一人ひとりの力は無力かもしれない、しかし、二人に慕われた君は、今ここにいる人たちに認められ慕われている。ここにいる百人が里に帰って十人に話せば、その数は千人になる。

　人に慕われる力を持っている人間は無力じゃない、その逆だ。人に慕われることこそが強さへのただ一つの道なのだ」

　晴凛は額ひたいを搔かいて頭を下げた。

「……何となく、わかるような気がしますけど……その辺のことは、まだよくわかりません。申し訳ありません」

「まあいい。その若さでそこまで理解できたら、末恐ろしい」

　エオル王がそう言って笑ったとき。

　シャールは、切り終わったラグマンの麵めんを、ぐらぐら煮えたぎっている大鍋なべのお湯の中に投じた。

　お湯の温度が下がったために、一いつ瞬しゆん、鍋なべの中が静かになる。

　麵めん同士がくっつかないように、すかさずシャールは大きなフォークで鍋を搔かきまぜた。

　やがて、温度が上がってきたのだろう。たっぷりのお湯の中で白い麵が躍り始めた。

　──よし、あとはゆですぎないように、時間を見計らって……あ、いけない！　肝心の肉汁のほうを忘れていた！

　シャールは飛び上がるように振り向くと、かまどの脇わきに置かれたラグマンのつけ汁の入った深い鍋を持ち上げて、かまどに乗せた。

　──汁のほうは温めるくらいにして、煮詰まらないようにしないと……。

　汁の味見をしようとして鍋の蓋ふたを開けたとき、シャールの鼻び孔こうを異臭がくすぐった。

　──あれ？　なに、この臭い。この汁は、ポロ葱ねぎと人参と干したナバキノコを戻したもの、そして羊肉の背肉を細く切ったもので作ったはずよ？

　さっきまで、すごくいい匂いだったのに……何で、何でこんな生なま臭ぐさい臭いがするのよ！

　シャールは青ざめた顔でおたまを手に取ると、それで肉汁をすくって顔の前に持ってきた。

　それは、明らかに別のものが混じった臭いだった、

　──これは……魚？　そうよ、魚の腐った臭いだわ！　何でこんな臭いがするのよ！

　こんな臭いの汁じゃ、食べられない！　捨てるしかないわ！　でも、捨てて、今から汁を作るなんて無理だわ！

　どうしよう？　どうすればいいんだろう？

　シャールの視界の中に、ミーネが焼き上がり始めた肉の塊かたまりの端はしっこを削そぎ取って、味見をする姿が映った。二度三度と味見をしている……というか、あれはつまみ食いではなかろうか。

　──味見しているってことは、ミーネのほうはもうすぐできあがるみたいね。

　そう考えたとき、シャールははっと目を見開いた。

　──そうよ！　味見よ！　臭いがおかしいというだけで、私、味を見ていなかった！　もし、味が大丈夫なら、臭いだけならなんとかなるかもしれない！

　シャールはおたまの中の汁を小鉢に取り、祈るような思いで目をつぶって口に運んだ。

　最初に感じたのは、鼻に抜ける腐った魚に似た臭いだった。

「うわ……」

　悪臭と言ってもいいその臭いに、思わず声が出た。

　しかし、次の瞬しゆん間かん。

　舌の上で、味が爆発した。

　それは今まで経験したことのない味だった。肉の旨うまみは確かにある。野菜の旨みもある。しかし、それとはまったく違う方向から来る旨さがそこに重なっている。

　単純な肉汁の旨さとは比べ物にならない、幾いく重えにも重なった旨みが、どん！　と舌に載った感触を何と言えばいいのだろう？

　──何これ？　何の味なの？　こんな味初めて！

　これは捨てられないわ！

　シャールは、もう一度小鉢の中のスープを飲んだ。

　味が舌の上から上顎あごを通って鼻に抜けるときに、旨うまみを感じる要素は魚の生なま臭ぐささを伴っているのがわかる。

　この美お味いしさは、魚の美味しさね。でも、この臭いが邪じや魔ましているんだわ。

　……ってことは。この臭いを消すことができれば、この味でお客様に出せるんだ！

　──臭い消しになるもの……そうだ！　ショウガよ！　ショウガがあれば、生臭さを消せる！

　シャールは思わず調理台の周りを探した。

　しかし、そこにあるのは、ラグマンを出すときに椀の中に浮かべる青菜をゆでて刻んだものだけだった。

　──この青菜でも少しは臭いは消せる、でもそれだけじゃ弱い。絶対に弱い！

　何かないかしら、臭いの消せる香草か何か！

　シャールがもう一度顔を上げて目の前の調理器具を見回したとき、ふわっと、香草の匂いが鼻をくすぐった。

「え？　どこ？　どこにあるの？」

　シャールは思わず声に出して、辺りを見回した。

　その目が隣で肉を焼いているミーネの手元に止まった。

　そこには、小さな鉢に入った緑色の粉末があった。

　臭いの源はその鉢だった。どうやら、ミーネは香草を粉にして、肉に振りかけているらしい。

　──ああ、あれさえあれば！

　ミーネに飛びついて鉢をひったくりたくなりそうになった自分を、シャールは必死に抑え込んだ。

　そんなシャールの視線に気付いたのだろう。ミーネが顔を上げて、ふっとシャールを見た。

「ん？」

　目が合った次の瞬しゆん間かん、シャールの口から言葉が出た。

「お願いです！　ミーネ姫！　その香草を私にも分けてもらえないだろうか！」

　口に出した瞬間、シャールは後悔した。

　──ああ、なんて馬ば鹿かなことを！　これは勝負なのだ！　私とミーネとで晴せい凛りん様を取り合う、という……。

　ミーネがそんなことするわけない！　私だったら絶対に断る！　そんな、自分で自分の首を絞しめるような……。

　シャールがそこまで考えたとき、ミーネは、にっ！　と白い歯を見せて笑った。

「なんだ、忘れたのか。いいぞ、持っていけ！」

「え？」

「ミリンめ、あの馬ば鹿か力で石臼うすをどれだけ回したのだろうな。いくら何でもこんなには使わんというのに。転んで地面にぶちまけるかもしれませんから、とか言いおってのう」

　シャールは目を見開いた。

「いいのか？　貰もらっても……」

「うむ、かまわん。忘れたのなら仕方ないではないか、困ったときはお互い様だ」

　何の屈くつ託たくもなく答えるミーネを見て、シャールは泣きたくなった。

　──この子、すごい。

　私より年下なのに……私より大人だ。

「どうした？　いらないのか？」

　突然涙ぐんだシャールを見て、ミーネが怪け訝げんな顔をした。

「あ、いえ、何でもない！　嬉うれしかったから……」

「うむ、悔くいのない料理を作ろう！　ほら、持っていけ！」

　ミーネはそう言うと、つかつか、と近づいて、シャールの前に香草の粉の入った小鉢を置いた。

「わしは、もう十分使ったからな。残りは全部使っても構わんぞ！」

「ありがとうございます！」

　シャールは何度もミーネに頭を下げた後で、鉢の中の香草の粉をつまんでスープの鍋なべに振り入れた。

　表面にぱっと粉が広がるのと同時に、鍋から立ち上っていた湯気の臭いが劇的に変わった。

　今までの生なま臭ぐささがすうっと遠くなったような気がした。

　生臭さが消えたわけではない。まだ存在感はしっかり残っている。しかし、その総量が気にならない程度に薄くなったのだ。

　おたまで鍋の中を素早く搔かき回したシャールは、再び味見のためにスープをすくって小鉢に移した。

　そっと口元に持っていく。

　──臭いは……大丈夫、気にならない。

　──味は……大丈夫！　旨うまさはそのままで、臭いだけが消えている！

「いける！」

　シャールは思わず声に出してしまった。




　一方、ミーネは最後の仕上げにかかっていた。十二人の族長とエオル、そして晴せい凛りん、十四人分の焼肉を切り分けると、それをタマネギを薄くスライスした皿の上に並べ、その上に薄茶色のソースをかけ始めた。

　──これがわしの切り札、帝国風ソースじゃ！　龍りゆう飛ひに聞いた通り、甘さとしょっぱさと酸っぱさを兼ね備えた味！　これで、この勝負はわしが勝った！

　勝利を確信したミーネの笑えみを見て、離れた観客席で見守っていたミリンは、

「何か……何かこう、嫌いやな予感がしやがります……」

　思わずつぶやいていた。




　汁ができあがったシャールも、ゆで上がった麵めんを椀わんに取り、そこに温めた汁をかけて、その上に彩りの青菜を刻んだものを散らした。

「できあがりじゃ！」

「できあがりです！」

　二人ふたりが完成を宣言したのは、ほぼ同時だった。

　片隅で進行状況を見守っていたウィンが合図をすると、白い衣装に身を包んだ巫み女こたちが現れて、ミーネの料理とシャールの料理を、居並ぶ族長たちとエオル王、そして晴せい凛りんの前に運び始めた。

　全員の前に料理が運び終わったのを確認したウィンは、ゆっくりと宣言した。

「では、食べていただきます！　どうぞ！」

　族長たちとエオル王、そして晴凛は小さくうなずくと、目の前の料理に手を伸ばした。







　　　第五章「現金輸送」







　シムールの都でミーネとシャールの料理対決が行われていた、その頃。

　そこから遠く離れた侘タ瑠ル徒トの都では、伏ふせ龍たつと人形芝居の一座の演出家である零れい二じが、総そう督とく府の食堂の片隅でなにやら相談をめぐらしていた。

「算議部の現金輸送部隊が銭四十万筒を積んで都を出たって話だが、それって本当なのか？　銭四十万筒って……ハンパな額じゃねえぞ？

　龍りゆう飛ひに聞いたことがあるけど、この侘瑠徒の兵隊の給金は月に銭二十枚だ……銭一筒が千枚だから……えーと」

　計算を始めようとした伏龍を見て、零二が慌あわてて顔の前で手を振った。

「いや、違うんですよ、伏龍さん。その銭って、銅銭の豊ほう楽らく銭じゃないんです。算議部が運んでるのは永えい楽らく銀、つまり銀銭だって話なんですよ」

「銀銭だって？　一枚で銅銭百枚分じゃねえか、そりゃあすげえ！」

「でしょ？　この話を聞いたときに思ったんですが、いっそのこと、この軍資金を狙ねらうってのはどうでしょう？」

　目を輝かせる零二を見て、伏龍は苦笑いを浮かべた。

「それができりゃあ、言うことはねえんだけどな。輸送隊には当然護衛がついている。算議部の輸送隊となれば、最精せい鋭えいの帝国緑軍軍令部直属の選えりすぐりの騎兵と徒歩兵……一騎当千の熟練兵ばかりだ。俺たちなんかが手を出せる相手じゃねえ。俺たちの当面の目標は延えん声せいにいる守備隊だ」

　零二は露ろ骨こつにがっかりした顔になった。

「やっぱりそうですか。延声の商人から聞き込んだとっておきの情報だったんですけどねえ……」

　零二の言葉を聞いた伏龍の目が光った。

「延声の……？　ふむ……こりゃあ、何か裏がありそうだな……」

「裏って言いますと？」

「現金輸送の話が漏もれ聞こえるってのはよくある話だ。でも、今回の話は、運んでいる金の量と質まで漏れてやがる。それも、こんな田舎の商人でさえ知っているんだぜ？　こんなことは、初めてだ。こいつは、何か理由があるに違いねえ……」

　伏龍はそう言うと、零二に向かって言った。

「立ち話もなんだ、座って話をしようぜ」

「あ、はい」

　零れい二じが前に座るのと、伏ふせ龍たつが台所のほうで片づけをしているアイリーンに声をかけるのは同時だった。

「おーい、アイリーン、酒を持ってきてくれ。馬ば乳にゆう酒しゆ二つ！　あと、適当につまめるものでもあれば言うことねえな」

　台所にいたアイリーンは不ふ機き嫌げんそうに答えた。

「私は酒場の女将おかみさんじゃないのよ！　ミリンさんとかがいないから、代わりにこうやって台所仕事とか片付けとか手伝っているだけなんだからね！」

「いいじゃねえか、台所に立つお前はちゃんと様になっているんだから。ミーネ姫だったら、こうはいかねえ。台所は阿あ鼻び叫きよう喚かんの様相を呈ていするだろうよ」

「確かにあの山やま猫ねこ姫様じゃあ、食器は粉々、鍋なべはぼこぼこにされそうだものね……馬乳酒は仕込んだばかりだから、明日あしたにならなきゃできあがらないけど、薄くてもいいなら出すわよ？」

　伏龍に、様になっている、と言われて、まんざらでもなかったのだろう。アイリーンの口調からは、かなり棘とげが抜けていた。

「おっ、気が利きくね、ついでにつまみも頼む！」

　アイリーンは馬乳酒を入れた小さな細長い壺つぼを持ってきて机の上に置くと、伏龍をにらんだ。

「贅ぜい沢たく言わないの！　そんなにつまみが欲しけりゃ、自分の鼻でもつまんでなさいよ」

　そう言った後で、アイリーンは何かを思いついたのか、にやっと妖よう艶えんに笑うと、胸の下で腕を組んだ。

　台所仕事をしていたから、前掛けをしたままだが、それでも大きく、高く、柔らかい、豊かな胸が服の下で盛り上がるのがわかる。

「それとも、私の胸でもつまんでみる？」

「ぶっ！」

　零二が思わず吹き出した。

「大きくて柔らかで、今が食べ頃、料理長のお薦すすめよん？」

　と、呼吸に合わせて胸の膨ふくらみが上下するではないか。

「なるべくお早めに、お召し上がり下さいな」

　その動きに、零二の目が点になる。

「お箸はしだとつぶれちゃうから……素摑みで、ね？」

　アイリーンがそう言って、胸を突き出したときに、とうとう伏龍が爆発した。

「この馬ば鹿か、何てことを言いやがる！　とっととその『桃』を引っ込めやがれ！」

　真っ赤になった伏龍が怒鳴ると、アイリーンは笑いながら台所に逃げて行った。

「はははは、怒った怒った！　私の勝ち！」

「……ったくもう、あの馬鹿女」
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　台所のほうをにらみつけた伏ふせ龍たつが視線を戻すと、零れい二じが両手を合わせて伏龍を拝んでいた。

「何の真ま似ねだ？」

「いやあ、あやかりたいと思いまして、思わず神しん仏ぶつに願がんをかけてしまいました」

「よせやい」

　伏龍はちょっと赤い顔のままそう答えると、零二の前にある杯さかずきに馬ば乳にゆう酒しゆを注いだ。

「あの乳デカ馬ば鹿か女のことはどうでもいい。お前さんが聞き込んだ軍資金の話を最初から聞かせてくれ」

「あ、はい」

　零二は姿勢を正すと、ゆっくり話し始めた。

「えーとですね、先日、伏龍さんがここで、帝国軍の装備品が使えなくなっていたって話をしたじゃないですか。役人が手入れの代金とかを誤魔化していたって話」

「ああ、そんな話をしたけど、それがどうしたんだ？」

「その歴代にわたって、装備品の金を誤魔化して自分の懐ふところに入れていた財務局のお偉えら方がた連中が、軍務局から吊し上げを食らったそうでしてね。過去五十年分の金をまとめて払えと言われたんだそうです」

「ちょっと待て、装備品の点検更新費なんてのは微々たるものかもしれねえけど、五十年分ともなれば、とんでもねえ額になるぞ？　それに、財務局の連中が、そんな命令を聞くわけがねえ」

「ええ、そうなんですけどね、何でも近在官長官の苑その山やま燕えん鵬ほうが軍務局側について、財務局の官かん僚りようどもを締め上げたらしいですよ？」

　伏ふせ龍たつは目を見開いた。

「苑山燕鵬が官僚たちの敵に回った？　噓うそつけ、あいつは官僚方のトップだぜ？」

「ええ、そうなんですけどね、さすがに今回は、シムールが赤い矢を送ってきて本気出してますからね、いい加減なことはできないわけです。きっと、これで内部を引き締めるつもりじゃないんですか？」

「いくら引き締めても、帝国の大元である摂せつ政しようがグズグズの菰こも野の盛せい元げんだからなあ……」

「ええ、上がああなら、下もああなるのは当然で、帝国の役人のだらけぶりはひどいものですけど、かといってシムールと全面戦争するとなれば、放置しておくわけにもいかない、ということなんでしょう。

　話は戻りますけど、今回、現金輸送部隊が運んでる金はどうやら、その財務局の官僚を締め上げて出させた金らしいですよ？」

　零れい二じの言葉を聞いた、伏龍の目が見開かれた。

「そうか！　それでわかった！　現金輸送の細かい情報が全部流れている理由は、それだ！」

「それって、言いますと……？」

「わかんねえのか？　自分の貯ため込んでいた金を取り上げられた財務局の官僚どもが、情報を全部流してやがるんだよ」

　零二は怪け訝げんな顔になった。

「なんで、そんな危ないことをするんですか？　情報が流れれば、一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらった盗賊どもが束になって襲ってきますよ。

　だめでもともと、万が一にも上う手まくいけば、とんでもない大金持ちになれるんですよ。ここらで一発ドカンと大勝負をかけようか、なんて考えている食い詰めた連中が、この世にはゴロゴロいますからね……って、かく言う俺も、襲おうかって思っていましたけど……」

「そういった連中の中に、財務局の官僚の息がかかったやつらがいるかもしれないってことさ。権力を持っている連中の中には、裏でそういった輩やからと繫つながっているやつが山ほどいる。

　輸送部隊を襲って取り返すってのが、苑山燕鵬に取り上げられた金を取り戻す一番手っ取り早い方法だ。

　そりゃあ、帝国軍にしてみれば、その金は、この延えん声せいに応援派遣される帝国緑軍の装備や糧りよう食しよくを買い揃そろえるための大事な軍資金だから、本気で守るに決まっている。

　襲うのは訓練も何もできちゃいない、ただの盗賊で、守るのは帝国軍緑軍の精せい鋭えい部隊だ。練度に差がありすぎて、大人と子どもみたいなものかもしれねえけど、金を狙う連中が入れ替わり立ち替わり襲ってくれば、どうなるかわかんねえぞ……」

　伏ふせ龍たつがそこまで言ったとき、零れい二じの目が輝いた。

「そうか……いや、こいつは使えるかもしれませんよ……この話は俺たちが攻略対象にしている延えん声せいの軍務局の課長の耳にも入っているってことです。

　その金で、山のように装備や食料を買い揃そろえるつもり、となれば、今、延声で備蓄している古くなった米や麦なんかは売り払っても構わないじゃないか。新しい装備や食料が山のように手に入るんだから、と、延声の役人に吹き込むのはどうですか？」

　零二の言葉を聞いた伏龍も、同じように目を輝かせた。

「そうか！　手元にある分しかない、と思ってるうちは、いくら金が欲しくても大事な食料を売る気にはならねえだろうけど、新しい食料がどっさり入ってくる、という見込みがあれば、食料を売る気になるかもしれないってわけだ！」

　だが、伏龍の顔はすぐに難しい表情になった。

「……でも、そうやって備蓄食料を売らせても、現金輸送部隊が無事に到着してしまえば意味がない。俺たちの目的は、備蓄食料は売っちまった、けど補給が届かない、という構図に延声の帝国軍を追い込むことだからな」

「やっぱり、俺たちも現金輸送部隊を襲いませんか？　シャン族の戦士なら、馬に乗ってかなり遠くまで行けますよ？」

　伏龍は考え込んだ。

「うーん……確かにシャン族の戦士なら、かなり広範囲に移動できる。だが、シムールの戦闘部隊が帝国の中を動くのは危険すぎるし、帝国は大騒ぎになる……あ、いや、大騒ぎになったほうがいいのかもしれない。予想すらしていなかった帝国内部にシムールが千人現れたら、帝国は混乱するぞ！」

「混乱すればそれだけ、この侘タ瑠ル徒トを攻めるのが遅れる……というわけですね？」

「そうだ、今の俺たちに必要なのは時間だからな。

……道案内のできる土地勘のある兵士をシムールの部隊につけて、帝国の奥深くまで進ませるんだ。戦う必要はない。シムールの姿を見せるだけでいい。帝国の領内を走り回るだけで、充分効果が出るってことか！」

「帝国の中をとことん引っ搔かき回してやりましょう！　現金輸送部隊の兵士には悪いが、現金輸送が遅れたりトラブルに巻き込まれたほうが、こちらにとってはより有利になりますね」

　そう言って二人ふたりは面白そうにうなずいた。

　しかし、伏龍が知る由もないことであったが、すでに現金輸送部隊はとっくに騒動に巻き込まれていたのである。




　伏龍が情報を入手する前日のことである。帝国軍の現金輸送部隊は、帝都から少し離れた長なが窪くぼ荘しようと呼ばれる小さな集落に差しかかっていた。

　この輸送部隊の指揮官の名前は泉せん野や光こう凛りん。侘タ瑠ル徒トの王として今、シムールの都でミーネとシャールの料理対決を見守っている晴せい凛りんの兄である。

　この部隊が運んでいる現金は、シムール討とう伐ばつに差し向けられた帝国軍の精せい鋭えい緑軍が装備する武器や防具、そして食料などを買い集めるための軍資金。つまり、緑軍の財布なのだ。

　普通ならば、武器や防具、食料などは事前に調達してから行動を起こすのだが、今回のシムール来らい寇こうがあまりにも急だったために、目的地の延えん声せいに向かう途中の都市の市場で調達しなければならなくなった。その結果、多額の現金を持って移動するハメになったわけである。

　そして、今、部隊の隊列は長なが窪くぼ荘しようの入り口に差しかかったところで止まっていた。

　普通なら、長窪荘は帝都を出てその日のうちに到着するような距離であるが、部隊がここに来るまでにすでに二日が経過していた。

　運んでいるものがものだけに慎重になっているとはいえ、ここまで行軍が遅々として進まない理由は他にあった。

「泉野上じよう尉いはおられるか？」

　輸送部隊の指揮官である光凛のところに、馬に乗った憲けん衛えい隊たいの中隊長がやってきた。

「こっちだ！」

　光凛は指揮官用の馬車の上に立ち上がって、手を挙げた。

「ああ、そちらにおられましたか！」

　そう言って馬を寄せてきた憲衛隊の隊長の表情を見て、光凛は顔をしかめて言った。

「またか……」

　憲衛隊の中隊長も、うんざりしたような表情で答えた。

「ええ、また……です」

「今度は何だ？　シムール討伐のために前線に赴おもくく将兵を慰い問もんしたいので、ぜひ村に泊まってくれ……とか何とか言ってきたのか？」

「いえ、今度は、兵士の皆様に差し入れをしたい、と申して、街道の両りよう脇わきに酒の入った壺つぼをずらりと並べ、酌しやくをさせる若い娘を用意しております」

　光凛は、もう一度顔をしかめた。

「そいつは……まずいな。兵士にはそういった酒は絶対飲むな、ときつく言ってあるが、酒を出す相手が女だと、一杯ぐらいなら大丈夫とか言って飲むやつが出てきそうだ」

「ええ、一人ひとりでも手を出して飲めば、あっという間にみんな飲み出すかもしれないと思いまして行軍を止めております。いかがいたしますか？」

「わかった、私がその差し入れの酒を用意した男と話をしよう！」

　光凛はそう言うと、指揮官用の馬車に同行している伝令を呼んだ。

「馬を用意してくれ！　憲けん衛えい兵へい一個小隊と共に、隊列の先頭に向かう！」




　自分の直属の部下である憲けん衛えい兵へい三十人を連れて光こう凛りんが行列の先頭にたどり着く。そこにいたのは、地方の地主らしい高そうな服を着て、路上の薄い敷物の上で土下座をしている四十過ぎの一人ひとりの男と、祭りのときに着るような赤や黄色に染められた派手な衣装を着た二十人ほどの娘たちだった。

　馬から下りた光凛を見て、男が顔を上げた。

　光凛の着ている鎧よろいの模様と、兜かぶとについている指揮官の印である黄色の房を見て、男は満面の笑えみを浮かべた。

「これはこれは、隊長様ですか！　私、この長なが窪くぼ荘しよう一帯の地主をやっておるものでございます。

　このたび、帝国軍はシムール討とう伐ばつの軍を起こし、遠く延えん声せいまで向かわれるとのこと。帝国の臣しん民みんとして、何かご奉仕できぬかと考え、粗末ながら、お見送りの宴うたげを設けました！

　帝都の美酒をお飲みになっていた皆様方にはいささかお口に合わないとは思いますが、このように近在の地酒を用意させていただきました。

　あ、いえ、先をお急ぎでしょうから、お引き止めはいたしません！　街道の両側で長窪荘の娘たちがお酌しやくをいたします。歩きながらで結構です。どうぞ、のどの渇きを潤うるおして下さいませ！」

　べらべらとまくし立てる男の顔を見て、光凛は思った。

　──こいつ、顔は笑ってるけど、目が笑ってない。

　どんなに取り繕つくろっても、品性は顔に出る。

　光凛はさらに言葉を続けようとする男を遮さえぎって言った。

「そうか、わかった。では、まず、その酒をお前が飲んでみせてくれ！」

　男は目を見開いた。

「え？　な、何とおっしゃいました？」

「お前が用意したその壺つぼの中の酒を、お前が飲んでみせろと言ったんだ。お前でなくてもいい。そこに並んでいる女どもでもいいぞ。とにかく、その酒とやらをまず飲んでみせろ、と言っている！」

　男の顔から一気に血の気が失われた。

「あ、いや……客人にお出しする酒ですので、それを私が飲むというわけには……」

「その客が飲めと言っている！　さあ飲め！　何をためらっている？」

　男は言葉を探すように視線を左右にきょろきょろさせながら、下を向いて黙だまり込んだ。

　その目つきを見て、光凛は思った。

　──こいつの目は野の良ら犬の目だ。

　抜け目なく人の顔色を窺うかがい、夜の闇に乗じて鳥小屋に忍び込み、鶏を盗んで食う野良犬の目をしている。

　光凛は叫さけんだ。

「憲衛兵！　こいつを捕ほ縛ばくしろ！　後ろに並んでいる女どもも逃がすな！」

　光こう凛りんの後ろに並んでいた憲けん衛えい兵へいたちが、一斉に槍やりを構えて男たちに飛びかかった。

「な、何をする！　何もしていない善良な臣しん民みんに！　郡役人に訴えますぞ！」

「ああ、訴えるならいくらでも訴えろ。でも、その前に、この酒を飲んでからだ！」

　光凛はそう言うと、街道沿いに用意されていたなみなみと濁にごり酒が注がれた湯ゆ吞のみを手に取って、取り押さえられた男の口元に突き付けた。

「さあ飲め！　お前が飲んで何ともなかったら、俺は潔く謝って、郡役人に訴えられてやる！」

　口元に酒を突き付けられた男は、必死の形ぎよう相そうで首を振った。

「い、嫌いやだ。お、俺は医者から酒を止められているんだ！　の、飲めないんだ！」

「そうか、では、後ろにいる娘たちに飲んでもらおうか……」

　男の形相が変わった。

「やめてくれ！　その娘たちは何も知らん！　本当の長なが窪くぼ荘しようの娘たちだ！　俺が手間賃を払って集めただけで、何も知らないんだ！」

「ほう……さすがに何も知らない地元の村娘から犠牲者を出すわけにはいかないというわけだな？　その殊しゆ勝しようさに免じて、正直に言えば命は助けてやろう。酒に入れたのは毒か？」

　男は首を振った。

「……薄めた毒だ。気分が悪くなって気を失うが、死にはしない、と聞いた……」

「そんな都合のいい毒があるものか。毒の効きき目は人によって違う。あの酒を飲めば死人が出る可能性だってあるんだ」

　光凛はそう言うと、憲衛兵に向かって言った。

「こいつに縄をかけて、村役人に引き渡せ！　娘たちには家に帰るように言え！　残りの兵は、あの酒の入った壺つぼを、全部叩たたき割れ！」

「了解しました！」

　憲衛兵たちが酒の入った壷を叩き割り始めたところに、この隊列全体を護衛する護衛総隊の参さん謀ぼうの中佐が部下を引き連れてやってきた。

　参謀は光凛に敬礼した後で聞いた。

「またですか？」

「ええ、またです。毒薬入りの酒や食い物をすすめられたのはこれで七回目ですね」

　参謀は後ろ手に縛られて地面に座り込んでいる男を見て聞いた。

「そいつが首謀者ですか？」

「ええ、でも、こいつは本当の首謀者なんかじゃありませんよ。おおかた、この辺を縄張りにしている盗賊の下っ端です。こいつを使って軍資金を狙ねらう計画を立てた、もっと大物がいるはずです。一人ひとり二人ふたりのわけがありません！」

　参謀はうなずいた。

「ああ、先ほど長窪荘の先の林の中に潜ひそむ盗賊らしい人影を発見して、騎兵二個小隊を向かわせた。今頃は逃げ散っているか、降伏しているだろう」

　縛られていた男は参さん謀ぼうの言葉を聞いて、目を見開いた。

「ま、まさか、前ぜん趙ちようの兄貴たちが捕まるだなんて……そんなわけがない！」

「ほう、お前の親玉は前趙というのか。詳くわしい話は後で郡役人の前で話してもらうとしよう……連れていけ！」

「了解しました！」

　憲けん衛えい兵へいはそう言って敬礼すると、男を引っ立てて隊列の後方に歩いていった。

　その後ろ姿を見送って、光こう凛りんが言った。

「たった二日で、このざまです。今はまだ、計略で引っかけようとしていますが、この先、人家もまばらな場所に差しかかったら、正面から襲ってくるかもしれませんね」

「安心しろ。我が護衛総隊の戦力は、騎兵千、歩兵二千の計三千だ。それと君の直ちよつ轄かつの憲衛兵を合わせれば三千二百。その辺の盗賊が束になってかかってきても、一撃で粉ふん砕さいできる」

　護衛総隊の参謀は、そう言って胸を張った。

　──確かに、訓練も何もしていない盗賊など、緑軍の中から選抜された最精せい鋭えいの護衛総隊にしてみれば、赤子の手をひねるようなものかもしれない。

　だが、この現金を狙ねらっている人間が、どれほどいるのかわからない。

　入れ替わり立ち替わり毎日毎日襲ってこられれば、いかに訓練の行き届いた精兵でも疲れてしまうだろう。

　光凛はその言葉を胸に仕舞ったまま、参謀の言葉にうなずいてみせた。

　だが、その光凛の危き惧ぐは的中した。

　その日の晩。輸送部隊は、長なが窪くぼ荘しようの先にある、林りん在ざい家けという小さな村で一泊することとなった。

　十五軒ほどの民家が立ち並ぶ、どこにもあるような集落だが、この村が選ばれた理由は、単に民家が並んでいるだけの長窪荘と違って、林在家には周囲を囲む簡単な城壁があったからである。

　現金を積んだ馬車を村の中央に集め、その周囲を輸送用の馬車で囲み、三千の警備兵は林在家の周囲を囲む城壁に配置されていた。

　もっとも、その城壁は人の背の高さほどに土を積んだ簡単な土塁で、無いよりはまし、という程度のものだった。だが、防衛する側にしてみれば、この程度の土塁でもあるのと無いのでは、気分的に大違いである。

　土塁の上に立った光凛は沈んでいく夕日を眺ながめながら、横にいる憲衛隊の隊長に言った。

「日が落ちたら、きっと盗賊どもが動き出す。何があっても絶対に馬車の周囲から離れないように、部下に言い聞かせておいてくれ。どんなに階級が上の将校がやってきて、命令を下しても、だ」

「我々は算議部に所属し、泉せん野や上じよう尉いの指揮命令だけに従う、ということを知らない将校は、この輸送部隊にはいないはずですが……そんな将校がやってくるかもしれない、ということですな？」

「ああ、そういうことだ」

「わかりました、もう一度、しっかり部下に伝えておきましょう」

　憲けん衛えい隊たいの隊長はにやっと笑ってうなずいた。




　最初の襲撃は日が落ちてすぐだった。

「西の街道に、かがり火が見えます！　数、およそ百！　騎馬兵と思われます！」

　見張りの声が飛ぶ。

　護衛総隊の指揮官は警備中の兵に対して、警戒を強めるように指示を出した。

「わざわざかがり火を持って自分の所在を明らかにしているということは、囮おとりだ！　敵は西以外から来る！　遠えん火か台だいに点灯せよ！

　指揮官の命令を受けて、城壁から何本もの火矢が飛んだ。

　火矢の目標は、城壁から百短里メートルほど離れたところに置かれた、小さなろうそくの炎だった。

　その小さなろうそくは積み上げられた薪まきの上に立てられていた。その下には脂を含ませた布が敷かれている。。

　ろうそくをめがけて飛んだ火矢が脂が染み込んだその布に命中し、炎が上がる。

　炎はあっという間に薪に燃え移り、周囲を赤々と照らし出した。

　これは、いわば照明弾を打ち上げたのと同じ効果だ。

　夜の闇とかがり火を持った騎馬兵の陽動に乗じて、城壁に近づいていた盗賊たちは思わぬところから照らされて、うろたえた。

「うわ！　何であんなところにかがり火が！」

「やばい！　早く消せ！」

　遠火台に走りよった数人の盗賊に向かって、すかさず矢が飛ぶ。

「うぎゃあ！」

　遠火台の明かりの中に、背中に矢が突き立った人影が、ころころと転がるのが見える。

　林りん在ざい家けを襲撃しようとしていた盗賊の間に、叫さけび声があがった。

「やばい！　やばいよ！」

　戦意を喪そう失しつしたのだろう、何人かが背中を向けて逃げ出すのが見えた。

　その光景を見ていた気の弱いチンピラ風の男が、両手に剣を持っている兄貴分に言った。

「兄貴！　どうしやす？　俺たちも逃げますか？」

　兄貴、と呼ばれた二は十た歳ちくらいの若者は、怒ったように怒鳴り返した。

「馬ば鹿か野郎！　ここにきてビビッてるんじゃねえよ！　こうなりゃ突っ込むしかねえ！　いくぞ！」

「で、でも、兄貴、俺たち丸見えですぜ？」

「血筋もコネもねえ、職もねえ俺たちみたいなごくつぶしは、どうせ兵隊狩りに捕まって戦争に駆かり出されて、どっかでゴミのように野の垂たれ死にするしかねえ！　でも、こいつが上う手まくいけば、一生使い切れねえぐらいの大金が入るんだ！　ぐだぐだ言ってねえで根性決めろ！」

「へ、へい！」

　首をすくめて手に持った槍やりを握り締めた弟分に、兄貴分が剣で指し示した。

「三さん家か荘しようの銀ぎん狼ろう組が突っ込むぞ！　見ろ！」

　指した剣の先には、髪の毛を狼おおかみの尻尾しつぽのように後ろで一本に束ねた十数人の若者たちが、剣や槍をきらめかせて、土塁に向かって走っていく姿が見えた。

「銀狼組の連中も、俺たちと一緒だったんですか？」

「おうよ、よくわかんねえけど、近郷近在のチンピラ、ごろつき、不良連中は全部集まっているらしいぜ……上手くいけば大金が転がり込むと聞いて、一丁やってやるか！　と思ったのは俺たちだけじゃねえってことさ！」

　そう言った兄貴分の見ている前で、銀狼組と呼ばれていた若者の一団が次々に倒れていく。

「くそ、あの土塁の向こうにいる帝国軍の連中、普通の兵隊じゃねえぞ。ありゃあ精せい鋭えいだ！」

「ええっ？　寄せ集めの兵隊じゃねえんですか？」

「ああ、そういう話だったが、どうやらこいつは話が違う……俺たちは嵌はめられたのかもしれねえな」

「どうしやす？　兄貴……」

　兄貴分の男は考え込んだ。

「考えてみれば、大金を運ぶのに、護衛が寄せ集めってことはねえよな……いくらシムールが攻めてきて、精鋭はそっちに集められたとしても、だ」

　男の見ている前で、銀狼組の最後の一人ひとりが討ち取られた。

「ああ、やられちまった……」

　その光景を見ていた兄貴分の男は持っていた剣を鞘に収めて、弟分に言った。

「おい、ここは目立つ！　そこの茂みに隠れるぞ！　ちょっと様子を見る！　どうやら俺たちは、囮おとりに使われたみたいだ」

「え？　囮は、さっき出て行った馬の連中じゃないんですか？」

「ああ、あいつらも囮だ。そして、俺たちも囮だったのかもしれねえ……」

　兄貴分の男がそう言って茂みに身を隠した、その頃。

　林りん在ざい家けの中では、護衛総隊の兵士たちが走り回っていた。

「東から来た百人は半数を倒した！　残りは戦意を喪そう失しつして闘争中！　撃退したぞ！」

「南の小川の土手の向こうに、かなりの人数が伏せている模様！　灯りがないために確認できません！」

「川沿いに攻め込むかもしれん！　川に予備を回せ！」

　さまざまな命令と報告が飛び交い、兵士が走り回る。その喧けん騒そうの中で、ひっそりと集落の納屋の床板が外され、床下から一人ひとりの人影が姿を現した。

　その人影は帝国軍の軍服と鎧よろい兜かぶとを身に着けた男だった。

　一番最初に床下から姿を現した兵士は素早く納屋の入り口に向かい、そこで周囲の様子を窺うかがった。

　動きがないことを確認した兵士が小さく右手を振ると、納屋の床下から次々に帝国軍の兵士の装備を身に着けた男が姿を現した。

　最後に姿を見せた帝国軍の中佐の装備を身に着けた男が、その集団のリーダーなのだろう。ゆったりとした口調で、納屋の入り口に立っている兵士に聞いた。

「外の様子はどうだ？」

「大騒ぎになっているようですね。四方からチンピラどもが攻め込んできてはやられているようです……剣を振り回していきがっている英雄気取りのチンピラが、訓練を積んだ兵士に勝てるわけがないというのに……」

　中佐の装備を身に着けた男は鼻で笑った。

「ふん、欲に駆かられた馬ば鹿かどもめ。光に目がくらんで火の中に飛び込む虫と変わらんな。

　できもしないことをできると思い込み、俺は天才で一番強いと思っている馬鹿にも、使い道はある、ということだ」

　納屋の入り口に立っていた男がほっとしたような表情を浮かべて手を振った。

「竜りゆう紋もんの兄貴が来ました。あいつらも無事に納屋の床下から出てこれたようですね」

「よし、こっちに呼び入れろ！」

　やがて、ぞろぞろと帝国軍の兵士の格かつ好こうの男たちが、納屋に入ってきた。

　中佐の装備を身に着けた男が、納屋の中に並んだ二十人ほどの兵士を見回して言った。

「いいか、お前らは帝国軍の兵隊だ。兵隊の経験のあるやつは心配ねえが、経験のねえやつは、ぼろを出さねえように黙だまっていろ。いいな！」

　男たちは無言でうなずいた。

「手はずは決めたとおりだ。まず竜紋たちが馬を引いてくる！　馬が無けりゃ馬車は動かねえからな。次に、この中佐様の格好の俺が、現金輸送馬車の周りにいる兵隊のところに近づいて、応援に行け、と命令を出す……」

　そこまで言ったとき、納屋の入り口で外を窺っていた兵士が笑いながら答えた。

「その隙すきに俺たちが馬車をかっぱらう、というわけですね」

「そうだ。欲を出して、二台も三台もかっぱらおう、なんて思うなよ」

「わかってます」

　中佐の装備を身に着けた男は、仲間を見回して言った。

「よし、じゃあ行くぞ！　ついてこい！」

　帝国軍の中佐を先頭にした、二十人ほどの兵士の一団が納屋から出て歩き始めた。

　普段なら、そんなところから兵士が湧いて出る光景を見れば不審がられるだろうが、四方から断続的に襲撃を受けている今、その光景に気がつく者はいなかった。

　中佐の装備を身に着けている男は油断なくあたりに目を配っていたが、やがて、安心したように胸を張った。

　──大丈夫だ。誰も気がついてねえ。周りは全部兵隊だらけだ。兵隊の格かつ好こうをしていれば、誰もおかしいとは思わない。

　木の葉を隠すには、森の中、とはよく言ったもんだ。

　男は自分の着ている鎧よろいに目を落とすと、自じ嘲ちようするような微笑を浮かべた。

　──五年の兵役を終えて帰ってくれば村の役人になれると聞かされて兵役について、いざ帰ってきてみれば、俺がなるはずだった役人の席は県の役人の親戚のものになっちまっていた。

　鬼軍ぐん曹そうと呼ばれたこの俺が、その日からただの人だ。

　県のお偉えら方がたのコネがなきゃ仕事にもつけやしねえ。日雇い仕事でくすぶっていたところに、降って湧いたこの仕事だ。

　どうせこの先、生きていてもろくなことはねえ。これで大金が転がり込めば、ちっとは運がひらけるかもしれねえな。

　村の中央の広場に出る前で、その一団から五人の兵士が分かれた。

「馬を持ってくる！　待っててくれ！」

「怪あやしまれないようにな！」

「任せてくれ！」

　馬のいるほうに走って行った五人を見送ると、偽中佐はもう一度部下たちを見回した。

「よし、俺たちはこれから馬車に近づく。気を引き締めろ、行くぞ！」

　村の中央にある広場には、何十台という馬車が並んでいた。

「すげえ数ですね」

「ああ、この部隊は物資と装備の買い出しも兼ねているからな、途中で買った米や麦を積むための輸送馬車も一緒に連れているんだ」

　偽中佐はそう言うと、その馬車の一団から少し離れたところに止まっている、別の馬車の群れに視線を投げた。

　──憲けん衛えい隊たいが守ってやがる。間違いない、あの馬車がお宝の馬車だ！

　偽中佐は深呼吸すると、部下に向かって言った。

「いいか、一大事だ！　という風に見せるために走って近づくぞ、足並みを揃そろえろ！　足あし踏ぶみだ！　それ、一、二！　一、二！」

　全員の足音がざくざくと歩調が合ったのを見て、偽中佐が言った。

「よし、前にー、進め！」

　ざっざっ、という足音と共に、偽中佐は馬車の前に立つ憲けん衛えい兵へいに近づいた。

　近づいてくる兵士の一団の先頭に、中佐の姿を認めた憲衛兵は慌あわてて敬礼した。

「ご苦労様です！」

　偽中佐は礼式に合った答礼を返すと、慌てたように言った。

「南の水路から賊が村の中に侵入した！　憲衛兵は直ただちに村内の探索に回ってくれ！　ここの警備は我々が引き継ぐ！」

　憲衛兵の表情がこわばった。

「何とおっしゃいましたか？」

　偽中佐は怒鳴りつけた。

「何を聞いているのだ貴様！　賊が侵入したと言っただろう！　部隊内の警戒、捜索、逮捕、それが貴様ら憲衛兵の役目だ！　その本分を果たせと言っておる！」

　憲衛兵の表情は変わらなかった。いや、その憲衛兵は微笑を唇くちびるの端に浮かべてつぶやいた。

「……ほう、少しは勉強しているようだな」

「何を訳のわからんことを言っている！　貴様、曹そう長ちようの分際で、中佐に逆らうのか！」

　憲衛兵の表情が変わった。

「我が憲衛隊は、たとえ将軍であっても、軍規に反したものを逮捕できる！　戦時における我々の指揮命令系統は軍の中にあって軍に非あらず！　それを知らんとはな！」

「な、何だと？」

　憲衛兵は胸から下げていた警けい笛てきを取り上げると、それを高らかに吹き鳴らした。

「ぴりりりりりぃぃいっ！」

　その笛の音と共に、数十人の憲衛兵が現れ、驚く偽中佐と手下たちは、あっという間に憲衛兵に取り巻かれた。

「き、貴様！　これは何の真ま似ねだ！」

「何の真似かって？　真似をしているのは貴様らだろうが！　この偽者が！　偽者ではないというのなら一人ひとりずつ、所属部隊名と階級、そして兵役番号を言ってみろ！　兵隊なら暗証できるはずだ！」

「く……くそ！」

　偽中佐の虚勢はそこまでだった。

　がっくりと肩を落とした偽中佐を見て、憲衛兵の指揮官が命令を下した。

「捕ほ縛ばくしろ！」




　やがて潮が引くように、村の周囲は静かになっていった。

　村の納屋に、光こう凛りんと護衛総隊の司令官である安あん東どう上じよう佐さがいた。

　松明たいまつの灯かりに照らし出される、床板の下に掘られた穴を見下ろして、安東上佐はあきれたようにつぶやいた。

「あいつらは、この穴の中に一日潜ひそんでいたというのか……」

「ええ、そうです。我々が城壁のあるこの林りん在ざい家けに宿泊するということを見越して、あらかじめ、ここに罠わなをしかけていたようです。

　帝国軍の兵士の格かつ好こうをして、この穴に潜む。そして、近在の不良少年、ゴロツキ、チンピラなどの、職がなくてぶらぶらしている連中どもを焚たき付けて夜襲をかけさせ、その混乱に乗じて兵士の振りをして紛まぎれ込み、馬車を奪うつもりだったようです」

　光凛の言葉を聞いて、安東上佐はうなずいた。

「うむ、こう言ってはなんだが、作戦としてはそれほど悪いものではない。というか、盗賊崩れの連中が立てた計略にしては見事と言ってもいいだろう。その作戦を立てた男は、どんな男かね？」

「はい、名前は松まつ財ざい撰せん忠ちゆうと言いまして、五年の兵役経験があります。退役したときは曹そう長ちようだったそうです」

　納屋から出た安東上佐は、宿舎に使っている村の民家に向かって歩きながら答えた。

「ほう……五年で曹長になるということは、その男、かなり有能だったのだろう。軍に残れば士官の道もあっただろうに……」

「県役人にするという約束で五年の兵役に出たそうです。県役人になれば生活も安定するということで退役したそうですが、退役して実家に帰ってみたら、そんな話は知らん、と言われ、実家の土地や財産は全部役人の一族のものにされていたそうです」

　安東上佐は眉まゆをひそめた。

「……よくある話、と言っては悪いが……運が悪かったようだな」

「当の本人にしてみれば、運が悪かったではすみません……世の中には、帝国に裏切られた、と思っている人間が、満ちあふれているのかもしれません」

「ああ、帝都の中にいるだけでは見えんものがいくらでもある。まして、我々は軍の中にいるわけだ。井の中の蛙かわずにならんように気をつけんとな」

　安東上佐は足を止めると、北の空に浮かぶ星の光を眺ながめて、ため息混じりに言葉を続けた。

「ここから延えん声せいまでの間にどれほどの襲撃を受けるのか、それを考えると気が重くなるな。帝都を出て、まだ三日しか過ぎていないのだ……」

「まったくです」

　光凛も同じように北の空を見て、不安げにつぶやいた。







　　　第六章「嫁選び」







　現金輸送中の泉せん野や光こう凛りんが眺ながめていた北の空の下にあるシムールの都では、ミーネとシャールの作った料理が、審査員である十二人の族長とエオル王、そして晴せい凛りんの前に並んでいた。

「では、食べていただきます！　どうぞ！」

　ウィンの声を合図に、ほとんどの審査員たちはミーネの作った焼肉に手を伸ばした。

　大きな肉の塊かたまりをそのまま焼くのではなく、薄切りにして、間に塩と香草を振って重ねて焼く、という料理方法は、今までにない画期的なものだった。それに、なんと言ってもミーネの料理は、作っている間、ずっと美う味まそうな匂いを振りまいていたからである。

　料理の評価は味であるのと同時に、見た目と匂いもまた重要な要素であるのは間違いない。

　皿の上に載せられた焼肉にフォークをさした族長たちの間から「おお！」とか「うむ！」と言う声が漏もれた。

　それは、フォークだけで細かく裂ける、その柔らかさに対する驚きの声だった。

　肉の塊から切り取った一片ではなく、あらかじめ薄く切ってから積み重ねた肉を切ったものなのだから、当然と言えば当然だが、塊で焼かれている肉から想像すると、驚くのも無理はない。

　薄切りの肉の上には半透明の得体の知れないソースがかかっているのだが、族長たちはまずそのソースのかかっていない端っこを恐る恐る口に運んだ。

「おお！」

「これは！」

「美味い！」

　族長たちの間から、またもや驚きの声が上がった。

「香草と塩味が、しっかり効きいている！」

「嚙かみ締めると肉の間から、肉汁がじゅわっと出てきますな。乾いておりません」

「塩味と香草、そして何よりも焦こげた肉の香ばしさが鼻に抜けますな」

「この肉の柔らかさがいいのう」

「うむ、食べやすい、年寄りには実に優しい料理じゃ」

　晴凛は胸の中で小さく、ほっとため息をついた。

　──よかった、なんか評判がよさそうだ。もっとひどいことを言われるんじゃないかと思ったけど。ちゃんとした料理ができたみたいだな。

　どれ、僕も少し食べてみよう。

　晴せい凛りんは小さくうなずくと、ミーネが焼いた肉を一切れ口に運んだ。

　──うん、美う味まい！　これは食べやすいし、味がしっかりついている！

　晴凛が顔を上げると、こっちを不安げな目で見ていたミーネと目が合った。

『どうじゃ？　美お味いしいか？　美味しいのか？』

　きらきら輝くミーネの目は、そう言っていた。

　晴凛はにっこり笑って小さくうなずいた。

　その瞬しゆん間かん、ミーネはぱあっとあたりが明るくなるような、満面の笑え顔がおを浮かべた。

　その、実に嬉うれしそうな笑顔につられて、晴凛が笑顔を浮かべる。だが、時を同じくして、族長たちの間から、うめき声が上がった。

「うええ」

「なんじゃこの味は」

「何というか、不ま味ずい、としか言いようがない！」

「これはひどい！」

　──何だって？　どういうわけだ？

　晴凛は慌あわてて族長たちの皿を見た。

　どうやら族長たちはミーネの作った特製ソースがかかっている部分の肉を食べたらしい。

　──もしかして、こいつか？

　晴凛はフォークで肉を切ると、ミーネが作った特製ソースを塗りたくって口に放り込んだ。

　すると。何かが、があんっと、脳天を直撃した。

　何かとは、何か。

　晴凛の感覚でいうと、最初に襲ってきたのは舌を刺す酸味だった。酸っぱい、というような生やさしいものではない。桃をかじったら酢の煮こごりだった、というような酸味だ。

　次に舌の奥に広がったのは、苦味。薬草を束にしてむさぼり喰くわされたような凶悪な苦みが、舌の根をしびれさせる。

　そこにすかさず、塩味が口全体に襲いかかる。同時にそれを塗りつぶそうとするべったりとした甘み。

　口の中だけならいいが、鼻のほうにも、発酵中の酢の、つん、とする匂いと韮にらのような刺激臭のある妙みような辛さが突き抜けてくるではないか。

　そのどれかがもっと強ければ、もしくはどれかが弱ければ、何とかなったかもしれない。

　だが、その味は、甘味、塩味、酸味、辛味、苦味、その四つが力の限り叫さけんでいるような味だった。

　色でたとえれば、すべての色の絵の具を全部搾り出して混ぜて、できあがった泥水のような色。

　音でたとえれば、イコライザーですべての周波数の音を最大にしたような音。

　そう形容すれば想像できるかもしれない。

　晴せい凛りんの横にいたエオル王がしみじみと言った。

「これは、なんだな……手をかけすぎて失敗する料理の見本のようだな」

　晴凛は顔を上げてミーネを見た。

　天幕の下にいたミーネの顔色は、さっきとは正反対だった。

　目を見開きおろおろとした視線が、審査する族長たちと晴凛の間を行き来している。

　その目を見た晴凛には、ミーネの心の声が聞こえるような気がした。

『なぜじゃ！　どうしたというのじゃ！　さっきまでとっても美う味まそうに食べていたではないか！　何がいかんのじゃ！』

　──この、ソースですよ、ミーネ姫。これさえなければ、きっとみんな大喜びだったのに……。

　晴凛が心の中でがっくりと、そう呼びかけたとき。

　パニックに陥おちいっているミーネをよそに、族長たちはシャールの作ったラグマンに手を伸ばしていた。

　深い素焼きの鉢の中には半透明のスープがなみなみと注がれ、その中にきれいに揃そろったラグマンの麵めんが横たわっている。

　その上から、青菜を細かく切ったものが散らされ、アクセントをつけている。

「これはこれは。なかなか品のよい」

「ラグマンなど垢あか抜けない手料理を、おもてなしにするとは、などと思っておりましたが、こうやってできあがったものを見ると、これはあり、ですな」

　器を手に取って、匂いをかいだ族長たちの顔が『ん？』という顔になった。

「妙みような匂いがしますな？」

「ふむ、これは、何でしょう？」

「羊肉……ではありませんな、もっとこう、生なま臭ぐさい」

　一人ひとりの族長が意を決したように木のさじを入れてスープをすくい、口に運んだ。

「ずずずずっ！」

　スープをすすりこんだ音が、その途中でぴたっと止まった。

「ん？」

　周りの族長と晴凛、そしてエオル王が怪け訝げんそうな顔で、その族長の顔を見る。

「どうした、ラング。もしかして、飲み込めんほどに不ま味ずかったのか？」

　エスタルの族長ラングは無言で首を振った。そして、口からさじを外すと、火を吐く活火山の絵を背景として背負ってもおかしくないほどの大声で叫さけんだ。

「こ、れ、は、美、味、い、ぞぉおおおおおおおおお！」

　周りにいた族長やエオル王は目を丸くした。

　エスタルの族長ラングは、この族長会議に参加している族長の中でも最年長であり、長老として物静かで堅実な性格のため、他の多くの族長から信頼されていたからである。

　そのラングが時と場所を忘れて大声で叫さけぶことがあるなど、誰も予想すらしたことがなかったのだ。

　ラングの顔を見て、その言葉が噓うそ偽りのない、ラングの心の底から出た叫びだと知った族長たちは、一斉にさじを取り上げてスープをすくって口に運んだ。

「ずっ、ずずずずずずっ！」

　スープをすする音が微び妙みように音階を変えて、奇妙なハーモニーを奏かなでた。

　次の瞬しゆん間かん。族長たちの目の色が変わった。

「な、何じゃ！　これは！」

「こんな味があるのか！」

「これは……魚か？」

「いや、ただの魚ではあるまい、もっと玄妙な味が混ざっておる！」

「臭くさい！　臭いが……美う味まい！　ああくそ！　癖くせになりそうじゃ！」

　やがて、一人ひとりの族長が、ラグマンの麵めんを口に運んだ。

　そして、一回、二回、麵を嚙かむと、その族長の表情が変わった。

「こ、これは何じゃ！　この麵の歯ごたえは！　い、生きておる！　麵が生きておるぞぉおおお！」

　周りにいる族長は『こいつは何を言っているのだ？』という顔でその族長を見ていたが、半信半疑の表情で麵を口に運んだ族長たちは、全員がその場でうめいた。

「こ、これは！」

「この弾力は何だ！　この、口の中で弾はずむものは何だ！」

「嚙むと切れる、切れるのだ！　だが、弾む、弾むのだ！」

　恐る恐る麵を口に運んだエオル王と晴せい凛りんも、同時にうめいた。

「おおう」

「うわ、何だこれ！」

　それは、シムールという一つの民族が、歴史上初めて「麵のコシ」という概念に触れた瞬しゆん間かんだった。

　今まで食べてきた小麦粉の麵とはまったく違うその食感は、これまたまったく食べたことのない魚の風味の混ざったスープとともに、そこにいる族長たちを魅了した。

　シャールは胸の前で手を合わせ、祈るような気持ちで晴凛が食べるところを見つめていた。族長たち、そして何よりも晴凛が美お味いしそうに食べている様子にほっと安あん堵どする。

　自分の作った料理が、驚きと、そしてそれに倍する喜びと共に受け入れてもらえている光景を見て、シャールは泣きそうになった。

　──よかった。評判がいいみたい……一生懸けん命めい練習した、その努力が実ったのよ！

　実際には、努力が実ったというよりは偶然の産物だった。

　シャールのラグマンのスープに深みを与えたのは、メンミが妨害工作のためにスープに注ぎ込んだ、あの古い塩漬けの生魚の漬け汁だった。

　生魚を塩漬けにして発はつ酵こうさせた汁は『魚ぎよ醬しよう』と呼ばれ、古くから使われる調味料である。

　日本の東北地方、特に秋田県の郷土料理である「しょっつる鍋なべ」の、この「しょっつる」というのは、秋田沖の日本海で取れるハタハタ、という魚を塩漬けにしたときに生じる汁のことである。

　日本以外にも、ベトナムの『ニョクマム』、タイの『ナンプラー』など、こういった塩漬けの魚の発酵によって生じた魚醬を料理に使う地方は多い。

　帝国人は内陸部に暮らしていても塩を海から求めていたために、そういった食文化は緩ゆるやかであるが広がっていたが、シムールは赤塩という独自の塩の補給地があったために、南方の海の近くで暮らす民族との接触がほとんどなかったのである。

　そして、シャールが作ったラグマンの麵めんに生じた「コシ」は、シャールの力と今日きようの料理対決のシステムに原因があった。

　シャールが小麦粉を練ったときの力は、普通のシムールの女たちが小麦粉を練るときよりもはるかに強いものだ。そして、練る時間も普通のラグマンを作るときよりもはるかに長かった。

　麵のコシを作るのは、小麦粉の中に含まれるグルテンというたんぱく質である。

　このグルテンは小麦粉を練れば練るほど結び付きあって硬く強くなる。

　もし、その、硬く結び合った状態で麵にすれば、その麵は硬く、ポクポクとした食感になるだろう。

　多くのラグマンは、そういった麵で作られている。

　だが、制限時間の関係で、小麦粉を練る段階から始めることができなかったシャールは、あらかじめ練った小麦粉を使わざるを得なかった。

　つまり、「生き地じを寝かせる」という工程がここに加わることになったのである。

　寝かされた生地の中で硬く結び付きあったグルテンは、時間が経つと再び解け出す。しかし、完全に解けるわけではない。長くなったグルテンは、そのまま麵の中に残る。このときに、麵に「コシ」が生まれるのである。




　気がつくと、勝負の結果は残ざん酷こくなまでに目の前にあった。

　ほとんど手がついていないミーネの皿に対し、シャールの作ったラグマンはスープの一滴に至るまで飲み干されていた。

　ミーネの作った特製ソースのかかった焼肉を平らげていたのは晴せい凛りんだけだった。

　ミーネの一生懸けん命めいさを考えれば、たとえ舌の中がめちゃくちゃになるくらいの味の肉であっても、晴凛は残すことができなかったのだ。

　ミーネはがっくりと肩を落とし、うなだれていた。一方、なぜかシャールも表情が固い。晴せい凛りんはおろおろと二人ふたりの顔に視線を行き来させていると、エオル王が、立ち上がった。

「この勝負、見ての通りである！　ミーネの焼肉は、我々を魅了した！　決して不ま味ずかったわけではない！　最後にかけたソースさえ無ければ、この勝負、互角であったやも知れぬ！

　だが、そうだとしても、シャールのラグマンに多くの票が集まっただろう！　何の変哲もない家庭料理のラグマンを、かくも豪ごう華かな、そして驚きの美味に仕上げてみせたシャールの腕前を我々は心から褒ほめ称たたえよう！」

　エオル王が勝利者としてシャールの名前を呼ぼうと口を開いたそのとき。

　シャールが叫さけんだ。

「いえ、族王エオル様！　この勝負、私の負けでございます！」

　居並ぶ族長と、そして観客の間から、驚きの声が上がった。

「な、何だってー？」

「どうしてだよ！　シャール姫のほうが美う味まかったんだろう？」

「ミーネ姫の料理はみんな残してるじゃないか！　残してないのは……晴凛だけだぞ？」

　シャールの言葉は続いていた。

「この料理、実を言うと失敗作なのでございます！　私の手違いで、スープが異様に生なま臭ぐさくなってしまいました。しかし、私の手元には、その生臭さを消す香草も何も無かったのでございます。

　窮きゆう地ちに陥おちいった私は恥をしのんでミーネ姫に、匂い消しの香草を分けて下さいと頼みました。

　私とミーネ姫は晴凛殿の妻の座を争う敵同士、私に香草を渡しても何の得にもなりません。逆に自分が不利になるばかりでございます。普通なら断るでしょう、窮地に陥った私を見てせせら笑うでしょう。しかし、ミーネ姫はそれをしなかった！

　ミーネ姫は私に香草を差し出して、にっこり笑ってこう言ったのです。

『悔くいの無い料理を作ろう！』……と！

　あの香草が無ければ、私の作ったラグマンは生臭く、とても食べられたものではなかったでしょう。おそらく、手もつけられずに、皆様方の前で冷たくなっていたと思います」

　シャールは両手を広げた。

「この勝負！　私の負けでございます！　ミーネ姫こそが、本当の勝利者でございます！」

　ミーネは黙だまったままシャールの言葉を聞いていたが、やがてぽつんと言った。

「わしは負けたのじゃ。どんないきさつがあったにせよ、客人の前に出した料理がすべてじゃ……わしの料理は誰も食べてくれんかった……わしの負けじゃ」

　エオル王はしばらく黙ったままミーネとシャールを見比べていたが、やがて、

「ふむ」

　と、何やら納得したように、にっこりと笑った。

「わしは肝心なことを忘れていた！　この勝負の結果を決めるのは、我々ではない！　こちらにおられる、侘タ瑠ル徒トの王、晴せい凛りん殿だ！」

　晴凛は目を丸くした後、参ったなあ、という顔でエオル王を見た。

「……今、ここで決めなきゃだめなんでしょうか？」

「どういう意味かね？」

「ええ、何が何でも今、結婚しなくちゃいけないんでしょうか？　僕がシムールの一員であることさえ認めてもらえるのなら、別に、今、ここで結婚しなくちゃいけないというわけでもないと思うのですけど……」

　エオル王はにやっと笑った。

「先延ばしにするつもりかね？」

「え、ええ、まあできることなら……」

　エオル王は声を上げて笑った。

「ははははは！　正直でよろしい！　婚礼は先に延ばしてもいいだろう。だが、いつまでも先延ばしにするわけにはいかんぞ？　そうだな、お前に一晩の猶ゆう予よをやろう。

　今夜一晩じっくり考えて、明あ日すの朝、シャールを娶めとるかミーネを娶るか、その答えを告げよ、いいな！」

「はい、わかりました！」

　晴凛はそう言って一礼した。

　エオル王はにこやかにあたりを見回すと、大きな声で宣言した。

「では、料理勝負はこれで終わる！　ミーネの焼肉もシャールのラグマンも、まだ余っているので観客に振る舞おうと思う！　ぜひ味見したい、と思う者は、列を作れ！」

　観客だったシムールの人々は歓声を上げて広場になだれ込み、その場で大宴会となった。

　ミーネの作った焼肉を食べて目を丸くし褒ほめ称たたえ、ソースを舐なめては顔をしかめ。

　シャールの作ったラグマンの麵めんを一口食べて驚嘆し、スープを飲んで再び驚く。

「いやあ、ミーネ姫の焼肉、これってありじゃねーの？」

「ソース無しなら満点だよ！」

「シャール姫のラグマン、これ、何だ？　こんなの食ったことねえ！」

「スープが気になりますわね、何を入れたらこんな奥の深い味が出せるのでしょう？」

「ミーネ姫の焼肉、今度、うちの支族でもやってみようぜ！」

「ああ、来週、長老会議があるから、そのときこれを作って出したらきっと爺じいたちも大喜びだぞ！」

「ラグマンをこんな風にできるなんて初めて知ったわ。毎日毎日、親から教わった通りのやり方でずーっと作ってきたけど、今度から色々試してみようかしら……」

　広場でわいわい騒ぐ人々をそのままにして、ミーネはシャン族の大包建タオパイクーに戻った。

　青いシャン族の色に染められた大包建タオパイクーの前には、ミリンが立っていた。

「やっぱり、やらかしやがりましたね、この山やま猫ねこめ」

　そんな悪態をつきつつも、にっこりと笑えみを浮かべたミリンの顔を見たとき。

　急に、その笑顔が歪ゆがんだような気がした。青い大包建も、それより青い空も、緑の草原も、全部が歪んで見えた。

「あ、あれ？　何じゃ、涙が……」

　ぼろぼろと、大きな瞳ひとみから涙がこぼれ落ちる。

「わし……わしは……うえっ……ふぇぇ……」

　鳴お咽えつを漏もらし始めたミーネを見て、

「まったく、世話の焼ける山猫でいやがります」

　ほら、とミリンが両手を広げると、ミーネはその胸に飛びついていた。

「負けてしまった……わしは負けてしまった………わしの料理は誰も食べてくれんかった……！」

　ミリンはゆっくりとミーネの頭を撫なでる。

「でも！」

　ミリンの服に顔を埋めたまま、ミーネは叫さけんだ。

「晴せい凛りんは優しい！　晴凛だけはわしの出来損ないの焼肉を一生懸けん命めい食べてくれた！」
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　晴せい凛りんの皿だけがきれいになっていたのを、ミリンも見ていた。エオル王やほかの長老たちは一口食べただけだったのに。

「だったら、いいではないか！　晴凛が食べてくれたのならそれでいいではないか！　他のジジイどもやら、いけすかないエオル王が食べなかったから何だと言うのじゃ！

　だって、わしは！　わしは晴凛の嫁になりたかった！

　嫌いやじゃ！　晴凛を取られるのは嫌じゃ！」

　あとはもう、鳴お咽えつ混じりの声にならない声しか出なかった。

「いやあ……嫌じゃあ……！」

　ミリンは自分の胸で泣きじゃくるミーネの頭や背中を、黙だまって撫なでていた。

　そして、ひとしきり泣きじゃくってミーネが泣き疲れた頃、涙に汚れた顔を拭ふいてやりながら、ぽつりと言った。

「まだ、決まったわけじゃありませんよ」

「ふえ……？」

「エオル王が言ったでしょう？　晴凛殿に、今夜一晩考えて、明日あした答えを出せって……聞いていなかったのですか？」

　ミーネはこくん、とうなずいた。

「負けたとわかったとたん、頭の中が真っ白になってしまったのじゃ……晴凛が他の女のところに行ってしまう、もうわしのそばにいなくなってしまう、と思ったら、足が震えて目の前が真っ暗になって……立っているだけでやっとだったのじゃ」

「やれやれ……人の話を聞かないのは、まったく直りませんね」

　ミリンは、ふう、とため息をついた後で、ミーネの顔をしげしげと眺めて聞いた。

「私が作った香草の粉を、シャール姫に譲ゆずりましたね？」

「え？　あ、ああ、うむ、あんなにあっても余るだけじゃからな。シャールが欲しいと言ったからくれてやった。気を悪くしたのか？」

「いいえ、逆です。シャール姫に分けてあげて正解でした。よくぞあのとき、分けてあげました」

「そうか、お前がいつも言っている通りにやったまでじゃぞ。困った人がいたら助けてやれ、というあれじゃ！」

　ミリンはにっこり笑った。

「姫様は山やま猫ねこですけど、性根の真っすぐな正直な山猫ですね。私はそんな山猫が大好きです」

　ミーネは照れたように下を向いた。

「ミリンから褒ほめられると嬉うれしいが、後が怖そうな気がするのう……」

「とにかく、まだ負けたわけではありません。

　あなたが作ったあの料理を、晴凛殿は全部残さず食べたのです。その晴凛殿が答えを出すのを、待つのです」

　ミーネが小さくうなずいたのを見て、ミリンは、

「明あ日すの朝、晴せい凛りん殿が答えを出すそのときまで、あきらめないことです。いいですね」

　ぽん、と仕える姫君の両肩を叩たたいた。力強くも優しいその仕草に、ミーネはぐぐっと拳こぶしを握り締める。

「うむ、今夜が勝負、ということじゃな？」

　その言葉を聞いたミリンは、なぜだろう、すごく嫌いやな予感がした。




　その日の夜、人々が寝ね床どこに入ってしばらく過ぎた頃。

『ざすっ！』

　シャン族の大包建タオパイクーの裏手にあたる外壁の厚い革かわの一部に、突然、ナイフのようなものが飛び出してきた。

『ざくざくざく……』

　ナイフはそのまま真っすぐに包建パイクーの外壁の革を切り下げていく。

　切れ目が四十センチほどになったときナイフが引っ込んで、その切れ目から小さな白い指が現れた。

　その指が左右に広げた厚い外壁の切れ目から、ぴょこん！　とミーネが顔を突き出した。

　ミーネは素早く左右を見回して、気配を窺うかがった。

　ミーネは緊張した顔でしばらくじっとしていたが、やがて何の動きもないことにほっとしたような表情を浮かべる。それから、その切れ目に露あらわになった右肩を入れて、上半身を外に出してきた。

　右肩だけではない。左肩も露になっている。いや、それどころか、白い下着姿のままだった。

　上半身を外に出したミーネは両手を地面に突くと、蟬せみが殻から抜け出すように前に転がった。

　すぽん！　と音がするように包建の外に飛び出した、ミーネの白いお尻しりが月明かりに照らされる。なんと下半身を隠すのは、ぎりぎりの長さの裾すそだけであった。

　お尻丸出しで地面に丸くなったミーネは慌あわてて立ち上がると、白い下着の裾を引っ張ってお尻を隠し、忍び足で包建の立ち並ぶ間を、そろそろと歩き出した。

　──よし、抜け出すところまでは上う手まくいった！　次は、エオル王の王包建に忍び込まねば！

　ミーネは小さなあるのか無いのかわからない胸を押さえて、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「わしにはアイリーンのような武器も無いが……大丈夫じゃ！　アイリーンから教わった最後の秘策さえ上手くいけば、晴凛はわしの婿むこじゃ！」

　ミーネは小さく、うんうん、とうなずくと、そっと夜の闇の中にその白い素足を踏ふみ出した。

　数分後、エオル王の王包建の一番奥にて。寝室用の包建の内壁に、いきなりナイフの刃が突き出してきた。

『ざしゅ！』

　ナイフの刃はそのままざくざくと外壁と心材を切断しながら真っすぐに下りていく。

　そして、一番下まで切ると、ナイフの刃が引っ込んだ。

　外壁の革かわの切れ目から顔を出したのは、やはりミーネだった。

　さっきと同じように首だけを包建パイクーの中に突っ込んで、素早くあたりの様子を窺うかがう。

　これといって動きが無いことを確認すると、ミーネは目を閉じて、ふう、と小さく安あん堵どのため息をついた。

　──大丈夫、見つかってはおらんようじゃな。

　そして、ミーネはその外壁の切れ目から右肩を入れて、よじよじと身体からだをひねりながら包建の中に入った。

　その場にしゃがんで、再度、あたりの気配を窺う。

　──晴せい凛りんの寝室は……たぶん、あっちじゃ。

　ミーネは薄暗い包建の中を、移動し始めた。

　その、しなやかな身のこなしは、どう見ても山やま猫ねこ……それも獲物に近づくときの山猫によく似ていた。

　その山猫が小さく仕切られた晴凛の寝室を探し当てたのは、すぐのことだった。なぜ、暗くて見知らぬ包建の中ですぐに探り当てることができたのか……これはもう、勘以外の何ものでもない。

　だが、ミーネはここが晴凛の寝室だと確信していた。

「よし……ここじゃ。ここで……」

　シムールの都に来る前に、アイリーンに教えられたことを思い返す。

　──いーい？　いざとなったら、寝ね床どこに忍び込むの。そして、あとはもう、男の人にすべてを任せてしまえばいいの。一晩過ごせば、もうこっちのものよ。

　一体、何をしてくれるのかは、教えられなかった。

　──大丈夫よお。そのときになったら、ちゃんとわかるわ。

　とか言われたが……これはもう、晴凛を信じよう。

　ミーネの目の前には、天てん蓋がいがついている大きな寝台があった。

　天蓋から下げられている薄い布は、蚊か帳やのような役目をするのだろう。寝台の上には上質な羊の毛で作られた、柔らかそうな布団がふんわりと波打っている。

　すでに夜も更けた。晴凛はこの布団の中で、眠っているはずである。

「よし、では……」

　ミーネは床に両りよう膝ひざを突くと、膝小僧で歩くようにおじおじと寝台に近づいた。

　布団をまくりあげて、両手をそっと布団の中に伸ばす。

　いつ晴せい凛りんの身体からだに触れるかと思うと、心臓がドキドキする。

　指先に全神経を集中させて、布団の中をまさぐる。

　……が、しかし、なかなか指先が晴凛の身体に触れない。

　──くそ、どこに寝ておるのじゃ！　もっと向こう側に寝ておるのか？

　ミーネは上半身全体を布団の中に突っ込んだ。

　思い切り腕を伸ばすのだが、晴凛に届かない。

　──えーい、この寝台が大きすぎるのじゃ！　何で、こんな大人が三人並んで寝られるような広い寝台が必要なのじゃ！　寝台の上で組み打ち合戦でもするつもりなのか？

　業を煮やしたミーネは、ついに寝台によじ登り、かけ布団の下を這はうようにして、両手を伸ばし、まさぐりながら前に進み始めた。

　──どこじゃ？　どこにおる。もっと先か？　もっと先か？

　思い切り両手を伸ばしたそのとき。

　ふっと両手の下にあったはずの寝台が消えた。

「うわ！」

　バランスを崩したミーネはそのまま寝ね床どこの向こう側に、ころん、と転がり落ちた。

「ふにゅ？」

　自分がどういう状況にいるのか、見当がつかなかったのだろう。ミーネは床に、ぺたん、と座ったまま、首をひねった。

　自分の後ろを振り返ったミーネは、やっと合点がいったのか、ぴょん！　と立ち上がると、その場に仁に王おう立ちになった。

　そのまま前かがみになって、かけ布団を摑つかむ。

　可愛かわいいお尻しりが丸見えになっているのにも構わず、そのまま布団を引っぺがした。

「てぃっ！」

　だが。そこには、敷き布団しかなかった。

「あ、あれ？　晴凛……？」

　そこに寝ているはずの晴凛の姿がない。

「え、ええと……」

　──どうすればいいのじゃ？　早くも計画が狂ってしまったではないか……。

　いや、アイリーンは、こうも言っていた。

　──待ち伏せしてみるっていうのも、アリかもしれないわぁ。だって、狩りのときも待ち伏せってするでしょう？

　なるほどそれももっともだ、と、ミーネは方針を変更することにした。

　晴凛がどこにいるのかはわからないが、いずれこの寝室に戻ってくるはずだ。なら、この布団の中で、待っていればいいではないか。晴凛が来た後どうしたらいいのかはわからないが……アイリーンの言う通りなら、あとは晴せい凛りんに任せればよいはずである。

　これは名案、と、うなずきながら、ミーネはいそいそと布団を元に戻し、その中に潜もぐり込んだ。

「ふふ、暖かいのう」

　夜風の中を、下着一枚で駆かけてきた──もちろん、この『服装』も、アイリーンの教え通りである──ので、少し体が冷えていたらしい。

「くんくん……ふふ、晴凛の匂いがするのう」

　晴凛は昨日きのうからここに寝起きしている。布団の上にある枕から、彼の匂いを感じ取って、ミーネは小さな鼻をこすりつける。

　晴凛の匂いは、侘タ瑠ル徒トの街で初めて会ったときから、しがみついたり抱きついたり飛びついたりしてきたので、よく知っている。

　そのことを思い出したら、ミーネは急になんだか落ち着かない気持ちになって、枕にほおずりを始めた。

　するとますます、鼻の奥も胸の奥も、晴凛の匂いでいっぱいになったような気がする。その匂いは、ますます落ち着かない気持ちにさせるものの、嫌いやなものではまったくなく、ますます鼻を押し付けたくなる。

「いい匂いじゃ……晴凛の匂いは大好きじゃ」

　そんなことをぽそりとつぶやいて、鼻から頰から、耳、首筋、顎あご、額ひたいに至るまで、すりすりと枕にこすりつける。

　そうこうしているうちに、ミーネはとろとろと微睡まどろんできた。昨日の夜から料理勝負のために、ずっと神経が張り詰めたままだったからだろうか。この布団の中で晴凛の匂いをかいでいると、ようやく心が落ち着いてきたような気がする。

「みゅうん……そうじゃ。晴凛と一緒にいると、どうも緊張が緩ゆるんでいかん……龍りゆう射しやの試験のときも、侘瑠徒の戦のときも、晴凛ならきっと大丈夫と……にゃふ……うまくいかん可能性のほうが……高いのに……にゅむ……」

　だんだんすりつける動きがゆっくりになり、やがて、顎の裏の辺りを大きく布団に絡からめるような仕草をしたかと思うと、

「みゅう……にゃむ……むにゃ、すぴぃ……」

　口をもぞもぞとさせながら、寝息を漏もらし始めた。




　さてその頃、晴凛はどうしていたのかというと……。

　実は、同じ大包建タオパイクーの中にいた。

　エオル王の部屋で、あれこれと話をしていたのである。

　話をする、とは言っても、積極的なエオル王が晴凛に、帝国のあれこれについてたずねることのほうが多かっただろうか。政治や軍事の話もあったが、晴せい凛りんも科か挙きよに合格できなかった程度なので、深くは説明できない。それよりは、市場の様子や品揃ぞろえ、そこで暮らす人々の生活の様子をエオル王は深く尋ねた。エオル王は、シムールの暮らしと比較して違う点が多いが、共通点もあることに感心していた。

　晴凛の話すこと一つ一つが、王にとってはよほど興味深かったらしく、その話は長い時間にわたり、一段落ついたのはすっかり夜も更けた頃だった。

　最後にエオル王は、

「で、どうだ。決まったか？」

　と聞いてきたが、その言葉に晴凛は答えることができなかった。

「そうだろうな。ここですっと答えが言えるようなら、こんな状況にはなってないだろうし、そもそもおまえがここに来ることもなかっただろうからなあ。

　まあ、無理に深く考えすぎても、答えにくいだけだろう。そろそろ寝るか。一眠りして、起きたときには、答えが決まっているかもしれないぞ」

　そんなことを言われてしまい、ますます頭を抱えたくなった晴凛が、自分にあてがわれた寝室に戻ってきた。

　すると。

「にゃふぅ……みゅぅん……」

　何やら、怪あやしげな獣けものの吐と息いきが聞こえる。

　その鳴き声は間違いなく晴凛の寝室から漏もれてきている。

「な……!?」

「きゅるぅぅ……ぴぃ……」

　犬か猫ねこか。いや、それよりももっと大きな生き物のような気がする。シムールが必ず連れている羊が寝室に潜もぐり込んだのか？

　──いや、羊はにゃふう、とか鳴いたりはしない……たぶん。

　どちらかと言えば、猫のような。いやしかし、猫なんてこの都で見かけただろうか。

　とにかく、何が寝室にいるのか、確かめなければ。

　晴凛は低く身構えたまま、そっと寝室に足を踏み入れた。

「……？」

　獣の姿は見えない。物陰に隠れているのかとも思ったが、そんな気配もない。

　だが、布団が盛り上がっている。

　ということは、謎の獣は布団の中にいるのだろうか。

　ごくりと生なま唾つばを飲み込んでから、晴凛はゆっくりと布団に近づいた。

　よく見れば、布団が規則正しく上下している。今にも飛びかかってくるのだろうか。

　晴凛は布団を見下ろす位置まで近づき、細心の注意を払って、手を伸ばそうとしたとき。

　もぞもぞっと布団が動いた。

　そして、布団の中から、にゅうっと真っ白な足が生えてきた。

　人の足である。つま先から、ふとももまで、すらりと伸びた足。

「ひ……人？」

　声を上げようとした晴せい凛りんは、その声を途中で飲み込んだ。

　この足に見覚えがある。よく知っている。蹴けっ飛ばされたりしたことがある。

　──まさか。

　と、布団をめくってみると。

「にゅふぅ……」

「ひ……姫様……」

　口をもぐもぐさせながら、下着姿のミーネが眠りこけていた。

「ちょ!?　な、何でこんな格かつ好こう!?」

　下着の裾すそが思いっきりめくれあがって、おなかからへそを通ってふとももに至るまでが、丸見えになっていた。

　慌あわてて布団をかけ直す。

　──ま、また、見てしまった……

　初対面のとき以来の、丸見えであった。

「ああもう、こんなところで……何やってるんだ……」

　はぁー、とため息をつきながら、自分の寝室に帰そうと思い、

「姫様、こんなところで寝てないでください」

　と、声をかけようとしたとき。

「晴凛ー、りょおりができたろぉー」

　寝言であろうか、いきなり声を発したかと思うと、ミーネは抱え込んだ枕にほおずりを始めた。

「せーえりーんー……」

　もぞもぞと布団を抱き寄せるその手を見たときに、晴凛ははっと息をのんだ。

　ミーネのしなやかだが華きや奢しやな指先には、たくさんの切り傷と火傷やけどがあったのだ。

　一つ一つは小さいが、それも数が多ければ問題だ。手当はちゃんとしたようだが、それがかえって痛々しい。

　──そうか、料理なんてしてるところ、見たことないもんなあ。

　ナイフの扱いは上手だが、あれだけの肉を薄切りにしたことはなかったのだろう。そして、焼き上げるときには休むことなく、かまどにかけた肉を回し続けていた。あのときは楽しそうにしていたが、やはり火傷をしていたのだ。

　ミーネの傷だらけの手に、晴凛はいつしか自分の手をそっと添えていた。自分の手よりも、ずっと小さな手だ。

「晴せい凛りんー……肉が焼けたぞぉー……」

　もごもごと寝言を言いながら、ミーネが身じろぎしたとき。

　ミーネの人差し指と中指が、晴凛の小指を絡からめ取った。

　その指先の温かさが小指に伝わってくる。草原の暖かさをそのまま持ってきたような、温かな指先だ。

「あ……」

　思わず、晴凛の喉のどから空気が漏もれた。それが静かな寝室に響ひびいた。

　この音の意味は何なのだろう。

　そんなことを考え……そして、ああそうかと、何かがすとん、と腑ふに落ちた。

　それが何なのかはわからないが、晴凛の中で何かが一つ定まったような気がした。

「……今度は美お味いしい肉をごちそうしてくださいね、姫様」

　どうやら焼肉の夢を見続けているらしい姫君に、晴凛はそっとささやく。そして、広い寝台の片隅に身を置いた。

　そのまま片かた肘ひじを枕にしてミーネの寝顔を見ていたが、いつしか彼も添い寝するように眠りについていた。
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　次の日。

　族長会議の席には、晴せい凛りんと神しん妙みような顔つきで並んで座っているシャールとミーネの姿があった。

　その二人ふたりを背にして立ったエオル王が、真ま面じ目めな顔で晴凛に言った。

「さあ、一晩の猶ゆう予よは過ぎた。この選択は、君が侘タ瑠ル徒トの王として我がシムール十二支族と縁を結び、シムールのすべての民から信を得るために避けては通れない道だ。

　君は帝国に生まれ、帝国で育ち、帝国の官位を戴いただく帝国の官かん吏りだった。だが、今の君は我がシムールの敵ではない。

　そのことは、私も、ここにいる支族長たちも、よく知っている。しかし、シムールの民は君のことを知らない。君がここで、タッケイの長スンタタの妹君、もしくはシャンの長イシルの姫君を娶めとることで初めて、君とそして侘瑠徒の民がシムールの敵ではないことを、シムールのすべての民に広く知らしめることができる。

　さあ、晴凛よ、君は誰を選ぶ？　君が侘瑠徒の王として生きる道を共に歩みたい、と思うのは誰だね？　その名をここで告げたまえ！」

　前に座ったシャールとミーネは、食い入るように晴凛の口元を見つめていた。

　そこから出る名前が自分のものでありますように！　二人の願いはそれだけだった。

　──私ですね？　私ならあなたと共に戦えます！　私の弓とあなたの弓で共に侘瑠徒を守り、この地上に王おう道どう楽らく土どを作り上げましょう！　私しかいません！　シャール、とお呼びください！

　──何を迷う！　お前のことを一番よくわかっているのはこのわしじゃ！　宿なしで追い出されたお前を拾ってやった恩を忘れたか！　わしの名を呼べ！　ミーネ、と、それだけでいいのじゃ！

　晴凛はためらうように天を仰いだ後で、目の前に立っている、顔は真面目だが目の奥に面白がるような色を宿しているエオル王に言った。

「エオル王、お聞きしたいことが……」

　その瞬しゆん間かん、ミーネがぴょこん、と立ち上がって叫さけんだ。

「いかん！　いかんぞ晴凛！　エオル王は男じゃ！　まだ妻はおらんがお前と結婚することはできん！」

　晴凛は、ぽかん、と口をあけた。

「へ？」

「何の話をしているのだ？」

　エオル王が怪け訝げんな顔をしたとき、シャールが慌あわててミーネの腕を引っ張った。

「ミーネ姫、違います！　晴凛殿は、エオル王にお話があるだけです、エオル王を結婚相手に選んだ訳ではありません！」

「な、何だ、そうか。名を告げよ、と言われた晴凛がエオル王を呼んだので、わしはてっきり……」

　ミーネの言葉を聞いた族長たちが笑いだした。

「わはははは、そういうことか！」

「いや、笑っては悪い。それだけ必死なのだよ、あの子たちは」

「いや、まあわかりますが」

「それにしても、羨うらやましいですなあ。わしが若かったら、両方嫁に貰もらいたいところですな」

　ミーネのおかげで、族長会議の雰囲気は完全に和なごんでいた。

　晴せい凛りんは胸の奥でほっとため息をついた。

　──この雰囲気なら、僕の申し出も受け入れてもらえるかもしれない。

　族長たちがざわざわと笑いあう中で、晴凛は小声で言った。

「エオル王、お話があります」

「何だね？　結婚の申し込みなら、ダメだぞ、シムールでは男同士の結婚は認めていない」

「そういう話じゃありません！」

　エオル王はにやっと笑った。

「わかっている。今、ここで結論を出したくはない、時間をくれ、と言いたいのだろう？　違うかね？」

「え？　あ、はい、そうです」

　思っていたことをずばり、と言い当てられた晴凛は、慌あわててうなずいた。

「君の言いたいことはわかるが、この流れを今さら変えることは私にもできない。とりあえず、婚約とする形で、実際の婚礼の儀は先に延ばすことはできるだろう。だが、ここで二人ふたりのうちどちらかを選ばねば、場が収まるまい」

「あ、はい、そう言われてみればそうです……」

「まあ、私に任せておきたまえ、上う手まくまとめてあげよう」

　エオル王は晴凛に目配せすると、ゆっくりと振り向き右手を挙げた。そして、会議場を見回して言った。

「では、あらためて、この場で晴凛殿に未来の花嫁を選んでもらおうではないか！」

　エオル王の言葉を聞いて、タッケイのスンタタが右手を挙げた。

「あの、申し訳ないが、今、エオル王は未来の花嫁と、おっしゃったように聞こえたのだが……」

「その通り。いかにも、私は今、未来の花嫁、と言った」

　そう言ってうなずいた後で、エオル王は晴凛を指し示した。

「今、晴凛殿からこう言われたのだ。侘タ瑠ル徒トは帝国に反旗を翻ひるがえしてまだ間がない。帝国は我々が離反することを許しはしないだろう。必ず討とう伐ばつの軍を差し向けるに違いない。

　その帝国軍を撃退するためにシムールの力を借りたのでは、帝国軍とシムールの全面戦争の引き金を引くことになる。それだけは避けたい、とな……」

　──どういうことです？

　晴せい凛りんはそう言おうとした。だが、その言葉を飲み込んだ。

　──ここはエオル王に任せよう。エオル王ならきっと何とかしてくれるだろう。この人を信じるしか僕には道がない。

　エオル王の言葉は続いていた。

「侘タ瑠ル徒トには力があることを、、我々は知っている。タッケイとユルム三万の軍勢を撃退されたのだからな。だが、帝国はそれを知らない。それを帝国に知らしめるために、帝国軍三万を撃退してみせねばならない。侘瑠徒はこれから激しい戦いの中に飛び込まねばならない。婚礼はその戦いの後にしてもらえないだろうか？　という言葉だったのだ」

　──ええっ!?　言ってません！　僕はそんなこと言ってません！

　今度こそ、晴凛は叫さけぼうとした。だが、それよりも早く、族長たちの間から拍手が湧き上がった。

「おお！　その意気やよし！」

「それでこそ、我がシムールと対等の約定を取り結ぶ相手にふさわしい！」

「それほどの気概があるとは、思ってもいなかった。いや、見直した！」

　──うわ、言いだせない雰囲気！

「というわけで、今回ここで決めるのは婚約者ということにしたい！　晴凛殿が無事に帝国軍を撃退し、侘瑠徒の王として名実ともに認められたとき、正式に婚礼を行い、妻とすることで、この場の了承を得たいのだが。いかがなものだろうか？」

　エオル王は晴凛をちらっと見た。

　──問題を先送りにして逃げるからには、それなりのリスクと責任を負ってもらうぞ。

　その目はそう言っていた。

　族長たちは互いの顔を見合わせて、うなずき合った。

「うむ、言っていることに一理ある」

「これから戦いを控えて、婚礼などにうつつを抜かしているわけにはいかんからな」

「名実ともに侘瑠徒の王となって、シムールと対等になってからの婚礼ならば言うことはない！」

　族長たちの間に異論がないことを確認したエオル王は、ゆっくりと晴凛に向き直った。

「というわけで、君の要望は聞き入れられた。今日きよう、ここで決めるのは婚約者であり、神の前で誓った花嫁ではない。とはいえ、それなりの義務が生じる。君には節操ある行動が求められるということだ！　いいな？」

「わかっています……」

　晴凛はうなずいた。

「よろしい、では、あらためて聞く。君が将来を共に歩んでもよいと思うのは誰だ？」

　晴せい凛りんはためらわずはっきりと答えた。

「はい、それは、シャン・クム・ミーネです！」

　ミーネは目を見開いた。それから、さっきまではあれほど意気込んでいたのにもかかわらず急にそわそわしだし、頰ほおを赤らめて視線を空中に彷徨さまよわせる。

「わ、わしか？　本当か？　わしでいいのか？　あんなめちゃくちゃな料理しか作れんかったのだぞ？」

　晴凛はうなずいた。

「だからです……」

「へ？」

　きょとんとするミーネと、がっくりと肩を落とすシャールを見て、晴凛はゆっくりと言った。

「私以外にミーネ姫の相手をできる者はいません。放っておけない、それがミーネ姫を選んだ理由です」

「そうかそうか……って、待てい！　何じゃそれは！　それでは、単なる保護者ではないか！」

　眉まゆを吊り上げて両手をぶんぶん振り回すミーネをそのままにして、晴凛はシャールを見た。

「シャール姫は実にすばらしい方です。やることなすこと、ソツがありません。ある意味、理想の女性です。でも、それはつまり、誰のところに嫁に行っても、充分やっていける、ということだと思います。でも、ミーネ姫は今のままではまず嫁には行けません。だから、ミーネ姫を選びました。

　確かに、今のままでは料理はおろか、妻らしいことは何一つできません。今、結婚しても苦労するばかりだと思います。ですから、僕は未来に期待して待とうと思うんです」

　ミーネは目を見開くと、不安そうに聞いた。

「ど、どれくらい待ってくれるのだ！」

「そうですね、あと三年……三年経たったら、そのときに」

　喜びに目を輝かせたミーネは、ぶんぶん、と首を縦に振った。

「わかった！　三年だな！　やる！　やってみせる！　晴凛の妻としてふさわしい女になってみせるぞ！」

　エオル王はゆっくりとうなずいた。

「よし、それが晴凛殿の決断というのなら、我々はそれを了承しよう」

　そして、エオル王はミーネとシャールの両方を交互に見て言った。

「とりあえず、晴凛殿はミーネ姫を選んだ。だが、これは決定事項ではない。三年の猶ゆう予よが与えられた、ということだ。

　自分が選ばれた、と慢心してこの三年、遊び呆ほうけていたら、三年後、愛想を尽かした晴凛殿はまったく別の娘を伴はん侶りよとして選ぶかもしれんぞ？

　この三年は、自分を高めるための三年だ。人に何かをしてもらうことを当然と考えるのではなく、人に何かをしてあげることが当然と考えることができる人間になるための三年だと思うことだ。

　と、いうことで、この案件は一件落着した！　我がシムールは侘タ瑠ル徒トとの友好関係を維持し、侘瑠徒からの要請があればいつでも戦力を差し向けることをここに確約する！　ラグィ！　テンジン！」

　居並ぶ族長が唱和した。

「ラグィ！　テンジン！」

　それは「テンジンの名にかけて」ということを意味する、誓約の言葉だった。

　シムールの信じる神「テンジン」とは、シムールたちの先祖である。祖そ霊れいたちは天国で、子孫であるシムールたちを見ている、というのが、シムールの考えだった。

　テンジンの名にかけて誓う、ということは先祖代々の一族の名にかけて誓う、という意味であり、シムールにおける最高の誓い言葉だった。

　晴せい凛りんは黙だまって深々と頭を下げた。




　さて、族長会議が終わり、日が西に傾かたむき始めた頃。

　シャールたちが暮らすタッケイ族の包建パイクーの中を、メンミがうろうろしていた。

「……どうしましょう、この小こ瓶びん……」

　メンミが持っているのは、シャールのラグマンの鍋なべにこっそり入れた、腐った魚の汁を持ち歩くのに使った小瓶である。

　臭いゆえに捨てるに捨てられず、ここまで持ってきてしまったが……さて、どうしたものか。

「夜が更けてから、どこか遠くに埋めに行こうかしら……いいえ、私はお姉さまの料理を、台無しにしてしまったわ……お姉さまに会わす顔がない……いっそ、この瓶を持って消えてしまいたい……」

　結局どうしようもないままうろうろしているところに、シャールが帰ってきた。

「ただいま」

　メンミは慌あわててて自分の布団の奥に小瓶を突っ込んで、打って変わって元気のよい声を返す。

「おっ、お帰りなさいまし、お姉さま！」

　メンミの目はシャールの浮かない顔に気がついた。

「お姉さま？　どうなさいました？　気分がすぐれないようですが……お肩とかお胸とかお揉もみしましょうか？」

「いやいや、何でそうなる？」

「だって、お姉さま、だいぶお疲れのようですわよ？」

「む、そうだろうか？　だが、言われてみれば、そうかもしれないな。いやはや、料理の説明とやらが、こんなに難しいものとは思わなかったからな」

「お料理の？」

「ああ、そうだ。族長会議に出た後、ウィン様に呼びとめられてな。料理勝負で作ったラグマンの作り方をほかの部族の女たちに教えてくれと頼まれてしまってな。ミーネ姫と二人ふたりで十二支族すべての包建パイクーを回っていたので、こんな時間までかかってしまったのだ」

　ラグマン、という単語が出たとたん、メンミの顔の筋肉が、ぎしいっと軋きしんで固まった。

「ら、ラグマンの……？」

「うむ。特に、あの汁の作り方を詳くわしくと言われたのだが」

「あ、あの、お汁、ですの……？」

　それまでシャールの目を見ていたメンミが、ぎい、ぎぎぎい、と首を横に背そむけた。

「正直、わたしにもよくわからないからな。教えてくれと言われても、さて、どうしてああなったのか……どうした？　顔色がよくないぞ？」

「い、いえっ、なななな、何でもございませんですことですわっ」

「ん？　そうか？　ならいいが、具合がよくないのなら、すぐに言わねばならないぞ？」

　──ああっ、やっぱりお姉さまは、お優しくてお強くて、すばらしい方ですわぁ……！

「目がとろんとしているぞ？　熱でもあるんじゃないのか？」

　と、シャールが少しかがんで、額ひたいを当ててくる。

「はぁうあうあう！？」

　──お姉さまの、お顔がっ、お目目がっ、お鼻がっ、お口がっ、近いですわ近いですわっ。

「ふむ。熱はないようだな。だが、やはり顔色がよくないようだぞ」

　──ああ……お姉さまは、こんなに私のことを案じてくださっているのに、私は……。

「あ、あの、お姉さま……」

「ん？　どうした？」

「あっ、あの、昨日きのうの、お料理、です、け、ど……」

「うむ。どうかしたか？」

　──ううう……やっぱり、言えません、言えませんわっ。

「え、ええと……その、ええと、勝負のこと、ですけど……」

「うむ、今回は晴せい凛りん様に認めてもらうことができなかった」

　──ああああ……さわやかに、そんなことおっしゃらないでくださいまし。

「だが、三年後に改めて返事をする、ということはだ。やはり、わたしかミーネ姫、どちらかを娶めとるということなのだから、そのときにミーネ姫よりもよい女、よい妻となれるようになっておれば、よいのだ。料理に洗濯、繕つくろい物に織り物……学ばねばならんことはたくさんあるからな。晴凛様はわたしにたっぷりと時間をくださったのだ。優しくて、すばらしい男性だ」

　シャールはそう言って、赤らんだ頰を隠すように両手を当てる。その実に恋する乙女なしぐさに、メンミの額に青い井い桁げたが浮かぶ。

　──ち、違いますわお姉さまっ、あのヘタレ霜そう神じんは、単にお姉さまと珍ちん獣じゆう山やま猫ねこ、どちらかを決めることができなかっただけですわ！　いいえもしかすると、両方……て、手込めにして、爛ただれた酒しゆ池ち肉にく林りんを築くつもりですわ！　って言うか、そんな男のことで、何で目をきらきら輝かせてますのぉっ!?

「でもっ、お姉さまのお料理のほうが、ずっと評判がよかったですわ！　長老様方やエオル王様が、お姉さまの料理をきれいに召し上がったのが、何よりの証拠！　それなのに、三年後だなんてあのヘタレ……」

「いや、それは違うぞ、メンミ。晴せい凛りん様は、あそこで勝負を決してしまっては、シャン族の面めん子つをつぶしてしまうとお考えになったのだ。確かにミーネ姫の料理を食べきったのは晴凛様だけだった。

　だが、それをもってミーネ姫が劣おとっていると決めてしまっては、これまで晴凛様を預かってきたシャン族、特に族長イシル殿の立つ瀬がない。ミーネ姫も、この勝負で負けが決まっては、料理もできない女と一生語られることになる。あの焼肉は大変すばらしい焼き加減であったし、ミーネ姫自身も度量の大きなすばらしい子だというのに、だ。

　晴凛様はそこまでお考えになって、勝負を決するのを三年先にしたのだ。そうに違いない。

　それにわたしも、自分で作り方を上う手まく説明できないラグマンで嫁に行ったと言われるのも、何とも恥ずかしいことだ。せめて、あのラグマンをもう一度作れるようになってから、晴凛様の嫁になりたいしな」

　淡たん々たんと、だが優しげな顔でそう語るシャールを見て、メンミは泣きたくなった。

　あのヘタレ霜そう神じんは、何でこんな素敵なお姉さまを勝者と認めて、嫁としないのか。

　けれども、こんな素敵なお姉さまを、あんなヘタレ霜神に取られたくなんかない。ずっと自分がお世話をして差し上げたい。メンミの心の中は相反する想いで乱れる。

　──お姉さまが胸を張って勝ちをお認めになるには、あのラグマンをもう一度作れるようにならなければ……。

　それには、メンミがしてしまったことを説明しなければならない。だって、あの魚の汁こそが、原因なのだから。

　だが、それを言えば。言ってしまえば。

　──お姉さまは、お怒りになるわ……。

　そうだろう。普通そうだ。

「あうう……あう、あうう……」

　いつしか、メンミの口から、そんな音が漏もれだした。言いたい、だが言いたくない。

「どうしたのだ、メンミ？　やはり具合がよくないのではないか？　布団に運んでやるから、今日きようはもう休んで……ああ、その前に薬を、貰もらったほうが……」

　心底、自分のことを案じてくださっている。それに気付いて……いや、そんなことは初めっからわかっている。もうメンミは、心を決めた。

「おっ、お姉さまっ」

　と、メンミは布団に手を突っ込んで、小こ瓶びんを取り出す。魚臭くさい、あの小瓶を。

「ど、どうした……ん？　この臭いは……」

「も、申し訳ございません、お姉さま……いいえっ、タッケイが族長スンタタ様の妹君、シャール様っ。あのラグマンの汁に、この腐った魚の汁を入れたのは、私でございますっ！」

　その場に膝ひざを突き、頭も床に押し付けるように低くして、メンミは叫さけんだ。

「この汁を入れれば、お料理は台無しになり、お嫁に行くこともなくなるだろうとっ……」

「メンミ……」

「すべては、私がしでかしてしまったことですっ、お許しをなどとは申しません！　どうか、今すぐお手討ちに……！」

「その小瓶に入れていたのか？」

「はいっ！」

　と、シャールはその小瓶を手に取り、蓋ふたを開いて、

「うわっ……なるほど、これはすごい臭い……」

　ひとしずくを指につけて……舐なめた。

「おっ、お姉さまっ!?」

「……ふむ……臭いはとんでもないかいだだけで鼻が曲がってしまいそうだけれども……舐めてみると、意外と悪くない。今まで口にしたことのない味だぞ、これは」

「……え？」

「そうか、これをあらかじめ作ったラグマンの汁の中に少し入れることで、味に大きな広がりが出たのか……たくさん飲めば確かに毒だろうが、量を見切って使えば、よい味付けになる」

「ほ、本当です、の……？」

「土下座までしているお前に、噓うそを言っても仕方ないだろう？　ほら、騙だまされたと思って、お前も舐めてみるといい」

「……え？」

「ほら、阿あ呆ほうみたいに口を開けているなら、私が舐めさせてやる」

「えっ、えええっ！？」

　瓶の口についた汁を指ですくって、無理矢理メンミの口に突っ込む。

「！？！？！？」

「ほら、どうだ。臭いさえ我慢すれば、味はいいだろう？」

「んっ、ちゅぷ、ぺろ……は、はい……これは、一体……」

「詳くわしくはよくわからん。だが、その魚の塩漬けを、よく調べる必要はあるだろうな。帝国のことに詳しい晴せい凛りん様は、ご存じかもしれない。

　いや、しかし、これはすごい発見だぞ。メンミ、よくやった」

「……はえ？」

「何をぽかんとしている。お前のおかげで、こんなにいい物が見つかったのだ。

　そうだ。ミーネ姫の作ったあの焼肉。アレにも、この汁を薄めた物を塗れば、美お味いしいかもしれないぞ。

　よし、夜が明けたら、皆にこのことを教えてやろう！」

「あ、あの、お手討ちは……？　お仕置きは……？」

「いや、だってこれはお前のお手柄だぞ。お仕置きと言っても、どうしろというのだ」

「でも、けど、あの、わたし……」

「うるさいやつだなあ、お前は……そんなに言うなら、そうだな。

　今夜は風が冷たい。お前は、私の布団を暖めるのだ」

「え……？」

「ほら、さっさと寝間着に着替えて、私の布団に入れ。暖まったら私も寝るが、お前は勝手に出たら駄だ目めだぞ。布団が冷めてしまうからな」

「え……ええっ!?」

「何だ、嫌いやなのか。じゃあ、お前は自分の布団で寝るといい。

　だが、その小こ瓶びんを隠していたんだ。さぞかしその布団は臭くさいだろうなあ。

　さあ、どっちのお仕置きがいいんだ？」

「少々お待ちくださいっ、今お布団を暖めますわっ！　全裸で！」

「いや、服は着てくれ……」

　シャールは、やれやれ、という風に答えた。







　　　第七章「襲撃」







「ぴりりりりりぃぃぃぃっ！」

　宿場町の夜の闇を斬きり裂いて、憲けん衛えい隊たいの隊員が吹く警けい笛てきが鳴り響ひびいた。

「南方より接近する人影ありとのこと！　数、およそ二百！」

　見張りの声と共に、死んだように寝ていた憲衛隊の兵士たちが、うめき声と呪じゆ詛その言葉をつぶやきながらごそごそと動き始める。

「ううう……やっと寝られると思ったら敵襲か……」

「俺はもう、三日満足に寝てないぜ……」

「俺は四日だ……」

「護衛総隊は、まだ帰ってこないのか？」

　のろのろと装備を整える兵士たちに、下か士し官かんの声が飛ぶ。

「急げ！　気合を入れろ！　帝国軍憲衛隊が、普通の兵士とは違うところを見せてやれ！」

　兵士たちの動きは少し早くなったものの、いつもの帝国軍の最精せい鋭えいである憲衛隊の姿とは程遠い、だらだらした動きには変わらない。

　光こう凛りんはその兵士たちの動きを見て思った。

　──無理もない。

　この四日間、彼らは休むことなくぶっ続けで警戒と戦闘を繰り返している。いかに精強な憲衛隊といえども、不眠不休で戦えるわけがない。もはや精神力だけではどうにもならない状態になっているのだ。

　ぼんやりとそんなことを考えていた自分に気がついた光凛は、慌あわてて首を振った。

「いかん、俺もこのままでは寝てしまう！」

　目の前の机の上に置かれた、煮出したお茶の入った杯さかずきを手に取った光凛は、それを一気にあおった。

　苦くて渋い、冷めたお茶が喉のどを流れ落ちていく。

「……どんなに高いお茶も、こうなってしまっては苦い薬のようなものだな」

　光凛は自じ嘲ちようするように独り言をつぶやいた。

　そこは、延えん声せいに向かう北域街道沿いにある、点てん真しん家けと呼ばれる小さな宿場町だった。

　この町には、その昔、城じよう砦さい都市だった頃の名な残ごりの石積みの古い城壁が西と東に残っている。街の中央を南北に北域街道が通っており、宿場町として発展するにつれて、城壁の内部が手狭になったのだろう。大きな城門があった北と南の城壁は取り壊され、街道沿いに民家が南北に延びている。

　町の中心部には古い城壁が残っており、中央を通る北域街道の両側に、その城壁を背にするように古くからある宿屋や民家が立ち並んでいる。

　光こう凛りんがこの町を宿泊地に選んだ理由は、この構造にあった。

　街の中心部に馬車を置けば、東と西は守らなくていい。南と北の街道沿いに防御の兵士を配置するだけでいいのだ。

　宿舎に使っている小屋の戸を開けて、光凛のもとに護衛総隊の小隊長がやって来た。

　胸の前で右手に握り拳こぶしを作り、それを左手の手のひらに当てる、軍隊式の敬礼を行った小隊長は一礼して言った。

「泉せん野や上じよう尉い閣かつ下か！　敵が南から近づいておりますが、南側は手薄です。誠に申し訳ありませんが、馬車の周りにいる憲けん衛えい隊たい一個小隊を応援に回していただけませんでしょうか？」

「外周で守りに当たっている護衛総隊の兵力が足りないのはわかるが、憲衛隊はいわば最後の砦とりでです。馬車から離すわけにはいかない」

　指揮官は難しそうな顔になった。

「護衛総隊の半数、特に機動力を持つ騎兵部隊は、大隊長の安あん東どう上じよう佐さとともにすべて、西に延びる山さん塊かい楼ろうの山筋に出現したシムールの捜索のために引き抜かれております。憲衛隊の応援が無ければ、外周の防衛線の維持は困難を極めるかと……」

「そうか……」

　光凛は考え込んだ。

　頭の芯が、ずん、と重いことに変わりはないが、さっきよりは気分がよい。どうやら飲んだお茶が少し効きいてきたようだ。

　──数少ない人数で広範囲を守るとしたら、兵力を薄く全体に張り付けるのは、無む駄だが多い。

　各方面には偵察兵を中心とした小規模の警戒班だけを置き、敵襲を察知したらそこに部隊を差し向けるようにしたほうが合理的だ。何より交代制で休養を取れるようになる。

　だが、その機動力をどうするか、だな。

　頼りの騎兵は引き抜かれて、後に残っているのは歩兵だけだ。

　歩兵を走り回らせれば、あっという間に疲れてしまう。これ以上の兵士の疲労は何としてでも避けたい……。

「機動力か……馬車を引いている馬に歩兵を乗せて、臨時の騎兵を仕立てるというのはどうかな？」

　指揮官は難しそうな顔のまま首を振った。

「いえ、現状で馬に乗れる人間はほとんどいません。もし馬に乗れるのなら、そいつは騎兵になっているでしょう。歩兵は騎兵ではないのです」

「そうか……言われてみればそうだな……」

　そのとき、少年のような年齢の光こう凛りんの従兵が手を挙げた。

「あの、私に提案があるのですが──馬車と馬を切り離すのではなく、馬車をそのまま利用してはどうでしょう？」

「何だと？　敵に馬車を突っ込ませるとでもいうのか？」

「いえ、その、荷馬車の多くは、今は空ですよね？　昼間は負傷兵を運んでいますが」

「ああ、買い付けた食糧を運ぶための馬車だが、今は空荷なので負傷兵の運搬に使っているな」

「空の馬車に兵士を乗せて移動すれば、歩くよりは楽だと思います。早いかどうかは、今は夜なので自信がありませんが」

　光凛は指揮官と顔を見合わせた。

「前例はありません……が」

「不可能ではない……な」

　意を決した光凛は従兵に向き直った。

「よし、その意見を採用しよう。君の名前は？」

「あ、はい。駒く字じ青せい林りんです。輸送隊で荷馬車の御者をしてます」

　童顔の従兵の名前を聞いて、記録のため帳面を開いた光凛の手が止まった。

「晴せい凛りん？」

「あ、はい。青の林で『せいりん』です」

　光凛の頰がわずかに緩ゆるんだ。

「私の弟も字は違うが『せいりん』なんだ。不思議な縁もあるものだな。よし、青林！　憲けん衛えい隊たいの小隊長と輸送部隊の指揮官を呼んでくれ！　大至急だ！」

　その頃、光凛たちの輸送部隊が野営している宿場町の北側からは、粗末な剣や錆さびた古い槍やりを構えた、三百人ほどの貧相な顔つきの男たちが近づいていた。

「本当に、あの町にある馬車の中に、銭が積んであるんすか？」

「ああ、量りよう春しゆんの親分から聞いたんだ。間違いねえ、上う手まくいけば、俺たちの手に、とんでもねえ大金が転がり込んでくる」

「で、でもよ、兵隊が守ってるって話だぜ」

「そりゃあそうだ、そんな大金、丸腰で持って歩くもんか。用心棒がついているに決まってらあな」

「へ、下へ手たしたら、殺されちまわねえか？」

　怯おびえたような顔で聞く気の弱そうな男を見て、兄貴分の男はうなずいてみせた。

「おうよ、下手したら死ぬだろうよ。死ぬまでいかなくても、とっ捕まれば死罪は間違いねえ。でも、そんなことは重々承知で俺たちの仲間に加わったんだろうが！　この期ごに及んでぐだぐだ言うんじゃねえよ！」

　そう言った後で、兄貴分の男は仲間を見回して言った。

「軍隊に刃向って銭を頂こうっていうんだ。捕まれば死罪は間違いねえ。でも助かる道が一つだけある！　あそこにある大金さえ手に入れることができれば、俺たちは助かる！

　銭さえ渡せば役人は黙だまるんだ！　人を殺そうが、村娘を手て籠ごめにしようが、銭さえ払えばおとがめなしだ！　銭が通れば道理は引っ込むってことを、役人どもが教えてくれた！

　あそこにある馬車を一台でも持ち出すことができれば、役人どもに握らせても、たっぷり余るんだ！　気合い入れて殴なぐり込め！　いいな！」

　気弱そうな子分はぼやくように言った。

「そうだよな……どうせこんな田舎町には仕事なんかねえし、シムールが来たって話だし、うろうろしていたら、徴兵隊にとっ捕まって兵隊にされちまうのが落ちだ。そうなる前に銭を手に入れて、都に行って面白おかしく暮らしたほうがよっぽどいい！」

　そう言って、錆さびた古い槍やりを男が握り締めたとき、宿場町の反対側から「わああっ！」という声が上がった。

「始まった！　三さん軒げん荘しようのやつらが南から突っ込んだ！」

「俺たちも早く突っ込まねえと！」

「おお、そうだ！　三軒荘の連中に取られちまうぞ！」

　兄貴分の男はにやりと笑って仲間を抑えた。

「まあ待て、先に突っ込んだやつらを囮おとりに使うんだ。兵隊が南から突っ込んだ三軒荘の連中に気を取られている間に、俺たちは北から突っ込むんだ！」

　兄貴分の男は、木の上から宿場町の様子を見ていた男を見上げて聞いた。

「おい、崔さい史じ！　町の様子はどうなってる！」

　崔史と呼ばれた小柄な男は宿場町の方向をじっと見つめていたが、やがて、下を向いて答えた。

「北にあったかがり火の周りにいた兵隊の影が、いくつか動きました。何人かが、南のほうの応援に向かったみたいですぜ！」

「おう、やっぱり、南のほうに兵隊を回しやがった！　ようし、行くぜ！　目指すは宿場町の街道の輸送馬車だ！　銭が積んである馬車は、緑色に黄色い線が入っているそうだ！　間違えるなよ！　よし、俺に続け！」

「おう！」

　男たちは一声吠ほえると、兄貴分の後に続いて街道を走り始めた。




　その動きは、北の街道の見張り員にすぐに発見された。

「ぴりりりりりぃぃぃぃっ！」

　宿場町の夜の闇を斬り裂いて、再び憲衛隊の隊員が吹く警けい笛てきが鳴り響ひびき　見張り員の報告の声が飛ぶ。

「北ほつ方ぽうより街道上を接近する人影あり！　数、およそ三百！」

「やはり北から来たか！」

　光こう凛りんは忌いま々いましげにつぶやくと、輸送隊の小隊長を呼んだ。

「直衛隊の第二小隊を馬車に乗せて北に向かわせろ！　兵士を降ろした馬車は、後方に下がって待機だ！　北の圧力が下がったら馬車に乗せて、すぐに戻ってくるんだ、いいな？」

「わかりました！　では、すぐに馬車を向かわせます！」

「前線に向かう馬車には、補給の矢を積んで行くように指示しろ！　戦闘が始まれば、後方に矢を取りに行くことはできないからな！」

「了解です！」

　輸送隊の馬車に応援の兵士が乗り込んでいく。一方、宿場町の南側の戦闘は激しさを増していた。

　槍やりや刀を振り回しながら突っ込んでくる連中に、最も効果的な武器は弓矢である。

　雨のように矢が降り注ぐ中を、距離を詰めるために走り抜けなければならないとなれば、躊ちゆう躇ちよするのも当然であるし、攻める側の士気は下がる。

　その場のノリで集まったようなチンピラ連中は、その恐怖に打ち勝つだけの訓練も何も積んではいない。

　目の前で仲間たちが次々に矢で倒されていく光景を見れば、いとも簡単に「士気喪失モラルブレイク」を起こして、逃げ出すだろう。

　護衛総隊と憲けん衛えい隊たいは今までそうやって、襲い来る盗賊や食い詰めた無法者の集団を撃退してきた。しかし、この日、その作戦は今一つ上う手まくいっていなかった。

　その原因は疲労だった。

　弓きゆう兵へいは人一倍目を使う。遠距離から敵の動きを見切って矢を放ち、命中させるために最も必要なもの、それは集中力である。

　護衛総隊と憲衛隊の弓兵たちは、この三日間、満足な睡眠も休きゆう憩けいも取らずに戦い続けてきた。

　夜間、野営地の周辺で警戒に当たるのはもちろん、昼間、移動するときも馬車を守るために、馬車を取り囲んで歩いて随ずい伴はんするのだ。

　昼間は歩き続け、夜は寝ないで戦いを繰り返す。この強行軍がすでに五日間も続いていた。

　護衛総隊の兵士たち、特に弓兵の消しよう耗もうは激しい。もはや遠距離の敵を狙ねらって、動きを予測して矢を放ち、命中させることなどできないほどに疲れ切っていた。

　弓兵の多くに、敵を正確に狙うだけの集中力はすでになく、おおよその見当をつけただけで、矢を放つことが多くなっていた。

　命中率の悪い矢は攻める側にとって怖くもなんともない。まさに『当たらなければどうということはない』が通用する状態なのだ。

　矢の抑止力が失われたことで、槍や剣を振りかざして突っ込んでくる無法者と兵士が、接近戦を繰り広げる状況が多発した。

　一対一の戦いならば、訓練を積んだ兵士のほうが優勢だが、多人数が入り混じった乱戦ではこの理屈は通用しない。

　乱戦は投入できる兵士の数で決まる。兵士の半数が、シムール捜索と基幹都市の防衛要員として引き抜かれた状態で戦いを続けざるをえない護衛総隊や憲けん衛えい隊たいの兵士の中に、負傷者が続出し始めていた。

　北の街道でも、接近し始めた敵に向かって弓の一斉射撃が行われた。だが、その矢で倒せたのは十五人程度だった。

　これが昼間の襲撃ならば、遠くで倒れる仲間の姿でも、心理的な効果があったかもしれない。しかし、夜の襲撃では遠くで倒れる仲間の姿は目に入らない。

　襲撃者はひるむことなく、そのまま薄い防衛線に突っ込んできた。

　北の街道上にガラクタを積み上げて造られた防衛線の内側で、指揮官の下か尉いが部下に向かって叫さけんだ。

「気をつけろ！　素人しろうとでも初しよ太だ刀ちには勢いがあるぞ！　相手の一撃はかわせ！　後ごの先せんで叩たたくんだ！」

「了解！」

「わかってます！」

　部下たちが口々に答えるのと、襲撃者たちが防衛線に殺到するのはほぼ同時だった。

「うぉおおおお！」

　先頭で槍やりを構えて突進してきた男がガラクタを乗り越えようとしたところを、すかさず剣で突く。

　ひっくり返した荷馬車や戸板、壊れた水車などの廃材を組み合わせて作られた防衛線を乗り越えるには両手を必要とする。そうなれば当然、武器は持てない。

　襲撃者の先頭の五十人ほどの集団は、防衛線の内側に入ることができずに傷を負わされ、逃げ出した。しかし、その後ろから迫っていたのは二百人近い大集団だった。

　指揮官の下尉は再び部下に向かって叫んだ。

「次は越えられるぞ！　乱戦に巻き込まれるな！」

　その言葉の通り雄たけびをあげて襲いかかった二百人は、仲間が負傷して転がり落ちても気にかけない。落ちても落ちても、勢いだけで突っ込んできた。

　そして、ついに防衛線を乗り越えた男が現れた。

　その姿を見て下尉は叫んだ。

「引け！　間合いを取れ！　敵のほうが多い！　引きずり込まれれば勝ち目はないぞ！」

　指揮官であることがわかったのだろう。防衛線を乗り越えた男は槍を構えて、下尉に向かって突っ込んできた。

　下か尉いは男の持っている槍やりの穂先の動きを見切って、ギリギリのところで右足を軸にして身体からだを回し、槍を避けた。

　訓練のできていない男は槍を引くことができず、そのままたたらを踏ふむように前に出てくる。

　下尉は槍を抱え込むようにして間合いを詰め、男の肩に剣を振りおろした。

『ざしゅっ！』

　剣から肉を斬きる感触が伝わってくるのと同時に、赤い血が噴き出すのが夜目にも見える。

「うぎゃああああ！」

　抱え込んでいた槍からがくっと力が抜け男は肩を押さえたままその場に倒れた。

　息つく暇もなく別の男が、鉈なたのような幅広い刃物を振り回しながら飛び込んでくる。

　下尉は左手につけた小さな円形の盾でそれを受け、がらあきの胴に剣を突き立てた。

「ふごぉっ！」

　下尉が剣を抜くと、鉈を構えていた男は肺の奥から息を吐き出すような声を上げて、腹を抱えこむようにその場に崩れ落ちた。

　その男の生死を確認するよりも早く、後ろからこん棒を持った男が殴なぐりかかってきた。

　血走った目をらんらんと輝かせたその男の顔を見て、下尉は思った。

　──こいつらは人間じゃねえ。金の亡もう者じやだ！

　金だけが欲しいんだ！　金さえあれば死んだっていいと思ってる。

　殴りかかってきた男は、こん棒を持つ腕を下から切り上げられ、悲鳴を上げた。

「きゃあああ！」

　その悲鳴はひどく幼く聞こえた。

　こん棒を取り落として、その場に座り込んだ男の顔をあらためて見直した下尉は驚いた。

　殴りかかってきたのは、十四歳くらいの少年だった。

　──こんな子どもまで！

　下尉の胸に、やり場のない怒りが湧わき上がってきた。

　──この襲撃を……この騒動を煽あおっているやつがいるに違いない！

　簡単に金が手に入る。上う手まくすれば一いつ攫かく千せん金きんで大金持ちになれる。

　そう言った甘かん言げんでこいつらを騙だまし、こうやって次々に襲撃させる。

　そいつは俺たちを疲れさせてから、最後にやってくるに違いない……。

　下尉は街道上にガラクタを積み上げて作った防衛線を見渡した。

　防衛線のあちこちで、怒号と悲鳴が上がっていた。

　──くそ、多勢に無勢か。あと五十人、いや、二十人でもいい！　応援が来てくれれば、あいつらを押し返せるのに！

　下尉が唇くちびるを嚙かみ締しめていると、

『パプー！　パプー！　パプー！』

　戦場には不似合いな、どこか間が抜けたラッパの音が近づいてきた。

　──あれは輸送隊の馬車が補給物資を持ってきたときに吹くラッパじゃないか。

　こんな戦いの真ん中に何を持ってきたって言うんだ？

　その疑問はすぐに解けた。

「憲けん衛えい隊たい第三小隊、第一第二分隊二十名！　応援に参りました！」

　背中から声をかけられた護衛総隊の下か尉いが振り返ると、そこに白く塗られた憲衛隊の兜かぶとをかぶった一団を率いた下か士し官かんがいた。

「助かる！　前線の兵は疲れきっており、気力のみで戦っている！　援軍が来たぞ！　と大声で呼びかけながら、戦闘に加わってくれ！」

「了解！」

　曹そう長ちようの階級章を付けた下士官は、率いてきた部下に向かって言った。

「今の言葉を聞いたな？　よし、口々に、応援が来たぞと叫さけびながら戦闘に加われ！　戦闘開始！」

「おう！」

　二十人の憲衛隊の兵士は抜ばつ刀とうすると、口々に『援軍が来たぞ！』『応援部隊が到着したぞ！』と叫びながら、戦闘に加わった。

　憲衛隊の白い兜は夜目にも明らかだった。

　防衛にあたっていた護衛総隊の兵士は、この言葉となだれ込んできた憲衛隊の兜を見て気力を盛り返し、逆に襲撃側は士気喪失を起こして総崩れになった。

　あちこちで、持っていた剣や槍やりを投げ捨てる音が響ひびいた。

　下尉の声が飛ぶ。

「深追いはするな！　確実に捕ほ縛ばくできるやつだけを取り押さえろ！」

　結局、この夜の襲撃は、襲撃側に五十人以上の死者と百二十名以上の負傷者を出し、防衛した護衛総隊と憲衛隊に十二名の負傷者とひとりの死者を出して終結した。

　戦って死んだ者の名前を記すのも、光こう凛りんの仕事である。

「死んだ者の所属と名前は？」

「輸送隊。駒く字じ青せい林りんです」

　報告を受けた光凛は、機械的に帳面にその名前を記した。記入を終えたところで、名前と記憶が結びついた。

「……もう一度、頼む」

「は？　あ、輸送隊。駒く字じ青せい林りんです。乱戦の中、防衛線を突破した襲撃者のひとりが、逃げるときに血迷って馬車を奪おうとしたのです。それを止めようとして殺されました」

「そうか、わかった」

　光凛は、各部隊に最低限の見張りを残して、休きゆう憩けいに入るように伝えた。

　休きゆう憩けいに入った兵士が立ち上がるには時間がかかる。ここでもう一度敵が戻ってくれば、負けるかもしれない。

　だが、光こう凛りんはあえて兵士に休息を取らせることを選択した。

　防衛戦闘から戻ってきた兵士たちは、皆、一人ひとり残らず幽ゆう鬼きのような顔つきで、足を引きずっていた。

　それは抜け殻だった。

　最後に残った気力を、今の戦闘で使いつくしてしまったのだろう。

　光凛自身も自分が抜け殻になったような気分だった。

　弟と同じ名前の兵士が死んだと聞いても、何ひとつ心が動かない。悲しいとも残念だとも思えない。そんな自分が抜け殻でなくて何だというのか。

　光凛は東の空を見上げた。

　夜明けにはまだ時間がある。だが、あと少しで東の空が明るくなってくるだろう。寝ることができるのは数時間だ。

　だが、今はその数時間が貴重なんだ。

　光凛は椅い子すに座って、上半身を壁にもたれかけさせて目を閉じた。

　ほんの二回ほどの呼吸で、それは寝息に変わった。




　二日後。光凛の指揮する輸送隊の馬車は、ゆっくりと北域街道を延えん声せいに向かって進んでいた。

　二日前の夜、点てん真しん家けにおける襲撃以来、襲撃を受けることは無かった。途中で宿泊した亮りよう雲うんの街と嬌きよう銘めいの街では、麦や塩、そして中古の剣や鎧よろいといった必要な物資を買い取ることができた。

　もっとも、その総数は目標の三分の一にも達していなかった。

　相場に関係なく高価で、それも現金で買い取る、という方法を取れば、食料も装備もあっという間に集まる。そう見込みを立てていた光凛は浮かない顔だったが、護衛総隊の兵士や憲けん衛えい隊たいの兵士の間には、どこかほっとしたような空気が流れていた。

　輸送隊の指揮官用の馬車の中で、手元にある買い取り伝票を見ながら、買い取った米や麦の量を確認していた光凛のところに、輸送隊の指揮官がやってきた。

「この先の円えん卓たく枝しという谷で小休止をします。そこを過ぎて山を大きく回りこめば、眼下に延声が見えますよ」

　光凛は顔を上げた。

「もう、そんなところまで来ているんですか？」

「ええ、延声は盆地の真ん中にある都市です。山の上に立てば見えるのですよ。ただ、見えてから、さらに一日必要ですけどね」

「……ということは、今日きようの夕方に延声を見ることができれば、明あ日すの夕方には延声の街に入れる、ということですね？」

「はい、そういうことです」

　輸送部隊の指揮官はそう言ってうなずいた後で、しみじみと言った。

「いやはや、長い七日間でしたね」

「まったくです……」

　そう言って光こう凛りんが大きく安あん堵どのため息をついていると、光凛の馬車に向かって隊列の前のほうから馬を飛ばして走ってくる二人ふたりの兵士の姿が目に入った。

「何かあったようですね？」

「最後の最後まで、気は抜けないってことですね」

　光凛のため息は、嘆たん息そくのため息に変わった。




　飛び込んできたのは護衛総隊の指揮官と、偵察に出ていた斥せつ候こう兵の二人だった。

　その二人から報告を受けた光凛は目を見開いた。

「この先の円えん卓たく枝しに、大軍が布陣しているって？」

「はい、その数およそ千二百。半分は騎兵です」

「どこの連中だ！　シムールか？」

「そ、それが……」

　斥候兵は口ごもった。

「どう見ても帝国軍、それも正規軍の装備を身に着け、軍旗を立てておりました。あいにく風が無く軍旗の文様はわかりませんでしたが、色は緑です」

「緑の旗を立てた帝国の正規軍が千二百人だと？　緑軍はシムールの捜索に全軍を投入している。それだけの兵力を持つ軍は……」

　光凛は目を見開いた。

「そうか！　延えん声せいの守備隊だ！　それは県令を指揮官とする緑軍の独立部隊だ！」

　護衛総隊の指揮官と輸送部隊の指揮官の顔が、ぱっと明るくなった。

「緑軍の軍旗を掲げているのは当然です！」

「迎えに来てくれたのですよ！」

　光凛はうなずいた。

「ああ、きっとそうでしょう……でも、万が一、ということもあります。護衛総隊から、それなりの階級を持つ士官を軍使として送り出して連絡を取ってくれませんか？」

　護衛総隊の指揮官はうなずいた。

「わかった、第二小隊の小隊長を偵察分隊につけて送ろう。偵察分隊は騎馬兵だから、もし危険な場面に出くわしても、逃げ切ることができるからな」

「よろしくお願いします」

　頭を下げる光こう凛りんを見て、護衛総隊の指揮官は真剣な顔で首を振った。

「いや、君が頭を下げることは無い。頭を下げるべきは我々だ。帝都防衛のために戦力を引き抜かれたとはいえ、何度となく君たちを危機にさらしたことを申し訳なく思う」

「とんでもありません！　それはあなたの責任ではありません。あんな南の土地にシムールが出現するなんて、誰も思っていなかったんですから！」

「そう言ってもらえて、ありがたい……」

　護衛総隊の指揮官は頭を下げた。

　この南の土地に出現したシムールとは、伏ふせ龍たつが計画したシャン族を使った後方攪かく乱らん部隊のことである。

　伏龍は千騎のシムールを二つの部隊に分けて半分を残し、残りの五百騎を侘タ瑠ル徒トの守備隊の兵士の中から土地勘のある者と共に、夜の闇に乗じて送り出した。

　この部隊は街道を使わずに、ロクト高地から山の尾根沿いの裏道や抜け道を使って南下し、延えん喜ぎ帝国の中心部である平原に繫つながる山さん塊かい楼ろうと呼ばれる丘陵地帯に出現した。

　そして、シムールの軍旗をなびかせ、突撃の合図である角笛を吹きならして、帝国の中ちゆう枢すう都市が広がる亮りよう雲うん県のど真ん中を走り抜けたのである。

　亮雲県は延喜帝国の帝都まで、馬でわずか一日の距離である。

　帝国は大混乱となった。帝国の最深部に近い場所に、シムールの騎馬部隊が出現したのだ。

　五百騎しかいないシムールの騎兵は、人の口と耳を介していくうちに、あっという間に五万のシムールの大軍が押し寄せた、というデマとなって広がった。

　これが根も葉もない噂うわさなら、すぐに鎮静化しただろう。だが、単にその数が誇張されているだけで、シムールは実在しているのである。

　部分的に真実を含んだデマほど厄やつ介かいなものはない。情報の中に含まれる事実が虚きよ偽ぎの部分を補完し、結果的に説得力を持たせてしまうのだ。

　かくして、帝国軍は伏龍の策に見事に嵌はまった。

　帝国軍の軍令部は延えん声せいに向かうはずだった緑軍を急きゆう遽きよ亮雲県に差し向け、さらに全部隊の騎兵を搔かき集めてシムールの捜索に当たらせた。

　延声を拠点として南下してくるシムールに対たい峙じし、さらには帝国に反旗を翻ひるがえした侘タ瑠ル徒トの守備隊を討とう伐ばつするという北ほく伐ばつ作戦の計画は開始と同時に大きく日程変更されることとなったのである。

　しかし、その前に帝都を出発した光凛たちは、北伐作戦の日程が変更になったことを知らなかった。

　帝国軍の軍令部は、亮雲県に出現したシムールの軍勢を捕捉、撃滅するためにかかりきりとなり、輸送部隊に伝令を出さなかったのだ。

　光凛たちは当初の計画書の通りの日程で現金を輸送し、途中の街で物資を買い集めながら、ここまでやってきた。

　しかし、その物資を使うべき緑軍の本隊三万は、帝都の周辺で神しん出しゆつ鬼き没ぼつの行動を取る五百騎のシムールに翻ほん弄ろうされて、まだ作戦行動すら起こしていなかった。

　そんなこととはつゆ知らず、光こう凛りんはほっとした表情で北の空を見上げていた。

　──やっとここまで来た。目的地はすぐそこだ。延えん声せいの守備隊が迎えに来てくれたなら、もう安心だ。今夜はぐっすり眠れそうだな。




　光凛の率いる輸送部隊が円えん卓たく枝しという小さな村に着いたのは、正午を過ぎた頃だった。

　この村は延声のある彩さい雲うん盆地に繫つながる谷の入り口に位置しており、今まで平原となだらかにつながる丘陵を越えて延びてきた北域街道は、ここからしばらくの間、山と山に挟はさまれた谷あいの道になる。

　円卓枝の前には延声の守備隊がずらりと整列して、光凛たちを出迎えていた。

　現金と物資を積んだ馬車の隊列の先頭に立った光凛が、馬車から降りて敬礼した。

「帝国緑軍算議部、延声派遣軍先遣部隊指揮官、泉せん野や光凛上じよう尉いであります！」

　守備隊の隊長が答礼して答えた。

「帝国緑軍、北域独立編成部隊、延声守備隊、第一師団指揮官、燎りよう原げん上じよう佐さです！　遠路はるばるご苦労様でした！」

　燎原上佐はそこで言葉を切ると、馬車と共に歩いてくる護衛総隊の兵士の顔つきを見て、小さくうなずいた。

「帝都からここまで、これだけの護衛で大金を運ぶ苦労は並大抵のものではなかったと思いますが、御安心を！　ここから延声までは我々が同行し、皆様をお守りします！」

「ありがとうございます！」

　心の底からほっとしたように答えた光凛を見て、燎原上佐は円えん卓たく枝しの民家の一つを指差した。

「あちらに、延声の県令である犂すき山やま閣かつ下かの秘書官がお待ちです」

「県令の秘書官の方が？」

　光凛が驚くのも無理はない。

　延声の県令である犂山綾りよう世せいは、帝国皇こう帝ていの遠縁に当たる定じよう族ぞくと呼ばれる血筋の人間であり、いわば、この地方を帝国皇帝に代わって治める代王のような地位にある人物である。

　その秘書官と言えば、文句なしの高級官かん僚りようである。ここが帝都なら、普通に言葉を交わすことなど考えられないほど官職の位に差があるのだ。

　驚く光凛を見て、燎原上佐は笑ってみせた。

「驚くのも当然でしょうが、県令閣下は、それだけあなたの任務を重要視していたのでしょう。ぜひともお会いしたいということで、秘書官の方を我々に同行させるように言ってきたのです」

「身に余る光栄です……」

　光こう凛りんはそう言って頭を下げた。




　──怜れい悧りな人、というのは、こういう人のことなのだろうな……。

　光凛が秘書官に抱いだいた第一印象はそれだった。

　軍務省の算議部という、軍隊の中でも最も官僚組織に近い部署に所属している光凛だったが、それでもなお自分が、軍という組織の持つ腕っ節で結ばれた友情のような俗っぽい価値観に支配されている、ということを思い知らされたような気がした。

　秘書官はそれほどまでに理性的で、そして頭の回転が速かった。

「確かに、この物資の量では増援に来る三万の緑軍兵士を一カ月養うことは無理だろう。通常に消費して一週間。正確には七日半。主計部の籠ろう城じよう時消費係数の第一段階の消費量なら十日。第三段階で十五日。というところだと思います」

　光凛が延えん声せいに来るまでの間に買い付けた物資の伝票のまとめをちらっと見た秘書官が、兵士一人ひとり当たりの一日の平均的消費量で割りだした日数は、光凛が筆算で出した日数とぴったり一致した。

　籠城時消費係数とは、籠城したときのようにどこからも補給が得られないときに、食糧の配給量を抑える、そのモデルケースの数字だった。

　帝国の城には、籠城の長さ、兵力の規模によって、こういったモデルがいくつも作られた、覚おぼえ書がき、という名前のマニュアルが備えられている。

　籠城を始めたとき、補給担当の士官はこの覚書の表に沿って食糧の配給量を決めるのである。

　光凛はあらためて秘書官の顔を見た。

　──この人の脳内には、きっとあの覚書がまるまる一冊入っているに違いない。

　秘書官は光凛の驚きと畏い敬けいの視線を怖おそれと取ったのだろう。安心させるように笑ってみせた。

「いや、物資の調達ができなかったのは、あなたのせいではない。昼夜を問わず襲撃され続けたのでは、とても取引などできる状態ではなかったでしょう。

　延えん声せいにも備蓄された物資はありますし、幸い軍資金もまだかなりの額が残っているようです。延声に到着してから、出入りの業者を通じて近くの村や町から買い集めさせよ」

「どうもありがとうございます」

　頭を下げる光凛を見て、秘書官はにっこり笑った。

「いえいえ、無事にここまで軍資金を運んできていただけて、本当に感謝しています。我々としてもまさか、シムールがそんな内陸に出現したために護衛総隊の半数が引き抜かれているなどとは思ってもいなかった。一歩間違えれば、盗賊どもに軍資金を奪われていたかもしれない。そう思うと、ぞっとします。これもすべて、あなたの功績ですな」

　秘書官はそう言ってうなずいた後で、急に表情を変えた。

　今まで顔に浮かんでいた柔にゆう和わな微笑ほほえみがすっと消え、冷れい酷こくと呼んでもいいほどの光が目に宿った。

　──どうしたんだ？　この人は何をしようとしているんだ？

　驚いている光こう凛りんの前で、秘書官が小さく手を振って合図した。

　すると、壁際に立っていた秘書官の侍じ従じゆうたちが素早く動いて、民家の入り口の扉や明かりとりの窓のところに駆かけ寄って戸を閉め、その傍かたわらに立って外の様子を窺うかがい始めた。

　薄暗くなった家の中で、秘書官は静かな口調で言った。

「驚かせて申し訳ない、実は重要な話があってね。これは他の人には聞かれたくないのだ。たとえ、我が延えん声せいの守備隊の上じよう佐さであってもね」

「どのようなことでしょう？」

　緊張した表情で聞き返した光凛の前で、秘書官は懐ふところから布に包まれた筒のようなものを取りだした。

　机の上で布を解き、筒を取りだす。

　筒には帝国皇こう帝ていの紋章が刻まれている。それはこの筒に入っている文書が、帝国の最高機密文書であることの証明だった。

　光凛は目を見開いた。

　それと同じものを光凛も持っている。それも肌身離さず持ち歩いている。

　秘書官は筒の蓋ふたをゆっくりと引いて、そこについている封印を切った。

　ぷちっ！　というかすかな音が部屋の中に響ひびく。

「あ！」

　光凛は思わず声を上げた。その封印を破ることが許されているのは、延声の王であり、県令である犂すき山やま稜りよう世せいだけのはずである。

　──それを破るということは、この人はそれほどまでに県令に信頼されているということなのかもしれない。

　光凛はあらためて秘書官を見た。

　秘書官は筒を開けると、中から一枚の紙と一本の鍵かぎを取りだした。紙には大きな帝国の御ぎよ璽じと皇帝の名代である菰こも野の盛せい元げんの署名が書かれていた。

　だが、それは右半分だけだった。左半分が不自然に消えている。

　秘書官はそれらを差し出した。

「割かつ符ぷと金庫の右の鍵です。割符の左半分をお持ちのはずだ、出して比べてみるといい」

　光凛は思わず左胸を押さえた。

「あ、いえ、しかし、これは延声の代王にして県令である犂山閣かつ下かの命なくして開けてはならぬものでして……」

「私はその犂山閣下から全権を委託されている。いわば、私は犂山閣下そのものなのだ。今、封印を切ったのを君も見ただろう？」

「は、はい、しかし……」

「すべての責任は私が負う。ここに割かつ符ぷを出して確認しなさい！」

　それは、うむを言わさぬ口調だった。

　光こう凛りんは思わず頭を下げた。

「はい、わかりました」

　正直なところ、光凛の脳内に不安はあった。こんな状況下で割符を出すことになる、などとは想定すらしていなかったのだ。

　正規な手続きを踏ふまないとまずいことになる、という不安。そして、秘書官のやったことと言葉を信じよう、という気持ちとが入り混じった微び妙みような表情のまま、光凛は左胸のところに縛り付けておいた文書筒を取り出した。

「では、どうぞ……」

「うむ」

　秘書官は小さくうなずくと、封印を切った。そして、その筒を光凛に差し出した。「封印を切る責任は私が負った。さあ、文章と鍵かぎを取り出したまえ」

「あ、はい！」

　光凛は震える手で紙と鍵を取り出し、割符を秘書官の広げている右半分だけの印と署名の上に重ねた。

　光凛の持ってきた割符は、秘書官のそれにぴったり一致した。

　どちらからともなく、大きく息を吐く。

「これで、私が延えん声せいの代王、犂すき山やま閣かつ下かの名代だと認めてくれたかな？」

「はい、確認いたしました！」

　秘書官は満足そうにうなずくと、割符の半分を取り上げて筒に戻した。

　光凛も慌あわてて元に戻す。

「その割符は延声に着いてから改めて受け取ろう。それまで君が今まで通り管理しておくように」

「はい、わかりました！」

　そして、秘書官は晴れ晴れとした顔で言った。

「割符を確認してもらった、ということで、鍵とあの軍資金は我々が受け取ろう。物資と一緒の隊列では目立つからな。まず軍資金を積んだ馬車だけを先行させて、延声に向かう。君たちは後からゆっくり来なさい」

「え？　あ、いや、ここで受け渡しをするというのは……」

　驚く光凛を見て、秘書官は不思議そうな顔で言う。

「何がいけないのかね？　君も、今、割符を確認しただろう？　私は正規の受取人である犂山閣かつ下かの全権を得て、ここに来ているのだ。延えん声せいで受け取るのも、ここで受け取るのも同じことではないか」

「それはそうですが……」

　躊ちゆう躇ちよする光こう凛りんを見て秘書官は表情を変え、再び柔にゆう和わな微笑ほほえみを顔に浮かべた。

「まあ、警戒するのも無理はない。こんなところで受け渡しをするなどというのは、特例中の特例だからな。理由を説明しよう」

　秘書官はそう言うと、視線をちらりと窓の外に投げた。

「はっきり言って、今回のこの現金輸送を面白く思わない人間が帝国内部にいる、ということだ。君たちが運んでいるあの多額の現金は、聞いたところによると長年にわたって帝国軍の予算を着服していた高級官かん僚りようたちから徴発した金だそうだな。そういった官僚の中には、この件で軍の算議部を逆さか恨うらみしている連中も多いのだろう。

　君たちが休む間もなく盗賊たちの襲撃を受けたのは、誰かが情報を流したのに違いない。

　権力者の中にはそういった無ぶ頼らいの徒の元締めと繫つながりのある者も多い。直接自分の手を汚すことなく、金を取り返そうと企たくらんだ者がいるのだ」

　光凛はうなずいた。

「ええ、私もそのことにはうすうす感づいていました。捕ほ縛ぼくした盗賊の取り調べにも同席しましたが、末端のものばかりで上のほうの人間の名前は出ませんでした。が、いずれも、うまい話がある、と持ちかけられた、と申しておりました」

　秘書官は深刻な表情を作る。

「うむ、そういうことだ。だから、犂すき山やま閣下は私をここに派遣したのだ。情報が漏もれている以上、この先どこで再び狙ねらわれるかわからない。目的地を目前にした、今が一番気が緩ゆるむときだ。危険性が最も高い。だから馬車隊から現金輸送部隊だけを分離して、先に延声に運び込んでしまうのだ」

　そして、秘書官はにやっと笑った。

「正直言って、君も自分の手からあの現金が離れれば、結構、ほっとするのではないかね？　責任の重さから自由になりたいとは思わんかね？」

　その、秘書官の言葉が、光凛の中にあった最後の砦とりでの城門を開けた。

　責任の重圧から逃れることができる。という欲望に勝てなかったのだ。

　光凛はしばらく考え込むように黙だまり込んでいたが、腹が決まったのか顔を上げる。

「了解しました。では、この鍵かぎと現金を積んだ馬車をそちらにお預けします」

　秘書官はにっこり笑った。

「馬車を走らせる御ぎよ者しやも、馬の世話をする馬ば丁ていも、こちらで用意した。この先は谷沿いの道で狭くなる。万が一を考えれば、道を知っている地元の人間のほうがいいからな」

「何から何まで、お世話になります」

　光こう凛りんはもう一度頭を下げた。




　輸送隊の馬車を率いた光凛が、延えん声せいの一番外側にある城門の前にやって来たのは、次の日の昼頃だった。

　延声は街全体が高い城壁で囲われている。

　いわゆる城じよう砦さい都市と呼ばれる帝国の辺境部に多い造りの都市だ。侘タ瑠ル徒トなどもそういった城砦都市の一つであるが、延声の街の規模は侘瑠徒とは比べ物にならないほど広く、そして大きい。

　街を守るために作られた城壁は、街が大きくなるたびにその外周に外周にと広がっていったため、年輪のように何重にも重なっている。外周部には住民の暮らす街や市場などが並び、その内側には官かん僚りようたちと裕福な商人などが暮らす高級住宅街が、さらにその奥に県庁の建物が構えられている。さらに、その中心部に県令の起居する居城があって、という風に城壁によって区画が区切られている。

　よく晴れた青空の下、初夏の風に吹かれながら、延声の城壁を見上げた光凛の顔は晴れ晴れとしていた。

　──昨夜は本当にぐっすりと眠れた。

　あんな風に眠れたのは何日ぶりだろう？　あんな解放感は生まれて初めてだ。

　辺境の空を見上げて、光凛は思った。

　──空が青いな。都の空とは全然違う……俺は今まで、こんな空を見たことがない。

　いや、違うな。俺はこの空の色に気がついていなかったんだ。

　何だか、やっと、俺は俺に戻れたような気がする。

　光凛の前で大きく延声の城門が開く音がした。




　延声の城内に入った馬車の隊列は、そのまま守備隊の倉庫のある区画に誘導された。

　輸送馬車から下りた光凛を、五人の官かん吏りが待ち構えていた。

　その中にいた、かなり位の高い官吏が進み出て、光凛に一礼して聞いた。

「泉せん野や光凛殿ですね？」

「あ、はい、そうです」

　その官吏は再び一礼して言った。

「県令の犂すき山やま閣かつ下かがお待ちです、こちらにどうぞ」

「私だけですか？」

「はい、皆さまの公式歓迎式典は、あらためて行われます。その前に、まず、貴方あなた様にお会いしたい、と言こと伝づてを申しつかっております」

　──例の軍資金の関係だな。

　ぴん、ときた光こう凛りんはうなずいた。

「わかりました」

「では。どうぞ」

　光凛は五人の官かん吏りに囲まれるような形で、延えん声せいの一番奥にある居城に向かって歩きだした。

　五人の官吏はほとんどものも言わず、光凛が話す話題にも当たり障さわりない答えを返すだけだった。

　光凛が通されたのは、居城の奥のほうにある公式の広い謁えつ見けん室だった。

　壁面にずらりと官吏が並び、槍やりを持った衛兵が部屋の四隅に立っている。物々しい雰囲気に光凛は戸惑った。

　──公式の歓迎行事ではない、という話だったのに……。

　戸惑う光凛をよそに、正式の所属、階級名が呼ばれた。

「帝国緑軍算議部、延声派遣軍先遣部隊指揮官、泉せん野や光凛上じよう尉い！」

「はい！」

　光凛は反射的に答えると、そのまま軍の礼式どおり県令の前に進み出て敬礼した。

　県令の犂すき山やま稜りよう世せいはゆっくりと立ち上がると、小さくうなずいてみせた。

　そして、犂山は言った。

「遠路はるばる御苦労であった！　軍令部よりそなたに預けられた、割かつ符ぷと金庫の鍵かぎを確認したい！　ここに出すように！」

「え？」

　光凛は嫌いやな予感がした。

　自分の懐ふところに入っている割符の筒の封印は切られている。しかし、それは、犂山県令の秘書官の命令によって切ったものだ。鍵かぎもそのときに秘書官に渡している。

　もしかして、この話は県令に通じていないのか？

　光凛は慌あわてて、犂山の周りにいる秘書官たちの顔を見た。

　だが、そこに立っているのは見覚えのない顔ばかりだった。

　光凛は自分の脇わきの下に冷たい汗が流れ落ちるのがわかった。

　──これはどういうことだ？　なぜ、あの秘書官がいない？　あの秘書官がいなければ、俺がこの機密文書筒の封印を切ったことにされてしまう！

　県令の犂山がさらに促うながす。

「どうしたのかね？　まさか紛失した、というのではないだろうな？」

「いえ、ございます！　ここに……ちゃんと！」

　光凛はそう答えると、左胸に縛り付けてあった袋の中から、文書筒を取りだした。

「なんだ、持っているではないか、何をそんなにもったいぶっているのだ」

　光凛は思い切って言った。

「この文書筒の封印は切ってございます。昨日きのう、円えん卓たく枝しで県令閣かつ下かの秘書官の方に割かつ符ぷの半分を見せられ、これに合うかどうか確かめよ、と言われましたので……」

　県令は怪け訝げんな顔になった。

「何だと？　そんな馬ば鹿かな話は無い！　割符の入った機密文書筒をみだりに持ち出すわけがない！　そもそも、その秘書官とやらは、ここにいる誰かね？」

　光こう凛りんは下を向いた。

「ここには……いらっしゃいません……」

「おかしな話だ。私の秘書官は、ここにいるものだけだ……で？　貴様が昨日出会ったというその秘書官は何と言ったのだ？」

「はい、私の持っている割符と合がつ致ちする割符を見せ、運んできた軍資金はここで預かる。盗賊に狙われないように、先に延えん声せいに運び込むと言って……」

　県令の顔色が変わった。

「なんだと！　それで、貴様は。どうした！　渡したのか！」

「は、はい……割符は正規のものでした、間違いありません！　あれは正しかったのです！　正しい割符を提示されたので……」

　県令は機密文書筒を手に持って叫さけんだ。

「馬鹿な！　割符はここにある！　見ろ！　封も切っていない！　貴様は騙だまされたのだ！」

「そんなはずはありません！　では、我々を出迎えた、帝国軍の守備隊の指揮官にお尋ねください！　燎りよう原げん上じよう佐さ、と申す方です！」

「燎原上佐だと？　確か、そこにいたはずだ。おい、燎原上佐、ここに来い！」

「はっ！」

　上佐の礼装を身に着けた男が進み出た。だが、その男は昨日光凛が円卓枝で出会った男とは似ても似つかぬ男だった」

「ち、違います！　この方ではありません！　もっと、精せい悍かんで戦慣れした、見るからに武人、という雰囲気の方でした！」

　県令はゆっくりと言った。

「お前は騙だまされたのだ……泉せん野や上じよう尉い。円卓枝でお前が出会ったのは、すべて偽物だ！　お前は軍資金をまんまと騙し取られたのだ！」

「そんな馬鹿な！」

「うるさい！　現に、お前の機密文書筒の封印は切られ、軍資金を積んだ馬車はこの延声に到着していない！　この責任は万ばん死しに値する！　衛えい兵へい！　この者を捕らえよ！」

「お待ちください！　これは何かの間違いです！　あの割符は本物でした！　燎原上佐も、どう見ても本物の軍人でした！」

「何を言っても無む駄だだ！　証拠は揃そろっている！　連れていけ！」

　衛兵が光こう凛りんの両腕をがっちりと摑つかんだ。







　　　第八章「奪還」







「兄貴が死刑になるだってぇ？」

　シムールの都から侘タ瑠ル徒トに帰ってきた晴せい凛りんの耳に、一番最初に飛び込んできたのはその知らせだった。

「どういうことだ！　僕の兄貴は僕と違ってクソがつくぐらい真ま面じ目めで、科か挙きよだって一発現役合格の秀才なんだ！　悪いことなんかやろうって言ったってできるような人間じゃない！　何がどうしたって言うんだ！」

　伏ふせ龍たつが目の色を変える晴凛に向かって、なだめるように両手を振った。

「まあ、落ち着け。最初から話をしてやる」

　椅い子すに座った晴凛とミーネの前に、アイリーンが湯ゆ吞のみに入ったお茶を置いた。

「長旅で喉のどが渇いたでしょう？　まあ、お茶でも飲んで、それからこの人の話を聞いてちょうだい。ああ、そうそう眉まゆに唾つばを塗るのも忘れないでね？」

「うるせえ！　詐さ欺ぎ師しじゃねえ！　インチキなんか言うもんか！　お茶を置いたらさっさと向こうに行ってろ！」

　アイリーンは、ふふふっと笑って逃げていった。

　──相変わらず仲がいいよなあ……この二人ふたり。

　ふと、そんなことを考えたとき、横に座っていたミーネが、ぐい、と晴せい凛りんの腕を引っ張った。

「え？」

　晴凛はミーネを見た。

　ミーネは不満そうな顔で晴凛をにらんでいる。

「おやおや、もうすっかり、ヨメさん気取りデスね、この山やま猫ねこハ。まだ、結婚できると決まったわけでもないノニ」

　後ろからミリンに冷やかされたミーネは、慌あわてて首を振った。

「ち、違うぞミリン！　わしはだな、実の兄の危機を聞いていながら、アイリーンの色香に迷う、晴凛のふがいなさが許せんだけで、ヤキモチとかそんなものではないのだ！」

　ミリンの言葉を聞いた伏ふせ龍たつが怪け訝げんな顔になった。

「ヨメさん気取り、とか、結婚、とか……おい、晴凛、お前シムールの都で何をやってきたんだ？」

　晴凛は慌てたように手をわたわたと振った。

「あ、いや、詳くわしいことは後で話します。色々ありすぎて簡単には話せないし、何だかんだ言って結論が出るまであと三年あるから。でも、兄貴の話は猶ゆう予よが無さそうです。そっちから先に話してくれませんか？」

「ああ、わかった……」

　伏龍は、アイリーンが入れてくれたお茶を一口ごくり、と飲むと話し始めた。

「お前がシムールの都に行く前に、ここで話をしただろう？　帝国の緑軍に出動がかかったけど装備がボロボロになっていて、食糧の備蓄も足りなくて、途中で買い集めながら延えん声せいに向かうことになったって話」

「ええ、龍りゆう飛ひさんが、帝国軍が買い食いするんですか？　と聞いてみんなで笑いましたよね」

「そうだ、その話だ。んでもって、そうやって買い食い……じゃなかった買い集めるには金がいる。普段なら軍票で買って、後で銭を払うという方法を取っているんだが、シムール来らい寇こうで一刻を争うときに品物を集めるには何と言っても現金払いだ！　ってんで、帝国軍は、この補給部隊に買い物のための財布、つまり現金輸送馬車をつけた。その額、なんと銭四十万筒。それも銅銭の豊ほう楽らく銭じゃねえ、永えい楽らく銀だ」

　晴凛は目を見開いた。

「永楽銀って……一枚で銅銭百枚分ですよ？　それを四十万筒ですか？」

「おうよ、馬車四両に分散して積んであったそうだ。んでもってな、この銭の出所が実に面白えんだ。

　そもそも緑軍がそんな風に食糧とか装備とかを買い揃そろえなくちゃならなくなった理由は、歴代の財務局のお偉えら方がた連中が装備品の金を誤魔化して自分の懐ふところに入れていたかららしい。それが発覚したために、着服した金、過去四十年分をまとめて払えと近在官長官の苑その山やま燕えん鵬ほうに言われたんだそうだ」

　晴せい凛りんは怪け訝げんな顔になった。

「ちょっと待って下さい。苑山燕鵬が官かん僚りようたちの敵に回るなんてことがあるんですか？　あいつは官僚方のトップで、月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かを謀む反ほん者に仕立て上げた張本人ですよ？」

「確かにお前の言う通りだが、シムールが赤い矢を送ってきて、俺たちこれから本気出しますから、ヨロシク！　と言われて、さすがに苑山燕鵬もこのままじゃまずい！　って気がついたんじゃねえかと思う。帝国の国庫に負担をかけねえ名案だと思ったんだろうな……」

「でも、金を払わされた官僚にしてみれば、むかっ腹が立ちますよね。何とかして取り返したいって考えても不思議じゃない。盗賊を雇って襲わせたりするかもしれない……輸送部隊の指揮官はとんでもない貧乏くじを引いちゃいましたね」

　伏ふせ龍たつは大きくうなずいた。

「そうだ。そして、その貧乏くじを引いたのが泉せん野や光こう凛りん上じよう尉い、お前の兄貴だ」

「えええっ！」

　晴凛は飛び上がった。

「そんな！　それって何かの間違いですよ！　僕の兄貴は、確かに軍務省の算議部にいますけど、デスクワークが専門です。輸送部隊の指揮官なんて、そんな現場に出てくるような人じゃありません！　それに階級だって、まだ中ちゆう尉いだったはずです！　上尉なんかじゃありません！」

「延声の街に掲げられた高札には、この者は侘タ瑠ル徒トで帝国に反旗を翻ひるがえした謀反者、泉野晴凛の兄である、と堂々と書いてあるそうだ。お前の兄貴以外に『泉野光凛』って名前の軍人がいるのか？　それも軍務省の算議部に……」

　伏龍の言葉を聞いた晴凛は首を振った。

「いえ……いないと思います。でも、兄が犯罪を犯すとは考えられません！　そもそも兄はなぜ死刑になるんですか？　何をやったんですか？」

「公金横領だ。お前の兄貴は運んでいた軍資金を横領して、それを侘瑠徒に立て篭こもる弟に渡した罪で、逮捕され死刑になるそうだ」

　その話を晴凛の隣で聞いていたミーネが、首を傾げて聞いた。

「おうりょう、とは何のことだ？」

「要するにネコババのことでス。金を管理する立場を利用して、帝国軍の金をこっそり盗んだということでス。山やま猫ねこにもワカるよウに言えば、料理人がつまみ食いで肉を平らげた、ということでス」

　ミリンの説明を聞いて、ミーネは叫さけんだ。

「もしかして……伏ふせ龍たつが盗んだのか？　いかん、いかんぞ！　銭を返せ！　返して晴せい凛りんの兄君を釈放してもらうのじゃ！」

　伏龍は笑いながら、目の前にある湯ゆ吞のみを指差した。

「いや、違いますよ、ミーネ姫。もし、俺たちがその軍資金をかっぱらっていたら、今頃、こんな薄いお茶をすすっちゃいねえよ。俺たちじゃありません」

　台所のほうから、アイリーンの「出がらしじゃないわよ！」という声が聞こえた。

　ミーネは考え込んだ。

「じゃあ、誰が盗んだのじゃ？」

　伏龍は難しい顔になった。

「そこなんだが……どうやら、県令がかっぱらったらしい」

「県令が？　どういうことじゃ？　そもそもその銭は県令のところに届けるものではないのか？　自分のところに届く銭を、何で盗まねばならんのじゃ」

　晴せい凛りんは厳しい表情で言った。

「正式に届けられれば、その銭は全部軍資金として軍のためにしか使えません。勝手に使う訳にはいかないんです。でも、盗まれたことにしてしまえば、その銭は無かったことになります。この世に無い銭なんですから、全部自分の好きなように使えるんです」

　ミーネは首をひねった。

「むう……何ともめんどくさい話じゃな」

　伏龍は小さくうなずいて話を続けた。

「まあ、確かにめんどくさい話だ。でも、延えん声せいではお前の兄貴は嵌はめられたんだって噂うわさで持ちきりだ。んでもって、面白いのは、その噂の出どころは、どうやら守備隊のかなり上のほうの人間らしい」

　晴凛が不思議そうな表情になる。

「守備隊が？　守備隊は兄を捕まえる立場でしょう？　捕まえるほうが兄の無罪を言いふらすって、どういう意味ですか？」

「こいつにはちょいと複雑ないきさつがある。お前の兄貴が軍資金を載せた馬車隊を指揮して、延声の手前にある円えん卓たく枝しの村まで来たときに、延声の守備隊が迎えに出たんだそうだ。そんときは、ちゃんと銭の馬車はあったという。だが、県令の秘書官が受け取りを見せて銭を受け取っていったらしい。

　県令の秘書官は銭を積んだ馬車だけ先に延声に向かわせる、と言って、馬車に乗って延声に向かった……だけど、その馬車は延声に着いていない」

　ミーネが叫さけんだ。

「では、どう見ても、犯人は銭を受け取った秘書官ではないか！　なぜ、そいつを逮捕せんのじゃ！」

　伏ふせ龍たつは肩をすくめると、ミーネに向かってゆっくりとした口調で説明した。

「だから、犯人は県令で、晴せい凛りんの兄貴がハメられたって話になるんですよ。

　なぜならその秘書官は、何食わぬ顔で仕事しているそうでしてね。兄貴は潔白を訴えたらしいが、県令は守備隊の隊長とか秘書官とかの偽者を仕立て、兄貴の申し立てを全部噓うそだってことにして、牢ろうに放り込んじまった。

　それに対して、守備隊の指揮官が審議のやり直しを申し立てたが、県令は取り合わない。それどころか、警備隊のその指揮官を解任して、帝都に送り返すことにしたそうです。こんな道理も何もない強引な話は無いってんで、警備隊の中で噂になって、それが街に流れたらしい……と、まあこんな流れです」

　ミリンの助けを借りて伏龍の言葉を聞いたミーネは、納得したようだった。

　伏龍は眉まゆをひそめると、晴凛のほうを向いて言葉を続けた。

「もしかしたら、県令は帝都の官かん僚りようどもとつるんでいるのかもしれねえな……官僚たちに『俺たちの銭を取り返してくれ』と頼まれたんじゃねえかと思う」

　ミーネが唇くちびるを尖とがらせて言う。

「でも、その軍資金が無ければ、帝国軍は装備も食料も揃そろわん、ということではないのか？　わしらシムールが攻めてくるかもしれないってときに、その官僚とやらは帝国がどうなってもいいと思っておるのか？」

　伏龍は厳しい顔でうなずいてみせた。

「やつらには、目先のことしか見えていねえってことですよ。明あ日すの帝国を守ることより、今、目の前にあるてめえの銭を取り返すことのほうが大事なんだ。きっと、眉み間けんにシムールの矢が突き立てられるまで、何が起こっているのか何も見えちゃいねえ。もし、あいつらにもう少し先を見る能力があれば、俺たちはこんなところに立て籠こもって、尊そん皇のう討とう奸かん、なんて旗を立てちゃいません」

　そして、伏龍はあらためて晴凛の顔を見た。

「お前の兄貴は、明後日あさつて、囚しゆう人じん護送用の馬車に乗せられて帝都に送り返されるそうだ。小こ塚づか大おお路じの辻つじで斬ざん首しゆされてさらし首になるってわけだな……どうする？」

　晴凛は戸惑ったようにうつむく。

「どうするって、言われても……」

「助けたくねえのか？　って聞いてるんだ！」

「そりゃあ、助けたいですよ！　母親は違いますけど、実の兄なんだ！　仲が悪くて口も利きかなかったけど、それは、僕が科か挙きよに落ちて勉強しなくなって、ふてくされてからなんです！　それまでは……小さい頃は僕に勉強を教えてくれたり、一緒に街に遊びに行ったり、仲がよかった！　仲が悪くなったのは僕のせいなんです！」

　伏ふせ龍たつの怒鳴り声に、晴せい凛りんはいらだちや焦あせりがない混ぜになった表情で怒鳴り返す。そのとき、ミーネが晴凛の腕を摑つかんだ。

「では、助けるのじゃ！　晴凛の兄あに者じやは、わしの兄者も同じ！　助けんでどうする！　幸いにも、我らには父イシルより預かった、シャン族四千騎がおる！　この兵を使って延えん声せいを攻め、兄者を取り返すのじゃ！」

　晴凛は一いつ瞬しゆん迷ったような表情を見せるが、力なく首を振った。

「いえ、ミーネ姫。いかにシャン族が勇ゆう敢かんでも、四千では延声を攻め落とすことはできません……」

「ではどうするのじゃ！　黙だまって指をくわえて、兄者が帝都に送られるのを見送れとでも言うのか！」

　晴凛は再び首を振った。だが、先ほどとは違い、その顔は決意に満ちていた。

「いいえ、黙だまって見送ったりしませんよ。四千の兵があれば、延声を攻め落とすことはできなくとも、都に向かう隊列を襲って、兄を奪い返すことはできます！」

「おお！　そうじゃ、その手があった！」

　ミーネは目を輝かせた後で、何かに気付いたような表情になった。

「それはよい手じゃが……どうやって延声に行くのじゃ？　延声の手前にある達たつ知ち砦とりでを抜けねば延声には行けぬぞ？」

　伏龍は何でもないことのように答える。

「大丈夫だ、東の荒地から延声に抜けることができる」

「東の荒地を馬で抜けるには時間がかかるぞ？　四千の騎兵が抜けるには半日は必要じゃ……どうするのじゃ？」

　怪け訝げんな顔をするミーネを見て、伏龍はにやっと笑った。

「以前はね。今は道ができている。商人たちが作ってくれたんだ。人が通ればそこに道ができるってわけさ……」

「道が、できる……？」

「ええ、その通り。侘タ瑠ル徒トに財産を取りに戻った商人たちが石をどかして、しっかり踏み固めてくれてますよ……」




　それから二日が過ぎた。

　今日きようは、罪人となった光こう凛りんが帝都に護送される日だった。

　前半分を檻おりに改造された大型の輸送馬車が守備隊の詰所から引き出され、延声の街の目抜き通りをゴロゴロと重たげな車輪の音を立てて動いていく。

　檻の前には、中の罪人の罪状が書かれた高札が掲げられ、その左右に完全武装の兵士が並ぶ。

　延声の街の人々の気の毒そうな視線が、あちこちから投げかけられているのがわかる。

　馬に乗って、護送部隊の先頭を行く燎りよう原げん上じよう佐さは、半分自じ嘲ちようするようにつぶやいた。

「罵ば声せいを浴びせられるべきは、罪人ではなく我々だな……そして、我々は言い返すことすらできん……」

　燎原上佐の横を歩いてた庸よう虎こ下か尉いが、あたりに目を配った後で、そっと小声で答えた。

「上佐！　声が大きすぎます！」

「ん？　いや、別に構わんよ。今さら誰に何を言われようとも構うものか」

　燎原上佐はそこで言葉を切ると、後ろに続く護送用の馬車をちらっと振り返って、言葉を続けた。

「俺も彼と同じ罪人だよ。檻の中にいるかいないか、だけの違いだ。この国は権力者に都合の悪いことを知ってしまうと、それだけで罪になるのだからな……帝都に帰れば降格か罷ひ免めんか……いずれにしろ、俺は死ぬまで日陰者だ」

　庸虎下尉は悔くやしそうにつぶやいた。

「燎原上佐は正しいことを言ったと思っています。軍の権威は民の支持があってこそです！　そして民の支持は正しい道理があって初めて得られます。

　正しき道理が無ければ、我々は武器を持ってうろつく無法者と何ら変わりはありません……」

　燎原上佐は庸虎下尉を見て諭さとすように言った。

「君は私と違って、まだ若い。この辺境勤務が終われば、帝都の軍令部に戻ることだってあるだろう。軍の中で生きていくつもりなら『西せい陵りようの米』というコトワザを忘れんことだ」

「西陵の米……ですか」

「その通り。宮仕えには、麦が道理でも米を植えねばならんことがある……今がそのときだと胸に刻んでおきたまえ」

「はい……申し訳ありません」

　庸虎下尉がそう言って頭を下げた。




　延えん声せいの中心部にある県令の居城では、県令の犂すき山やま稜りよう世せいとその秘書官が、眼下の目抜き通りをゆっくり動いていく光こう凛りんの乗った護送馬車を見降ろしていた。

　権力を振るうことの喜びからくる微笑ほほえみを唇くちびるの端はしに浮かべて、秘書官が言った。

「財務局の局長の要求通り、軍務局の連中に奪われた銭と奪った盗人の両方を送り返すことができましたな……手間賃もたっぷり頂きましたし、なかなか割に合う商売でした」

　犂山は少し憂うれいを含んだ目で、馬車を見降ろしながら答えた。

「守備隊の燎原上佐を更こう迭てつせざるを得ないのは、少々もったいない気もするがな……彼ほど有能な指揮官はそういない」

「確かに有能かもしれませんが、頭が固すぎます。犂山閣かつ下かは県令であり、この延声の守備隊の総指揮官でもあられるお方です。その最上級指揮官に異議を申し立てるなど、あってはならないことです！　あれを許しておいたのでは部下に示しがつきません！　私に言わせれば更迭など手ぬるい！　罷ひ免めんし、軍人の身分をはく奪し、追い出せばよかったのです」

　犂すき山やまは、まあまあ、という風に手を振った。

「そう言うな。軍人の論理は役人のそれとは少し違うのだ。指揮官の命令が絶対とはいえ、明らかに間違っていると思われた場合は、部下は意見具ぐ申しんすることが認められているのだ。

　戦争というのは役所の仕事と違って、いつも同じことを繰り返すのではない。やり直しがきかない一発勝負なのだからな」

「それはそうかもしれませんが……後々のことを考えればやはり、あの男は罷免し軍から追い出すべきだったと私は思います」

「ほう……なぜかね？」

「軍人の権力はつまるところ組織の力です。上官が部下に命令を出して動かせるのは、同じ軍隊という組織に属しているからです。つまり、権力を奪うには、組織から追い出すのが最も効果的なのです。たとえ数万の軍勢を自由に動かせる将軍でも、軍人でなくなった瞬しゆん間かんに無力な一個人になってしまうのです。

　無力な個人の言うことに耳を貸す人間はいませんし、その個人のために他人が動くことなどありえません。今回の軍資金の件を知っているあの男を、あのまま軍に留め置くことは危険だと思われます」

　犂山は小さくため息をついた。

「お前の言うことはもっともだが、今はシムールとの戦いを控えた大事なときだからな。有能な軍人は軍に残しておきたい。私の栄えい華がも犂山家の繁栄も帝国あってのことだ。帝国が危あやうくなっては元も子もない」

「閣かつ下かは情が厚いお方ですな。それに想像力がたくましい。この帝国がシムールの前に屈することなどありえません。帝国は盤ばん石じやくです、揺ゆらぎもしません。針しん小しよう棒ぼう大だいに騒ぎ立てて危機を煽あおるのは儲もうけが減ることを恐れた軍務官かん僚りようどもの常じよう套とう手段ですよ」

　そう言って笑った秘書官を見て、犂山は思った。

　──この男に危機感が無いのではない。単に、この男は危機がどういうものか理解していないだけなのだ。

　平和な時代なら、この男はとびきり有能だろう。だが、戦時においては果たしてどうだろうか？　必要ではない必要性を言いたててる、というやり方は確かにある。そういった意見は無視しても構わない。だが、もし、それが本当に必要だったら、無視することは取り返しのつかない結果を呼ぶだろう。

　──果たして、この男がそれを理解しているのだろうか？

　犂山が漠然とした不安感と共に秘書官の横顔を見つめる。その眼下を光こう凛りんを乗せた護送馬車がゆっくりと延えん声せいの城門を出ていこうとしていた。




「馬車が城門を出た！」

　晴せい凛りんの横で、じっと延えん声せいの方角を眺ながめていたミーネが叫さけんだ。

「本当ですか？」

　思わず聞き返した晴凛のすねを、ミーネは、こん！　と蹴け飛とばした。

「痛てっ！」

「疑う前に自分の目で確かめればよいではないか！」

「いや、そんなこと言われましても。こんなに離れた所からじゃ、延声の街は見えますけど、そこまで見えませんよ」

　ミーネはあきれたように答えた。

「なんじゃ、少しは目が良くなったのではないのか？　よくそんな目で弓を当てることができるものじゃ！」

「こんなに遠くから弓を射ることはありません」

「うるさい、へ理屈を言うな！　とにかく、お前の兄あに者じやを乗せた馬車は延声を出た！　手はずどおり四手に分かれて待ち伏せをかけるぞ！」

「わかりました！」

　晴凛はそう答えると、自分たちがいる丘のふもとに待機していた四千騎のシムールの兵たちに向かって、手を大きく振った。

　丘のふもとにいるシムールの千騎長たちが同じように手を振って合図を返した。

　そして、真ん中にいる千騎を残して左右に別れて動き出した。

　馬の蹄ひづめが蹴け立だてる砂すな埃ぼこりを最小限に抑えるためだろう、いずれもゆっくりと歩きながら移動していく。

「丘を回り込んで動けば、あの程度の砂埃は遠くからは見えまい。わしらシムールは、ああやって敵に気付かれずに移動する技を持っておるからな」

　ミーネは自慢げにそう言って胸を張った。

「そういえば、シムールの騎兵を追撃した帝国軍の騎兵が、思わぬところに現れた敵に挟はさみ撃ちにあって全滅したことがたびたびあったって、北ほく擾じようの役えきのことを書いた本にありましたけどそれって、こういうことだったんですね」

「うむ、馬を用いて戦うのは、シムールの最も得意とするところじゃ。さあ、わしらも動くぞ。わしらは晴凛の兄者を馬車ごと奪うという、一番肝心で一番難しい仕事をするのじゃからな」

　そう言って、丘を駆かけ下り始めたミーネの後を、晴凛は慌あわてて追いかけた。




　延声から帝都へと延びる北域街道は、平原の中を真っすぐ八長里キロメートルほど進むと、なだらかな丘陵が連なる山やま裾すそへとさしかかる。

　街道は丘を越えてしばらく上り下りを繰り返した後で、今度は高い丘を避けるようにぐねぐねと蛇だ行こうし始める。

　その蛇行する街道を左右から挟む形で、晴せい凛りんたちは連なる丘の裏で待ち伏せをかけていた。

　最初に街道上に現れたのは二騎の騎兵だった。

「来たぞ！」

　ミーネが小声で叫さけんだ。

　しかし、伏ふせ龍たつは首を振るだけで動かない。

「何をやっているのじゃ！」

「あれは、触覚、つまり先行する偵察の兵士です。胸にラッパを下げているのが見えるでしょう？」

　伏龍の言う通りだった。二人ふたりの騎兵は胸に真しん鍮ちゆうのラッパをぶら下げている。

「あいつらの役目は、伏ふく兵へいを見つけて本隊に知らせることなんだ。やり過ごさなきゃだめだぜ」

「う、うむ、そうか、戦いとは色々駆け引きがあるのじゃな。もっと簡単なものかと思っておった」

　晴凛が諭さとすように言った。

「ただ、戦うだけなら、あんまり考えなくてもいいのです。でも、敵も味方もなるべく死人や怪け我が人を出さない戦い。つまり、上う手まく戦うには、伏龍さんみたいに考えなくちゃ駄だ目めなんですよ」

　ミーネは感心したようにうなずいた。

「うむ、伏龍はこういうとき頼りになるな。わしはずっと、ただの酔っ払いだと思っておった」

「ひでえなあ」

　伏龍が苦笑いを浮かべたとき、丘の裾すそを回り込むように、隊列の先頭が見えた。

「来た！　本隊だ！」

　伏龍はそう言うと、晴凛に向かって人差し指を立てた。

　──合図の用意をしろ、ということだな。

　晴凛は小さくうなずくと、背中に背負った矢筒の中から、円筒形の奇き妙みような形の矢じりがついた矢を取りだした。

　──上手く鳴ってくれよ。

　小さく祈りを込めてから、その矢を弓につがえる。

　その矢の先端についているのは、木を削って作った笛だった。

　矢が飛ぶと、空気を巻き込んで、大きな音を立てるのだ。

　丘の陰からじっと、隊列が進んでくるのを見ていた伏龍の右手が挙がった。

　──あの手が下りる、そのときが戦闘開始の合図だ！

　晴凛はきりきりと弓を引き絞り、矢先を天に向けた。

　どれくらいの時間が過ぎただろうか？　伏ふせ龍たつの手はまだ下がらない。

　長い時間が過ぎたようにも、まだほんの数呼吸しかしていないようにも思えた、そのとき。

　伏龍の手がさっと下りた。

　──今だ！

　晴せい凛りんが放った矢は、ばしゅっ！　という音と共に飛び出し、その直後に風を巻いて、

『ぴゅゅるるるるるるる！』

　という甲かん高だかい音を立てて天に駆かけ上がっていった。

　最初に仕かけたのは、隊列の右側の丘の向こうにいた部隊だった。

　どどどどどど！　という蹄ひづめの音と共に丘の上に姿を現した千騎のシムール兵が、一気に丘を駆け下りてくる。

　ぴぃりりりりりりっ！

　帝国軍の憲けん衛えい隊たいの兵士の警けい笛てきが鳴り響ひびき、弓きゆう兵へいや槍そう兵へいが戦闘態勢を取るために走り出した。

　護送用の馬車を中心に円陣を組むつもりらしい。

「そうはさせねえぞ、晴凛！　二番矢だ！」

「わかりました！」

　晴凛はそう答えると、次の矢をつがえて天に向けて射た。

　その矢はさっき射た矢よりも低い、

『ぶぅうううううううん！』

　という大気を震わせるような音を立てて、天に向かって飛んだ。

　一呼吸ほどの間をおいて、再びどどどどど！　という蹄ひづめの音が轟とどろき始めた。

　次は、反対側の丘にシムールの騎兵が現れた。

　こちらも一気に丘を越えて隊列に襲いかかる。

　左右から挟はさまれた部隊が、両側に盾を立てて槍やりを構え、ハリネズミのような防衛陣を作ろうとする。

「よし！　今だ！　龍りゆう飛ひ！　角笛を吹け！」

　伏龍の言葉を聞いた龍飛が、高らかに角笛を吹き鳴らした。

『パプゥーン！　パプゥーン！』

　角笛の響ひびきは丘に反射して、四方八方から聞こえてくる。その音はまるで数万のシムール兵が包囲しているように聞こえた。

「よっしゃ！　音響効果抜群だぜ！　行くぞ！　丘を登れ！　頂上に一列に並ぶんだ！」

　晴凛たちは丘を駆かけ上がった。そして頂上に立ったとき晴凛の目に見えた光景は、街道の両側の丘の上に、馬に乗ったシムール兵がずらりと並ぶ姿だった。

　一列になって並んだシムールの騎馬兵は、丘の向こうから繫つながって、さらに丘の先に消えている。丘の下から見れば、その列はどこまでも続いているように見えるだろう。

　丘の下から見える視界は限られている。シムールの騎兵の列が目に見える範囲だけなのか、それともその先にずっと続いているのか、それは見た人間にはわからない。しかし、人は想像する生き物である。

　両側から迫ってくる騎兵を見て、さらに山々にこだまする角笛の音を聞いた人間が、そこに何を見るか。そこが伏ふせ龍たつの計略だった。

　そして、護送隊の兵士たちは、その伏龍の策に嵌はまった。

「うわああ！　すごい数だ！」

「完全に包囲されちまってるぞ！」

「どうするんだ！」

　兵士の間に動どう揺ようが走るのを見て、燎りよう原げん上じよう佐さは叫んだ。

「うろたえるな！　目の前にいる敵だけを相手にしろ！　確実に敵を倒すのだ！　弓きゆう兵へい！　用意！」

　帝国軍の弓兵が慌あわてて弓を構える。時を同じくして、

　ひょう！

　矢音と共に飛んできた矢が、その弓兵の腕に突き立った。

「うわあああ！」

　矢は驚くほどの正確さで次々に飛来し、弓兵だけを倒していく。

　それも、ほぼ頭上に近い角度で飛来する矢は、盾の後ろに身を隠した弓兵すらも見逃さなかった。

　盾を構えた弓兵が倒されたのを見て、防御陣の中にさらに動どう揺ようが走った。まっすぐ突っ込んでくる騎兵に対抗するには盾を水平に構えなくてはならない。しかし、そうすれば頭上ががらあきである。

　かといって、頭上に盾を構えれば、正面から突っ込んでくる騎兵にどうぞ腹を突いてください、と差し出しているに等しい。
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　丘の上からその光景を見ていた伏龍は感心したように言った。

「よくもまあ、この距離から百発百中で矢を当てられるもんだ。お前が霜そう弊へい経けいの血筋じゃねえとしたら、きっと生まれ代わりだな！　今度から孫じゃなくて生まれ代わりってことにしとけ！　それなら経歴詐称にならねえ」

　矢をつがえて、帝国軍の弓兵を次々に射抜いていた晴せい凛りんが、困ったように答えた。

「そんなに大した腕じゃありませんよ」

「何を言いやがる、みろ、みんなびびっているじゃねえか、よし、だめ押しだ、龍りゆう飛ひ！　角笛を吹け！　喚かん声せい前へ！　だ！」

「了解！」

　龍飛は再び角笛を口に当てると、その自慢の肺活量を使って、高らかに角笛を吹いた。

『パプゥーン！』

　防御陣を作ろうとしている護送部隊に、その音を合図に左右から迫るシムール二千騎が一斉に「うぉおおおおおお！」という雄たけびを上げた。

「こっちも負けるな！　声を出せ！　行くぞ！」

　晴せい凛りんの声を合図に、丘の上に陣取った残り二千騎のシムール兵が同様に「うぉおおおおおお！」と雄たけびを上げて、丘を一気に走り下り始めた。

　狭い丘に挟まれた街道上では、その声は何倍にも増幅して聞こえた。

　目の前に迫る騎兵。頭上から降り注ぐ、逃げ道のない矢。そして、何万という軍勢（に聞こえる）雄たけび。

　この三つが重なったとき、護衛の兵士の中に恐怖に耐えきれなかった者がついに出た。

「うわあああ！」

　パニックに陥おちいった兵士は、槍やりと盾を投げ捨てて走り出した。

　シムール兵が迫ってこない、後方に向かって。

　そこは、逃げ道として伏ふせ龍たつが残しておいたのだ。

　逃げ道が無い四方からの重圧は、兵士に死に物狂いの抵抗をさせることになる。どうせ逃げ道が無いのなら、とことん抵抗してやれ！　という一種の開き直りによるモチベーションは、死兵と呼ばれており、攻める側にも大損害が出る。

　しかし、一方に逃げ道を残しておけば、兵士の中に常に『危なくなったら、あそこから逃げればいい』という意識が存在し、戦闘意欲が削そがれる。

　この伏ふせ龍たつの策も見事に当たった。隣の兵士が逃げ出したのを見た、その両隣の兵士もまた槍やりを捨てて走り始めた。

　恐怖は伝染するのだ。

　防衛陣を構成していた一角が崩れ出したのを見た指揮官が、慌あわてて剣を兵士に向けて叫さけんだ。

「逃げるな！　敵前逃亡するやつは俺が斬きるぞ！」

　その叱しつ咤たで立ち止まる兵士もいたが、それにも構わず走り去る兵士もいる。

　逃げ去ろうとした兵士の背中に、馬車の護衛をしていた憲けん衛えい隊たいの指揮官が剣を突き立てた。

「ぎええええ！」

　仲間が殺されたのを見た兵士たちは、ぎくりとした表情で凍りついた。

　憲衛隊の指揮官は兵士をにらみつけて言った。

「見たか！　敵前逃亡を図る者は、容よう赦しやなく殺す！　お前らの背中は我々の槍が狙ねらっている！

　こうなりたくなければ、持ち場に戻れ！　防御陣を崩すな！　この馬車を死守しろ！」

　その光景を見ていた燎りよう原げん上じよう佐さは吐き捨てるようにつぶやいた。

「これまでだな……」

「は？　今なんと？」

　驚く庸よう虎こ下か尉いを見て、燎原上佐は言った。

「兵士が指揮官を信頼していない軍隊は、もはや軍ではない。逆らう兵士を殺して保つ士気は、もはや士気ではない。それは単なる奴ど隷れいだ。帝国軍はもう終わりだ！」

　そして、燎原上佐は兵士を刺殺した憲衛隊の指揮官のところに近づいた。

「そこまでにしろ！　もうどうしようもない！　見てわからんのか！」

　憲衛隊の指揮官は燎原上佐をにらみつけた。

「うるさい！　貴様の指揮は受けん！　貴様はすでに守備隊の指揮官ではない！　たとえ階級が上官でも、貴様の命令に従う必要はない！　私はこの馬車を無事に帝都まで届けなくてはならんのだ！　たとえどんな犠牲を払ってもだ！」

「ほう……それほどまでに、その馬車が大事か？　どんな犠牲を払っても、だな？」

「ああ、そうだ、たとえ兵士すべてを殺しても、この馬車を帝都に届けねばならんのだ！　それが県令からの命令だ！」

「その言葉、しかと聞いた！」

　そう言うなり、燎原上佐は腰の剣を抜き、そのまま憲衛隊の指揮官の首を斬きりつけた。

　音はしなかった。

　ただ、指揮官の首が無音で空を飛んだ。

　首が地面に落ちる音がして、次に指揮官の身体からだが地面に倒れる音が続いた。

「上じよう佐さ！」

「何をするんですか！」

　あっけにとられる兵士たちを見て、燎りよう原げん上佐は叫さけんだ。

「俺は、たった今、帝国に反旗を翻ひるがえす！　文句のあるやつはかかってこい！　そうじゃないなら、さっさと逃げろ！」

　兵士たちは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとした後で、わらわらと逃げ出した。

　指揮権が無いとは言え、部隊の中で最も階級の高い士官が、いきなり反旗を翻す！　と宣言したのである。

　何が何だかわからない、というのが、正直なところだった。

　そして、逃げてもよい、と言われたのだから、とりあえず逃げておこう、というのが兵士たちの出した結論だったのだ。

　しかし、憲けん衛えい隊たいの兵士たちは違った。

　自分たちの指揮官が殺され、目の前で反乱を宣言した人間を放置することはできない。

「燎原上佐！　あなたを逮捕します！」

「おとなしく縛ばくに就つけ！」

　そう言って槍やりを構える憲衛隊の兵士を見て、燎原上佐はにやっと笑った。

「そんなことを言っている場合か？　ほれ、シムールが突っ込んでくるぞ！」

　その言葉と共に、シムールの騎馬兵が突入した。

「うわああああ！」

　シムールの騎兵は剣を振るおうとした憲衛隊の兵士の胸に手て槍やりを突き立てた。

　抵抗しようとする素振りを見せた兵士が、次々に倒されていく。

　──俺の人生はここまでか。帝国でさらし首になるよりは、シムールの槍やりに刺されたほうがましだな。

　燎原上佐はそんなことを考えながら、逃げ出した兵士たちを目で探した。

　背中を見せて逃げていく兵士たちを追うシムールの姿は無い。

　──戦う気のないやつは見逃す、という訳か。俺の聞いていたシムールとはずいぶん違うな。

　燎原上佐がそんなことを考えているところに、庸よう虎こ下か尉いが走ってきた。

「なんてことをしたんですか！」

「なんてこと？　ああ、あれか、別に後悔しちゃいない。俺はもう西せい陵りように米を植えたくなくなった、それだけのことだ」

　そう言って、燎原上佐は剣を投げ捨て、地面に腰を下ろして胡坐あぐらをかいた。

「俺はこれから麦を植えて暮らす。お前はさっさと逃げろ。シムールは戦う気のないやつは見逃してくれるようだ。お前は若い、やり直しができるはずだ」

　庸虎下尉はしばらく黙だまったまま燎原上佐を見ていたが、やがて小さくうなずくと持っていた剣を地面に投げ捨てて、燎りよう原げん上じよう佐さの隣に座り込んだ。

「お、お前！　馬ば鹿かか！」

「ええ、馬鹿です。西せい陵りように麦を植えたがるくらい馬鹿です！」

「知らんぞ、どうなっても……」

「ええ、どうなるかわかりません。でも、西陵に米を植え続けるよりは、気分がいい人生を送れるような気がします」

　庸よう虎こ下か尉いはそう言って、にやっと笑ってみせた。




　護送用の馬車の檻おりの中にいた光こう凛りんは、いったい何が起こっているのかわからなかった。

　牢獄に繫つながれ、満足な食事も与えられないまま放置されていた光凛は立ち上がる気力すらなく、両手に手て枷かせをつけられ足に鎖くさりをつけた状態で檻の床に転がっていた。

　人間の抜け殻のようになった光凛は、ぼんやりと檻の隙すき間まから走り回る兵士や飛んでくる矢を見て、悲鳴や怒号、馬の蹄ひづめの轟とどろきを聞いていた。

　そういった自分の周りで起こっているすべての出来事が、白日夢のような現実感の乏とぼしい光景にしか見えなかった。

　やがて、ぐらり、と馬車が揺ゆれて動き出し、戦いの声が遠ざかっていくときも、光凛はぼんやりと──ああ、どこかに行くんだな……ぐらいにしか感じていなかった。

　だから、最初に聞こえた晴せい凛りんの声も、夢の中で聞いているようにしか思えなかった。

「兄さん！　大丈夫？　兄さん！　僕だよ！　晴凛！　わかる？」

「え？　せい…りん？」

　気がつくと馬車が止まっていた。

　目を開けた光凛の視界に映ったのは、晴凛の顔だった。

「そうだよ、僕！　今、手て枷かせと足の鎖くさりを外す！　待ってて！」

　そう言うと、晴凛は手枷の鍵かぎ穴あなに鍵を突っ込んで、ガチャガチャと回し始めた。

　手枷と擦すれて赤むけになった腕から伝わる痛みが、光凛の意識を少し覚かく醒せいさせた。

「せ、晴凛、お前何で、ここに！」

「うん、助けに来た！　ミーネ姫とかみんなの力を借りてね！」

「助け？　ミーネ姫？」

　怪け訝げんな顔をする光凛の目の前に、ひょこん！　とシムールの少女の顔が飛び出してきた。

　真っ青な目で光凛の顔を覗のぞき込んだ少女は、にっこりと笑った。

「うむ。似ている！　さすがは晴凛の兄あに者じやじゃな！」

　シムールなまりの帝国語でそう言った少女の微笑ほほえみは、すうっと光凛のひび割れた心の中に染み渡った。

「やった！　外れたよ！　兄さん！　今、足の鎖を外す！　鍵が無いから時間がかかるけど、待ってて！」

　晴せい凛りんの声がして、手が自由になった。

　光こう凛りんはそろそろと腕を動かして、自分の顔の前に持ってきた。

　──動く。動かせるぞ。腕が動く！

　腕が自由に動く、ということが、これほどまでに嬉うれしいということを、俺は今、初めて知ったような気がする……。

　光凛はゆっくりと自由になった右腕を伸ばした。

　そして、足元にしゃがみこんで、足の鎖くさりを外そうとしている晴凛の髪の毛に触れた。

　そのまま、晴凛の頭をくしゃくしゃと撫なでた。

「兄さん？」

　顔を上げた晴凛を見て、光凛は小さな声で言った。

「ありがとう……晴凛……」

「うん、待ってて！」

　晴凛はにっこり笑ってうなずくと、再び鎖の鍵穴と格闘を始めた。

　気がつくと、何人もの人が光凛の周りに立って、足元の鎖を外そうとしている晴凛の手元を覗のぞき込んでいた。

「ああ、だめだ、そんなとこ、こじっても鍵は開かねえぞ！」

「もっと力を入れるのじゃ晴凛！」

「山やま猫ねこの分際で、機械からくりのコトには口を挟はさまナイ！」

「うるさい、行かず後ご家けだって機械にはからっきしではないか！」

「ああ、晴凛の兄貴、俺がやりますよ！　力仕事は俺に任せてくだせえ！」

「お前に任せると、足首ちぎりそうで怖いんだ」

「あ、ひでえ、いくら俺が馬ば鹿かでもそんなに馬鹿じゃねえっすよ！」

　わいわいと賑にぎやかな人々に囲まれ、一生懸けん命めい鎖くさりを外そうとしている晴凛を見て、光凛は小さな頃、市場で遊んでいたときの晴凛を思い出していた。

　──こいつの周りはいつもこうだ。いろんな人間が、それこそ年寄りも子供も男も女も、こいつの周りにいて、ついて回っていた。

　いつも楽しそうで、俺はそれが羨うらやましくて仕方なかった。

　──この先、どうなるのかわからないけど、俺も、こいつについていってみるか。

　光凛は目を閉じて、小さくため息をついた。







　　　終章







　侘タ瑠ル徒トの城壁に立つ「尊そん皇のう討とう奸かん」と書かれたのぼりを見上げて、光こう凛りんが言った。

「尊皇討奸か……よくもまあ、こんな言葉を見つけてきたな」

「これは僕じゃない、伏ふせ龍たつさんが言いだしたんだ」

　そう答えた晴せい凛りんを見て、光凛は笑った。

「あの伏龍って男は本当に正体不明だな。練れん涯がい塾出身というのもあながち噓うそじゃなさそうだし。何であんな男がこんな辺境の街にいるのか、訳がわからんよ」

「役人が大嫌いで酒が好きだからここにいるんだ、なんてことを、本人は言ってたけどね……でも、あの人のおかげで助かってるよ」

　晴凛はそう答えた後で、真ま面じ目めな顔になって光凛に聞いた。

「で、兄さん。例の話、考えてくれた？」

「例の話？　ああ、あれか、お前らの一派に加われって話だな。確かに、俺は今、お尋ね者になってしまっている。冤えん罪ざいとはいえ、任務を果たせなかったのは事実だ。こうやって牢ろう破りをした今では、帝国に戻るに戻れない。

　だが、瘦やせても枯れても、帝国軍人として禄ろくを食はんでいた男だ。そう簡単に帝国軍と戦う気にはなれない。昨日きのうまで共に闘っていた仲間だからな」

「そうか……」

　晴凛がそう言って下を向いたとき、城壁の上り口から伏龍の声がした。

「いたいた。ああ、光凛さんもいたのか、ちょうどよかった。見せたいものがあるんだ」

　そう言いながら姿を現した伏龍は、背中に背負っていた棒のようなものを指差した。

「ああちくしょう、くそ重てえ。龍りゆう飛ひに手伝わせりゃよかった」

「何です、それ？」

「光凛さんを護送する馬車の床下に、こいつがびっしり敷き詰められていた……銭筒だよ」

「銭筒？」

「そうだ、光凛さんが命がけで延えん声せいまで運んできた軍資金の一部だ」

　光凛は目を見開いたまま口をぽかんとあけていた。

「それってどういうこと？　伏龍さん！」

「なに、簡単なことさ。光凛さんが運んできた軍資金は、ちゃんと県令の手に渡っていたってことだ。

　財務局の連中から、銭を返してほしい、と言われた県令は、光凛さんを罠わなにかけて軍資金を受け取り、その責任を光こう凛りんさんに負わせた。

　死罪になった光凛さんを帝都に送る馬車の中に、財務局の官かん僚りようどもに返す銭を敷き詰めておけば、うっぷん晴らしに首を斬きる生いけ贄にえと銭、両方が財務局の官僚どもの手に渡るって寸法だ。ひでえ話だよ」

　伏ふせ龍たつはそう言うと、銭筒を光凛に差し出した。

「都に護送するのはこいつ、あんたの首はおまけだったって訳さ」

　光凛は伏龍の差し出した銭筒を受け取った。

　銀貨千枚を包んだその銭筒は、ずっしりと重かった。

　光凛の脳のう裏りに、延声に到着するまでの七日間の戦いの記憶がよみがえってきた。

　夜も寝ないで、必死に戦う部下たち。

　死んだように折り重なって仮眠をとる兵士たち。

　炎天下をよろよろと歩き続けていた兵士たち。

　そして、荷馬車に兵士を乗せることを思いついた、あの青せい林りんという若い兵士。

　自分たちが命をかけて守り通してきた軍資金がそこにあった。

　それは、シムールと戦う緑軍の兵士たちの食糧や水や、そして剣や鎧よろいになるための銭だった。

　光凛の目から、ぽろぽろと涙がこぼれおちた。

　歯を食いしばり、光凛は泣いた。

「無む駄だだったのか……あのすべてが無駄だったのか……。

　俺は何のために今まで働いてきたんだ！

　帝国のためじゃなかったのか？　帝国に暮らす、すべての人々を守るために俺は軍に入り、そのために一生懸けん命めい働いてきたんじゃなかったのか！

　帝国って何だ！

　帝国って何なんだ！　こんな国、俺の帝国じゃない！　俺の信じた国じゃない！」

「兄さん……」

　光凛は答えなかった。

　銭筒を握り締めたまま、光凛は身体からだを震わすように泣き続けた。

　やがて、頰ほおを伝った涙が乾いて跡になった頃、光凛は顔を上げた。

　力の抜けた腕から、重い銭筒が落ち、ずざり、と大地に音を響ひびかせた。

　そして、侘タ瑠ル徒トの城壁に掲げられた「尊そん皇のう討とう奸かん」の文字を見み据すえて光凛は言った。

「晴せい凛りん……」

「何？」

「俺は今、初めてこの言葉の意味を知ったよ……」

　そして、光凛は晴凛に右手を差し出した。

「厄やつ介かいになる」

「うん！」

　晴せい凛りんはその手をぎゅっと握り締めた。
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　自分たちの手に戻ってくるはずだった軍資金と、そして見せしめになるはずだった若手の軍官かん僚りよう。その両方が反乱軍の手に落ちたことを知った、帝国中ちゆう枢すう部の官僚たちは大騒ぎになった。

　この知らせを聞いた中枢部の官僚たちは、それまで自分たちでも信じていなかった、裏切り者が自分たちの中にいる可能性を疑い始めたのだ。

『光こう凛りんは冤えん罪ざいに巻き込まれたのではなく、最初から弟と示し合わせていたのではないか？』『いや、光凛や晴せい凛りんごときにそんな真ま似ねができるはずがない。やはり本当に月つき原はら弦げん斉ざいはシムールの力を借りて帝国に反旗を翻ひるがえす準備を整えていたのだ』『もしかすると、月原弦斉の手の者が我々の間に潜もぐり込んでいるのではないか？』

　疑ぎ心しん暗あん鬼きにかられた大物官僚たちは、身内の中にいるかもしれない裏切り者を探しだすことに労力を注ぎ始めた。

　それは、シムールとの全面戦争という、帝国の目前に迫った危機から目をそらしたいという逃避以外の何ものでもなかった。

　方針も政策も決まらぬまま迷走し始めた延えん喜ぎ帝国の屋台骨は、大きく軋きしみ音を上げ始めた。

　延えん喜ぎ帝国がどうなるのか、シムールの王エオルが何を企たくらんでいるのか。

　そして、その間に立つ侘タ瑠ル徒トの王として一歩を踏ふみ出した晴せい凛りんの前に、どんな未来が待ち受けているのか、まだ誰も知らない。





つづく









　　　あとがき




　今回の『ご主人様は山やま猫ねこ姫３』は、第二巻のラストで帝国に反旗を翻ひるがえしたものの、シムールと帝国の両方を敵に回すわけにはいかない、と判断した晴凛たちが、ミーネとシャン族のつてを頼って、まずシムール側と同盟を結ぶために、シムールの都に向かうところから始まります。

　シムールの都に到着した晴凛をめぐって、ミーネとシャールが繰り広げる料理対決が、この巻の見どころかもしれません。

　この『ご主人様は山猫姫』の世界観は、現実世界の八世紀から十二世紀頃の中国と、いわゆる西域と呼ばれている中央アジアあたりの遊牧民国家をモデルにした架空のものになっています。

　地名や人名、階級などの役職名も、それらしく聞こえる単語を作って架空世界の感覚を持たせていますが、さすがに料理の名前までは架空のものにする訳にはいきませんでした。

　肉が大好きなミーネが作るのは「でっかい焼肉じゃ！」ということで、「ドネルケバブ」に決まりました。「ドネルケバブ」という料理は、大きな肉の塊かたまりを焼き、火が通った表面を削って食べる、という料理です。その大きな肉の塊は、肉を薄切りにして香辛料と塩を加え、それを何枚も重ねて巻き付けて作ったもので、かなり手間ひまがかかっている料理です。

　最近は日本にも、この「ドネルケバブ」を食べさせてくれる店ができており、秋葉原では名物になりつつあります。

　さて、ミーネの作る料理は決まりましたが、シャールが作る料理が、なかなか決まりませんでした。

　シャールの性格から見ても、あまり派手な料理を作りそうにありません。どちらかというと、家庭料理を洗練させた、堅実でじっくり美う味まい料理を作りそうです。

　そんなときにふと思いついたのが、中央アジアで作られている、小麦粉で作った麵めんを使った「ラグマン」と呼ばれる料理でした。

　これは、いわば手打ちうどんのようなものです。小麦粉と塩を入れてよく練って伸ばし、それをゆでて、トマトや野菜を炒めたものをかけたり、スープで煮たりします。

　この「ラグマン」は小麦粉を使って作った麵料理の総称として広く知られています。ウィグルあたりでは、このスープで煮た麵料理は「ラグマン」ではなく「スユカシュ」という名前で呼ばれていますし、日本でも「ラグマンはラーメンの語源だ」という説を唱える人もいて、調べると、いろいろ楽しい料理です。

　遊牧民の中には、遠くから来た旅人は、この「ラグマン」でもてなす、という風習を持っている部族もあり、シャールが作るのにふさわしいのではないかと考えました。

　この二人ふたりの料理勝負の行方ゆくえは、本文をお読みになった後で、このあとがきをご覧になっている方はご存じでしょうし、このあとがきからお読みになっている方には「お楽しみに」と言っておきましょう。

　キャラクターの動きや心情を丁寧に面白く描えがくことで、この『山やま猫ねこ姫』の物語世界に奥行きを出せるのではないか、と私は考えて書いています。

　キャラクターに感情移入して楽しむ読者の方を優先しているために、物語がサクサクとテンポよく転がっていくことを望む方には、もどかしい描き方になっているかもしれません。

　続きが出るかどうか、それはあくまでも予定で売れ行き次第ですが、緩急をつけてシリーズを書いていくつもりですので、長い目で見ていただければ幸いです。

　さて、最後になりましたが、『山猫姫』のミーネとけなげなシャール、この二人にビジュアルという手段で魂を吹き込んでいただいた、春日かすが歩あゆむさん。ミーネやシャール、メンミという女の子たちのキャラ造形に協力していただいた椎しい出で啓けいさん。そして、全体の構成について助言をいただいた銅あかがね大だいさん。

　そして誰よりも迷惑をかけた、担当編集者の高たか林ばやし君に心からの感謝の言葉を述べさせていただきます。この本がここに存在するのは、高林君の超人的努力の結果です。





（首の皮一枚で繫つながっている）鷹たか見み一かず幸ゆき
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鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部に営業所を持つ、零細物語製造業者。
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イラスト／春日かすが 歩あゆむ

夢だった挿絵のお仕事で晴れてイラストレーターデビュー。第15回電撃イラスト大賞＜選考委員奨励賞＞受賞。名を伏せて、賞金目当てに再度イラスト大賞応募を目論み中。
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